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問題児たちが異世界から来るそうですよ？


ＹＥＳ！ウサギが呼びました！








竜ノ湖太郎











角川スニーカー文庫












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　五月さつき晴ばれだった。


　川辺に薫かおる初夏の気配を感じながら、逆さか廻まき十六夜いざよいは太陽を見上げてふっと呟つぶやいた。


「あ、黒点発見。やっぱり太陽が氷河期に入り始めてるってのは本当なのかね」


〝天は俺の上に人を創つくらず〟が座右の銘めいの彼は寒冷より温暖化を推進したいらしい。


　高校に出席する義理はすでになく、制服のまま川辺で黄昏たそがれてみる遊びを考案してみたが、傍はた目めから見ても恥はずかしいだけの遊びである。知人に見られれば後ろ指さされるのは間ま違ちがいない。


「何か面おも白しろい事ねえかなあ………」


　ヘッドホンを外すと川辺の向こうで背中に刺し繡しゆうと気合いの入った長ランを着た、不良の集団の声が聞こえた。中心には彼らが集団で暴行を加えた少年が泣なき寝ね入いりで土下座させられている。


「おいヤベえって。コイツマジ泣きしてるぜ。汚きたねえから川に突つっ込んで洗せん濯たくすっか？」


「どうせなら全ぜん裸らで跳とび込ませようぜ。両手両足縛しばってよ」


「ひっ………！」


　少年はガクガクと震ふるえながら達だる磨まのようにしゃがみこむ。逆廻十六夜はゆっくりと上体を起こし、数十ｍ先で殴なぐる蹴けるを続けていた彼らへ話しかけた。


「………あー暇ひま。超ちよう暇ひま。暇が売れたらひと稼かせぎ出来る自信があるね。どうだい、そこの頭悪そうな戯たわけ共。娯ご楽らくを提供してくれたらもれなく暇という名の長期入院休きゆう暇かをプレゼンするぜ」


「オラ、さっさと脱ぬいで川に飛び込めよ」


「やっぱり両手ぐらい縛ろうぜ。足があったら死なねえって」


「助けて………助けて………助けて………！」


　逆廻十六夜に対する反応はない。当然だろう。


　叫さけんだわけでは無く、まるで隣となりにいるかのような声こわ音ねで話しかけたのだ。


　逆廻十六夜の声が彼らに届くはずもなく、言葉は風にまかれて消えた。不良の集団に殴られ蹴られた少年は泥どろと涙なみだと鼻水でくしゃくしゃになり、見るに堪たえない顔になっている。


「……………」


　十六夜は無言で立ち上がる。


　川辺で手ごろな石を二、三個拾い上げると、今度は盛大に叫び声をあげて石を投げ、





「俺も混ぜろやゴラァァァァァ!!」





　川辺ごと吹き飛ばした。比ひ喩ゆにあらず。訂てい正せいはない。


　読んで字の如ごとく、石は第三宇宙速度に匹ひつ敵てきする馬ば鹿かげた速度を叩たたきだし、轟ごう音おんと共に粉ふん塵じんを巻き上げて不良と少年を川辺ごと吹き飛ばしたのだ。


「ぎゃあああ！」


「さ、逆廻十六夜だ!!　全員逃にげろッ!!」


「た、助け───」


「オラオラ、ドンドン投げ込むぞ！」


　ヤハハと豪ごう快かいな笑い声と共に打ちこまれる投石がクレーターを生み出す様は、さながら爆ばく撃げきである。その一方的な光景に苛いじめていた不良も苛められていた少年も、同様に恐きよう怖ふして逃げ出した。


　誤解のないように言うならば、逆廻十六夜は少年を助ける為ために一石投じたわけではない。


〝強きを挫くじき、弱きも挫く〟というのもまた、逆廻十六夜の座右の銘の一つというだけだ。


「ハハ、だらしねえだらしねえ！　気合いが入ってるのは格好だけかよ！」


　逆廻十六夜は腹を抱かかえて全員の逃げる様子を笑い飛ばした。


　けたたましく笑い転げ、更さらに地じ団だん駄だ踏ふんで笑い続けた。


　周囲の音はその笑い声だけだ。人の気配は一いつ切さいなく、十六夜の笑い声が消えると同時に、一帯には閑かん散さんとした空気が立ちこめる。


　静まりかえる川辺に人の気配は一切ない。彼と同じ年頃ごろの少年少女は今頃、学校で昼食を取っている頃ころだろう。逆廻十六夜は無言のまま立ちつくし、


「………。つまんね」


　本音を、心の底から吐はき捨てるように吐と露ろした。


　不良たちや少年の滑こつ稽けいさを皮肉に思う事はあっても、楽しさなど欠片かけらもない。


　試ためしに声を上げて笑い転げてみたが、形だけだ。暇つぶしには程ほど遠とおい。


　虚むなしさをため息と共に吐き出した逆廻十六夜は、鞄かばんを拾って川辺に背を向ける。


「………ん？」


　ヒュウ、と。足を踏ふみ出すと同時に横よこ薙なぎの強風が吹いた。風とともに舞まった一枚の封ふう書しよが不自然な軌き道どうを描えがき、鞄の隙すき間まを縫ぬうようにヒラヒラと投書される。


「………なんだ、今の」


　不可解な軌き跡せきを描いた封書を手に取る。


　封書には達筆でこう書かれていた。『逆廻十六夜殿どのへ』と。





　　　　＊





　ミンミンミンと、蟬せみ時雨しぐれの音が五月蠅うるさい庭に対して、久く遠どう飛鳥あすかは一いつ喝かつした。


「鬱うつ陶とうしいわ、黙だまりなさい!!」


　ピタリ。蟬達は示し合わせたように黙り込んだ。久遠家のお嬢じよう様さまの一喝は求愛活動よりも優先されるらしい。それを不思議がることもなく清潔に整備された屋や敷しきを大おお股またで闊かつ歩ぽする。しかし日本で五指に入る大財ざい閥ばつなのに、廊ろう下かの空調が行き届いていないのはどういうことなのか。


　長い髪かみと光る汗あせを拭ぬぐいながら自室に飛び込み、カシャリと鍵かぎを閉めたのを確かく認にんして、ベッドの上に身を投げ出す。するとはずみでベッドが大きく上下に揺ゆれた。


　しかし物足りなかったのだろう。もう一度身体からだを捩ねじらせるように大きくバウンドさせた。


「財閥解体にともなう親族会議？　そんなものの為に日本の端はしの端まで呼び出されるとは思いもよらなかったわ」


　数か月に亘わたって続けられた親族会議に決着をつけるべく、久遠飛鳥は本家御ご当主殿どのの前に引きずり出された。久遠家の当主は年老いて既すでに寝ね床どこを離はなれられない身体だったが、その発言力の強さから各界でも恐おそれられていた御ご仁じんである。


　そんな財閥の後ろ盾だてを、齢よわい十五になったばかりの小こ娘むすめに『どうにかしてくれ』と泣きついてきた親族達には呆あきれてものも言えない。


　呆れ果てたまま当主の屋敷にまで足を運んだ久遠飛鳥は当主に向かって一言、


「四の五の言わず、速すみやかに財閥の解体に協力してください」


「分かった」


　二の句はない。本当に十秒と掛かからぬ話し合いだった。それは最も早はや会議でも何でもない。


　久遠飛鳥は決着がつくや否いなや踵きびすを返して屋敷を後にした。この展開を期待していた親族達も、目と耳を疑うやり取りにポカンと口を開けて見送るだけだった。


　───親族曰いわく、久遠家の御ご令れい嬢じようが口にした事は絶対になる。


　別に掟おきてや決まりがある訳ではない。ただ彼女が口にした事は絶対にそのとおりになるのだ。強力な暗示や催さい眠みん、洗脳とも言われているが、久遠飛鳥にそんな自覚はない。


　ただ彼女は思った事を口にしただけだ。今の世間の波には逆らえない。だから財閥は解体せざるを得ないのだと、少し強めに自己主張しただけのことである。


「………くだらない。あの大爺じい様でさえこれよ。ホントに笑えるわ」


　久遠飛鳥はうつぶせのままベッドシートを強く握にぎりしめる。不ふ機き嫌げんな理由は主にそちらだ。


　あらゆる答えが是ぜで返る人間関係なんて、歯ごたえもなければ風味もない。簡素で無味な人間関係しか築けない。久遠飛鳥は、無味な人間関係に飽あき飽きしていた。


「………暑い。何でこう蒸むしっとしているのかしら」


　正装は猛もう暑しよの最大の障害だ。髪留めのリボン以外全すべて取り払はらってしまおうか。


　ふっと久遠飛鳥の目線が泳いだ先の机の上に、不ふ審しんな封書が置いてあることに気づく。


　封書にはこう書かれていた。『久遠飛鳥殿へ』と。


「……………？」


　飛鳥は首を傾かしげた。そしてすかさずドアに、窓に、隠かくし扉とびらの緊きん急きゆう避ひ難なん路ろに目をやる。どれも閉じた状態で使われた形けい跡せきはない。その時、ドアをノックする音とメイドの声が響ひびいた。


「飛鳥お嬢じよう様。冷たいお飲み物を───」


「ねえ貴女あなた。つかぬことを聞くけど、私がいない間に誰だれか部屋に入った？」


「？　この部屋の鍵はお嬢様の持つ鍵しかありませんから、誰も出入りは出来ません」


「そう………そうよね。いいわ、下がって」


　メイドは一礼して部屋を出る。久遠飛鳥は再度部屋の出入り可能な場所を詳くわしく調べたが、使われた痕こん跡せきは一いつ切さい見られなかった。


　つまり封書をこの部屋に置くことなど、絶対に不可能なのだ。


「………。ふふ。どなたか知りませんが、密室殺人ならぬ密室投書とは気に入りました」


　猛暑も忘れ、久方ぶりの笑えみを浮うかべる。久遠飛鳥は嬉き々きとして封ふうを切った。





　　　　＊





　秋しゆう霖りんが過ぎ去り、季節は紅葉前線に差しかかる。葉の色しき彩さいが褪あせぬ間に見に行こうと自室で着物を着こみ、準備を進めていた春日かすか部べ耀ようのもとに走りこむ三み毛け猫ねこがいた。


『た、大変や耀のお嬢ちゃん！　空からお嬢に宛あてた手紙が！』


「………空から？」


　先に断っておくが、怪かい猫びようの類たぐいではない。特別なのは猫ねこではなく春日部耀のほうである。


　三毛猫は春日部耀の肩かたに飛び乗るように手紙を押しつける。


『勘かん違ちがいしないでくだせえお嬢！　ワシは一言も噓うそは言っとりません！　ホントに御お天てん道と様さまからヒラヒラと降ってきたんや！』


　言い訳のように言葉を重ねる三毛猫の頭を軽く撫なでてやり、猫を持ちあげて微笑ほほえんだ。


「信じてる。噓じゃない」


　幼くも端たん正せいな笑顔で返す。単調で完結とした言葉だった。三毛猫は落ち着きを取り戻もどしたのか、今度は封ふう書しよの中身が気になって仕方がないと、瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ始めた。


『お嬢、早く開けて下せえ。好こう奇き心しんの余りストレスで禿はげちまう』


「うん。帰ってきたらね」


　春日部耀は封書と三毛猫を一度置き、着物を着る作業に戻る。しかし好こう奇き心しん旺おう盛せいな猫にはそれが我が慢まんならなかった。もう一度爪つめを立ててよじ登ると、


『おーじょーうー！　早く読んでおくんなせえ！　こんな着物なんて後にして───』


　ビリ。そんな嫌いやな音。


　恐る恐る袖そでの下に目をやると、着物の脇わきから足先までが醜みにくく裂さけていた。


「………………………………………………………………………………………………………、」


『お、お嬢………！』


　無言のまま打ちひしがれる。柄がらに紅葉をあしらった朱しゆ色いろの振ふり袖そでは、春日部耀のお気に入りの一着でもある。季節ものでもある為ため、この時季に着なければ来年まで着る機会が無い。


　しかしこの裂け具合を見るに一日二日で修しゆう繕ぜん可能とは思えない。


　………本当に残念だ。なんと口にすればいいのか分からなかった。


『お、お嬢………ワ、ワシ……！』


「いいよ、別に。破れた物はしかたがない」


　一度だけため息を吐ついてから、三毛猫に苦く笑しようする。春日部耀は近くに置いてあった私服に着き替がえる。スリーブレスのジャケットとショートパンツを着込み、着物に合わせた髪かみ留めを外し、三毛猫が持ってきた手紙の封を切った。


『なんて書いてるんです？』


「……………」


　空から降ってきた手紙の封を切り、長いこと沈ちん黙もくする。


　好奇心旺盛な三毛猫は春日部耀の肩に乗り、その文章を読んだ。





　　　　＊







『悩なやみ多し異才を持つ少年少女に告げる。


　その才能ギフトを試ためすことを望むのならば、


　己おのれの家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨て、


　我らの〝箱庭〟に来られたし』







　　　　＊





「わっ」


「きゃ！」


　三人の視界は間を置かずに開けた。


　急転直下、彼らは上空４０００ｍほどの位置で投げ出されたのだ。


　落下に伴ともなう圧力に苦しみながらも、三人は同様の感想を抱いだき、同様の言葉を口にした。


「ど………何ど処こだここ!?」


　眼前には見た事のない風景が広がっていた。


　視線の先に広がる地平線は、世界の果てを彷ほう彿ふつとさせる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


　眼下に見えるのは、縮尺を見間ま違ちがうほど巨きよ大だいな天幕に覆おおわれた未知の都市。


　彼らの前に広がる世界は───完全無欠に異世界だった。












　第一章







　───箱庭二一〇五三八〇外門居住区画、第三六〇工こう房ぼう。


「………うまく呼び出せた？　黒ウサギ」


「みたいですねえ、ジン坊ぼっちゃん」


　黒ウサギと呼ばれた十五、六歳に見えるウサ耳の少女は、肩を竦すくませておどける。


　その隣となりで小さな体たい軀くに似合わないダボダボなローブを着た幼い少年がため息を吐いた。


　黒ウサギは扇せん情じよう的なミニスカートとガーターソックスで包んだ美び麗れいな足を組み直し、人差し指を愛らしい唇くちびるに当てて付け加える。


「まあ、後は運任せノリ任せって奴やつでございますね。あまり悲観的になると良くないですよ？　表面上は素す敵てきな場所だと取り繕つくろわないと。初対面で『実は私達のコミュニティ、全ぜん壊かい末期の崖がけっぷちなんです！』と伝えてしまうのは簡単ですが、それではメンバーに加わるのも警けい戒かいされてしまうと黒ウサギは思います」


　握にぎり拳こぶしを作ったりおどけたりと、コロコロ表情を変えながら力説された少年も、それに同意するように頷うなずいた。


「何から何まで任せて悪いけど………彼らの迎むかえ、お願いできる？」


「任されました」


　ピョン、と椅い子すから黒ウサギが跳はねる。


『工房』の扉とびらに手をかけた黒ウサギに、少年は不安そうな声をかけた。


「彼らの来訪は………僕らのコミュニティを救ってくれるだろうか」


「………。さあ？　けど〝主催者ホスト〟曰いわく、これだけは保証してくれました」


　クルリとスカートを靡なびかせて振ふり返る。


　おどけるように悪戯いたずらっぽく笑った黒ウサギは、


「彼ら三人は………人類最高クラスのギフト所持者だ、と」





　　　　＊





『ぎにゃああああああ!!　お、お嬢じようおおおおおお!!』


　上空４０００ｍから落下した三人と一いつ匹ぴきは、落下地点に用意してあった緩かん衝しよう材ざいのような薄うすい水膜まくを幾いく重えも通って湖に投げ出される。


「きゃ！」


「わっ！」


　ボチャン、と着水。水膜で勢いが衰おとろえていたため三人は無傷で済んだが、耀とともに落ちてきた三み毛け猫ねこはそうもいかない。慌あわてて耀が抱だきかかえ、水面に引っ張り上げる。


「………大だい丈じよう夫ぶ？」


『じ、じぬがぼおぼた………！』


　まだ呂ろ律れつが回らないながらも無事を確かく認にんした耀はほっとする。


　他ほかの二人はさっさと陸地に上がりながら、それぞれが罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はき捨てていた。


「し、信じられないわ！　まさか問答無用で引き摺ずりこんだ挙句、空に放り出すなんて！」


「右に同じだクソッタレ。場合によっちゃその場でゲームオーバーだぜコレ。石の中に呼び出された方がまだ親切だ」


「………。いえ、石の中に呼び出されては動けないでしょう？」


「俺は問題ない」


「そう。身勝手ね」


　二人の男女はフン、と互たがいに鼻を鳴らして服の端はしを絞しぼる。その後ろに続く形で耀が岸に上がる。同じように服を絞る隣で三毛猫が全身を震ふるわせて水をはじく。耀は服を絞りながら、


「此こ処こ………どこだろう？」


「さあな。まあ、世界の果てっぽいものが見えたし、どこぞの大亀がめの背中じゃねえか？」


　耀の呟つぶやきに十六夜が応こたえる。何にせよ、彼らの知らない場所であることは確かだった。


　適当に服を絞り終えた逆廻十六夜は軽く曲がったくせっぱねの髪かみの毛けを搔かきあげ、


「まず間ま違ちがいないだろうけど、一応確認しとくぞ。もしかしてお前達にも変な手紙が？」


「そうだけど、まずは〝オマエ〟って呼び方を訂てい正せいして。───私は久遠飛鳥よ。以後は気を付けて。それで、そこの猫ねこを抱きかかえている貴女あなたは？」


「………春日部耀。以下同文」


「そう。よろしく春日部さん。最後に、野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうそうなそこの貴方あなたは？」


「高圧的な自己紹しよう介かいをありがとよ。見たまんま野蛮で凶暴な逆廻十六夜です。粗そ野やで凶きよう悪あくで快楽主義と三さん拍びよう子しそろった駄だ目め人間なので、用法と用量を守った上で適切な態度で接してくれお嬢じよう様さま」


「そう。取とり扱あつかい説明書をくれたら考えてあげるわ、十六夜君」


「ハハ、マジかよ。今度作っとくから覚かく悟ごしとけ、お嬢様」





　心からケラケラと笑う逆廻十六夜。


　傲ごう慢まんそうに顔を背そむける久遠飛鳥。


　我関せず無関心を装う春日部耀。





　そんな彼らを物もの陰かげから見ていた黒ウサギは思う。


（うわぁ………なんか問題児ばっかりみたいですねえ………）


　召しよう喚かんしておいてアレだが………彼らが協力する姿は、客観的に想像できそうにない。黒ウサギは陰いん鬱うつそうに重くため息を吐くのだった。





　　　　＊





　十六夜は苛いら立だたしげに言う。


「で、呼び出されたはいいけどなんで誰だれもいねえんだよ。この状じよう況きようだと、招待状に書かれていた箱庭とかいうものの説明をする人間が現れるもんじゃねえのか？」


「そうね。なんの説明もないままでは動きようがないもの」


「………。この状況に対して落ち着き過ぎているのもどうかと思うけど」


（全くです）


　黒ウサギはこっそりツッコミを入れた。


　もっとパニックになってくれれば飛びだしやすいのだが、場が落ち着き過ぎているので出るタイミングを計れないのだ。


（まあ、悩なやんでいても仕方がないデス。これ以上不満が噴ふん出しゆつする前にお腹なかを括くくりますか）


[image: ]


　三者三様の罵詈雑言を浴びせている様を見ると怖おじ気けづきそうになるが、此処は我が慢まんである。


　ふと十六夜がため息交じりに呟く。


「───仕方がねえな。こうなったら、そこに隠れている奴にでも話を聞くか？」


　物陰に隠れていた黒ウサギは心臓を摑つかまれたように飛び跳はねた。


　三人の視線が黒ウサギに集まる。


「なんだ、貴方も気づいていたの？」


「当然。かくれんぼじゃ負けなしだぜ？　そっちの猫を抱だいてる奴も気づいていたんだろ？」


「風上に立たれたら嫌いやでもわかる」


「………へえ？　面おも白しろいなお前」


　軽けい薄はくそうに笑う十六夜の目は笑っていない。三人は理り不ふ尽じんな招しよう集しゆうを受けた腹いせに殺気の籠こもった冷ややかな視線を黒ウサギに向ける。黒ウサギはやや怯ひるんだ。


「や、やだなあ御お三人様。そんな狼おおかみみたいに怖こわい顔で見られると黒ウサギは死んじゃいますよ？　ええ、ええ、古来より孤こ独どくと狼はウサギの天敵でございます。そんな黒ウサギの脆ぜい弱じやくな心臓に免めんじてここは一つ穏おん便びんに御話を聞いていただけたら嬉うれしいでございますヨ？」


「断る」


「却きやつ下か」


「お断りします」


「あっは、取りつくシマもないですね♪」


　バンザーイ、と降参のポーズをとる黒ウサギ。


　しかしその眼めは冷静に三人を値ね踏ぶみしていた。


（肝きもっ玉たまは及きゆう第だい点。この状況でＮＯと言える勝ち気は買いです。まあ、扱あつかいにくいのは難点ですけども）


　黒ウサギはおどけつつも、三人にどう接するべきか冷静に考えを張り巡めぐらせている───と、春日部耀が不思議そうに黒ウサギの隣となりに立ち、黒いウサ耳を根っこから鷲わし摑づかみ、


「えい」


「フギャ！」


　力いっぱい引っ張った。


「ちょ、ちょっとお待ちを！　触さわるまでなら黙だまって受け入れますが、まさか初対面で遠えん慮りよ無用に黒ウサギの素す敵てき耳を引き抜ぬきに掛かかるとは、どういう了りよう見けんですか!?」


「好こう奇き心しんの為せる業わざ」


「自由にも程ほどがあります！」


「へえ？　このウサ耳って本物なのか？」


　今度は十六夜が右から摑んで引っ張る。


「………。じゃあ私も」


「ちょ、ちょっと待───！」


　今度は飛鳥が左から。左右に力いっぱい引っ張られた黒ウサギは、言葉にならない悲鳴を上げ、その絶ぜつ叫きようは近きん隣りんに木霊こだました。





　　　　＊





「───あ、あり得ない。あり得ないのですよ。まさか話を聞いてもらうために小一時間も消費してしまうとは。学級崩ほう壊かいとはきっとこのような状況を言うに違ちがいないのデス」


「いいからさっさと進めろ」


　半ば本気の涙なみだを瞳ひとみに浮うかばせながらも、黒ウサギは話を聞いてもらえる状況を作ることに成功した。三人は黒ウサギの前の岸辺に座り込み、彼女の話を『聞くだけ聞こう』という程度には耳を傾かたむけている。


　黒ウサギは気を取り直して咳せき払ばらいをし、両手を広げて、


「それではいいですか、御三人様。定例文で言いますよ？　言いますよ？　さあ、言います！　ようこそ、〝箱庭の世界〟へ！　我々は御三人様にギフトを与あたえられた者達だけが参加できる『ギフトゲーム』への参加資格をプレゼンさせていただこうかと召喚いたしました！」


「ギフトゲーム？」


「そうです！　既すでに気づいていらっしゃるでしょうが、御三人様は皆みな、普ふ通つうの人間ではございません！　その特異な力は様々な修しゆ羅ら神仏から、悪あく魔まから、精せい霊れいから、星から与えられた恩おん恵けいでございます。『ギフトゲーム』はその〝恩恵〟を用いて競きそいあう為ためのゲーム。そしてこの箱庭の世界は強大な力を持つギフト保持者がオモシロオカシク生活できる為に造られたステージなのでございますよ！」


　両手を広げて箱庭をアピールする黒ウサギ。飛鳥は質問するために挙手した。


「まず初歩的な質問からしていい？　貴女あなたの言う〝我々〟とは貴女を含ふくめた誰だれかなの？」


「ＹＥＳ！　異世界から呼び出されたギフト保持者は箱庭で生活するにあたって、数多あまたとある〝コミュニティ〟に必ず属していただきます♪」


「嫌だね」


「属していただきます！　そして『ギフトゲーム』の勝者はゲームの〝主催者ホスト〟が提示した賞品をゲットできるというとってもシンプルな構造となっております」


「………〝主催者〟って誰？」


「様々ですね。暇ひまを持もて余あました修羅神仏が人を試ためすための試練と称しようして開かい催さいされるゲームもあれば、コミュニティの力を誇こ示じするために独自開催するグループもございます。特とく徴ちようとして、前者は自由参加が多いですが〝主催者〟が修羅神仏なだけあって凶きよう悪あくかつ難解なものが多く、命の危険もあるでしょう。しかし、見返りは大きいです。〝主催者〟次し第だいですが、新たな〝恩恵ギフト〟を手にすることも夢ではありません。


　後者は参加のためにチップを用意する必要があります。参加者が敗退すればそれらはすべて〝主催者〟のコミュニティに寄き贈ぞうされるシステムです」


「後者は結構俗ぞく物ぶつね………チップには何を？」


「それも様々ですね。金品・土地・利権・名めい誉よ・人間………そしてギフトを賭かけあうことも可能です。新たな才能を他人から奪うばえばより高度なギフトゲームに挑いどむ事も可能でしょう。ただし、ギフトを賭けた戦いに負ければ当然───ご自身の才能も失われるのであしからず」


　黒ウサギは愛あい嬌きようたっぷりの笑え顔がおに黒い影かげを見せる。


　挑ちよう発はつともとれるその笑顔に、同じく挑発的な声こわ音ねで飛鳥が問う。


「そう。なら最後にもう一つだけ質問させてもらっていいかしら？」


「どうぞどうぞ♪」


「ゲームそのものはどうやったら始められるの？」


「コミュニティ同士のゲームを除けば、それぞれの期日内に登録していただければＯＫ！　商店街でも商店が小規模のゲームを開催しているのでよかったら参加していってくださいな」


　飛鳥は黒ウサギの発言に片眉まゆをピクリとあげる。


「………つまり『ギフトゲーム』とはこの世界の法そのもの、と考えてもいいのかしら？」


　お？　と驚おどろく黒ウサギ。


「ふふん？　中々鋭するどいですね。しかしそれは八割正解の二割間違いです。我々の世界でも強ごう盗とうや窃せつ盗とうは禁止ですし、金品による物ぶつ々ぶつ交こう換かんも存在します。ギフトを用いた犯罪などもってのほか！　そんな不ふ逞ていな輩やからは悉ことごとく処しよ罰ばつします───が、しかし！　『ギフトゲーム』の本質は全く逆！　一方の勝者だけが全すべてを手にするシステムです。店頭に置かれている商品も、店側が提示したゲームをクリアすればタダで手にすることも可能だということですね」


「そう。中々野や蛮ばんね」


「ごもっとも。しかし〝主催者〟は全て自己責任でゲームを開催しております。つまり奪われるのが嫌いやな腰こしぬけは初めからゲームに参加しなければいいだけの話でございます」


　黒ウサギは一通りの説明を終えたのか、一枚の封ふう書しよを取り出した。


「さて。皆さんの召しよう喚かんを依い頼らいした黒ウサギには、箱庭の世界における全ての質問に答える義務がございます。が、それら全てを語るには少々お時間がかかるでしょう。新たな同士候補である皆さんを何時いつまでも野外に出しておくのは忍しのびない。ここから先は我らのコミュニティでお話させていただきたいのですが………よろしいです？」


「待てよ。まだ俺が質問してないだろ」


　静せい聴ちようしていた十六夜が威い圧あつ的な声を上げて立つ。ずっと刻まれていた軽けい薄はくな笑顔が無くなっていることに気づいた黒ウサギは、構えるように聞き返した。


「………どういった質問です？　ルールですか？　ゲームそのものですか？」


「そんなのはどうでもいい。腹の底からどうでもいいぜ、黒ウサギ。ここでオマエに向かってルールを問いただしたところで何かが変わるわけじゃねえんだ。世界のルールを変えようとするのは革命家の仕事であって、プレイヤーの仕事じゃねえ。俺が聞きたいのは………たった一つ、手紙に書いてあったことだけだ」


　十六夜は視線を黒ウサギから外し、他ほかの二人を見まわし、巨きよ大だいな天幕によって覆おおわれた都市に向ける。


　彼は何もかもを見下すような視線で一言、





「この世界は………面白いか？」





「─────」


　他の二人も無言で返事を待つ。


　彼らを呼んだ手紙にはこう書かれていた。


『家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨てて箱庭に来い』と。


　それに見合うだけの催もよおし物があるのかどうかこそ、三人にとって一番重要な事だった。


「───ＹＥＳ。『ギフトゲーム』は人を超こえた者たちだけが参加できる神魔まの遊ゆう戯ぎ。箱庭の世界は外界より格段に面おも白しろいと、黒ウサギは保証いたします♪」












　第二章







　───場所は箱庭二一〇五三八〇外門。ペリベッド通り・噴ふん水すい広場前。


　箱庭の外がい壁へきと内側を繫つなぐ階段の前で戯たわむれる子供達がいた。


「ジン～ジン～ジン！　黒ウサの姉ちゃんまだ箱庭に戻もどってこねえの～」


「もう二時間近く待ちぼうけでわたし疲つかれたー」


　口々に不満を吐はき出す友人たちにジンは苦く笑しようしながら、


「………そうだね。みんなは先に帰っていいよ。僕は新しい仲間をここで待っているから」


　ダボダボのローブに跳はねた髪かみの毛けが特とく徴ちよう的な少年───ジンと呼ばれた少年は取り巻きの子供達に帰るよう指示を出す。


「じゃあ先に帰るぞ～。ジンもリーダーで大変だけど頑がん張ばってな～」


「もう、帰っていいなら早く言ってよ！　わたしの足なんてもう棒みたいよ！」


「おなか減ったー。ご飯先に食べていい？」


「うん。僕らの帰りが遅おそくなっても夜よ更ふかししたら駄だ目めだよ」


　ワイワイと騒さわぎながら帰路につく少年少女と別れる。ジンは石造りの階段に座り込む。一人になって暇ひまを持もて余あましたのか、外門を通る人々をぼんやりと眺ながめていた。


（箱庭の外に作られた国が最近活発になってきたって聞いたけど、ペリベッド通りは〝世界の果て〟と向かい合っているから閑かん散さんとしているなあ………）


　箱庭の世界における〝国〟の定義とは、超ちよう巨きよ大だいコミュニティの俗ぞく称しようである。明確な〝世界の果て〟が存在する箱庭の世界だが、その表面積は恒こう星せいに匹ひつ敵てきするとまで云いわれている。それだけ膨ぼう大だいな資源と豊かな土地が野の晒ざらしにされていて開かい拓たくしない手はない。才ある者は人を集めて国を作り、逆に能ない者は天幕に覆われた箱庭都市から離はなれて暮らしを始める者も多い。


　龍りゆう種、鬼き種、幻げん獣じゆう、精せい霊れいなどの国は箱庭外にも大規模の都市を設けている。ギフトを失った人間は箱庭から一歩離れた国で力を付け、再度箱庭で『ギフトゲーム』に参戦するのだ。


（もしも外界から来た人達が使えない人達だったら………僕らも箱庭を捨てて外に移住するしかないのかな）


　ジンは新たな同士に期待を込めて想おもいを馳はせる。力の無いコミュニティはゲームホストになって主しゆ催さいをすることも出来なければ、ゲームに参加してクリアすることも出来ないからだ。


　集団を維い持じ出来ないほどの衰すい退たい。それは即すなわち、コミュニティの消しよう滅めつを意味する。


　ジンのコミュニティは現在、とある事情で黒ウサギを除きジンよりも幼い者たちばかりだ。そんな彼らが生まれ育った土地を手放し、宛あての無い旅をするのは何としても避さけたい。


「ジン坊ぼっちゃーン！　新しい方を連れてきましたよー！」


　はっと顔を上げる。外門前の街かい道どうから黒ウサギと女性二人が歩いてきた。


「お帰り、黒ウサギ。そちらの女性二人が？」


「はいな、こちらの御お三人様が───」


　クルリ、と振ふり返る黒ウサギ。


　カチン、と固まる黒ウサギ。


「………え、あれ？　もう一人いませんでしたっけ？　ちょっと目つきが悪くて、かなり口が悪くて、全身から〝俺問題児！〟ってオーラを放っている殿との方がたが」


「ああ、十六夜君のこと？　彼なら〝ちょっと世界の果てを見てくるぜ！〟と言って駆かけ出して行ったわ。あっちの方に」


　あっちの方に。と指をさすのは上空４０００ｍから見えた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


　街道の真ん中で呆ぼう然ぜんとなった黒ウサギは、ウサ耳を逆立てて二人に問いただす。


「な、なんで止めてくれなかったんですか！」


「〝止めてくれるなよ〟と言われたもの」


「ならどうして黒ウサギに教えてくれなかったのですか!?」


「〝黒ウサギには言うなよ〟と言われたから」


「噓うそです、絶対噓です！　実は面めん倒どうくさかっただけでしょう御二人さん！」


「「うん」」


　ガクリ、と前のめりに倒たおれる。新たな人材に胸を躍おどらせていた数時間前の自分が妬ねたましい。


　まさかこんな問題児ばかり摑つかまされるなんて嫌いやがらせにも程ほどがある。


　そんな黒ウサギとは対照的に、ジンは蒼そう白はくになって叫さけんだ。


「た、大変です！　〝世界の果て〟にはギフトゲームのため野放しにされている幻獣が」


「幻獣？」


「は、はい。ギフトを持った獣けものを指す言葉で、特に〝世界の果て〟付近には強力なギフトを持ったものがいます。出くわせば最後、とても人間では太刀たち打ち出来ません！」


「あら、それは残念。もう彼はゲームオーバー？」


「ゲーム参加前にゲームオーバー？………斬ざん新しん？」


「冗じよう談だんを言っている場合じゃありません！」


　ジンは必死に事の重大さを訴うつたえるが、二人は叱しかられても肩かたを竦すくめるだけである。


　黒ウサギはため息を吐きつつ立ち上がった。


「はあ………ジン坊っちゃん。申し訳ありませんが、御二人様のご案内をお願いしてもよろしいでしょうか？」


「わかった。黒ウサギはどうする？」


「問題児を捕つかまえに参ります。事のついでに───〝箱庭の貴族〟と謳うたわれるこのウサギを馬ば鹿かにしたこと、骨の髄ずいまで後こう悔かいさせてやります」


　悲しみから立ち直った黒ウサギは怒いかりのオーラを全身から噴ふん出しゆつさせ、艶つやのある黒い髪を淡あわい緋ひ色いろに染めていく。外門めがけて空中高く跳び上がった黒ウサギは外門の脇わきにあった彫ちよう像ぞうを次々と駆け上がり、外門の柱に水平に張り付くと、


「一刻程で戻もどります！　皆みなさんはゆっくりと箱庭ライフを御ご堪たん能のうございませ！」


　黒ウサギは、淡い緋色の髪を戦慄わななかせ踏ふみしめた門柱に亀き裂れつを入れる。全力で跳ちよう躍やくした黒ウサギは弾だん丸がんのように飛び去り、あっという間に三人の視界から消え去っていった。


　巻き上がる風から髪かみの毛けを庇かばう様に押さえていた久遠飛鳥が呟つぶやく。


「………。箱庭の兎うさぎは随ずい分ぶん速く跳とべるのね。素す直なおに感心するわ」


「ウサギ達は箱庭の創始者の眷けん属ぞく。力もそうですが、様々なギフトの他ほかに特とく殊しゆな権限も持ち合わせた貴種です。彼女なら余よ程ほどの幻獣と出くわさない限り大だい丈じよう夫ぶだと思うのですが………」


　そう、と飛鳥は空返事をする。飛鳥は心配そうにしているジンに向き直り、


「黒ウサギも堪たん能のうくださいと言っていたし、御言葉に甘えて先に箱庭に入るとしましょう。エスコートは貴方あなたがしてくださるのかしら？」


「え、あ、はい。コミュニティのリーダーをしているジン＝ラッセルです。齢よわい十一になったばかりの若じやく輩はいですがよろしくお願いします。二人の名前は？」


「久遠飛鳥よ。そこで猫ねこを抱かかえているのが」


「春日部耀」


　ジンが礼れい儀ぎ正ただしく自己紹しよう介かいする。飛鳥と耀はそれに倣ならって一礼した。


「さ、それじゃあ箱庭に入りましょう。まずはそうね。軽い食事でもしながら話を聞かせてくれると嬉うれしいわ」


　飛鳥はジンの手を取ると、胸を躍らせるような笑え顔がおで箱庭の外門をくぐるのだった。





　　　　＊





　───箱庭二一〇五三八〇外門・内ない壁へき。


　飛鳥、耀、ジン、三み毛け猫ねこの三人と一いつ匹ぴきは石造りの通路を通って箱庭の幕下に出る。ぱっと三人と一匹の頭上に眩まぶしい光が降り注いだ。遠くに聳そびえる巨きよ大だいな建造物と空覆おおう天幕を眺ながめ、


『お、お嬢じよう！　外から天幕の中に入ったはずなのに、御お天てん道と様さまが見えとるで！』


「………本当だ。外から見たときは箱庭の内側なんて見えなかったのに」


　都市を覆う天幕を上空から見た時、彼らに箱庭の街並みは見えていなかった。だというのに都市の空には太陽が姿を現している。天高く積み上げられた巨大な都市を見て首を傾かしげた。


「箱庭を覆う天幕は内側に入ると不可視になるんですよ。そもそもあの巨大な天幕は太陽の光を直接受けられない種族のために設置されていますから」


　飛鳥は青い空を見上げながら、ピクリと眉まゆを上げ皮肉そうに言う。


「それはなんとも気になる話ね。この都市には吸きゆう血けつ鬼きでも住んでいるのかしら？」


「え、居ますけど」


「………。そう」


　なんとも複雑そうな顔をする久遠飛鳥。実在する吸血鬼の生態がどのようなものかは知らないが、同じ街に住むことができる種とは思えなかった。


　三毛猫は耀の腕うでからスルリと下りると、感心したように噴ふん水すい広場を見回す。


『しかしあれやなあ。ワシが知っとる人里とはえらい空気が違ちがう場所や。まるで山奥の朝あさ霧ぎりが晴れた時のような澄すみ具合や。ほら、あの噴水の彫像もえらい立派な造りやで！　お嬢の親父おやじさんが見たらさぞ喜んだやろうなあ』


「うん。そうだね」


「あら、何か言った？」


「………。別に」


　耀は三毛猫に話す優やさしい声こわ音ねとは対照的な声で返す。


　飛鳥もそれ以上は追つい及きゆうせず、目の前で賑にぎわう噴水広場に目を向ける。噴水の近くには白く清潔感の漂ただよう洒しや落れた感じのカフェテラスが幾いくつもあった。


「お勧すすめの店はあるかしら？」


「す、すいません。段取りは黒ウサギに任せていたので………よかったらお好きな店を選んでください」


「それは太っ腹なことね」


　三人と一匹は身近にあった〝六本傷〟の旗を掲かかげるカフェテラスに座る。


　注文を取るために店の奥から素す早ばやく猫耳の少女が飛び出てきた。


「いらっしゃいませー。御ご注文はどうしますか？」


「えーと、紅茶を二つと緑茶を一つ。あと軽食にコレとコレと」


『ネコマンマを！』


「はいはーい。ティーセット三つにネコマンマですね」


　………ん？　と飛鳥とジンが不可解そうに首を傾げる。しかしそれ以上に驚おどろいていたのが春日部耀だった。信じられない物を見るような眼めで猫耳の店員に問いただす。


「三毛猫の言葉、分かるの？」


「そりゃ分かりますよー私は猫族なんですから。お歳のわりに随分と綺き麗れいな毛並みの旦だん那なさんですし、ここはちょっぴりサービスもさせてもらいますよー」


『ねーちゃんも可愛かわいい猫耳に鉤かぎ尻尾しつぽやな。今度機会があったら甘あま嚙がみしに行くわ』


「やだもーお客さんったらお上手なんだから♪」


　猫耳娘むすめは長い鉤尻尾をフリフリと揺ゆらしながら店内に戻もどる。


　その後ろ姿を見送った耀は嬉しそうに笑って三毛猫を撫なでた。


「………箱庭ってすごいね、三毛猫。私以外に三毛猫の言葉が分かる人がいたよ」


『来てよかったなお嬢』


「ちょ、ちょっと待って。貴女あなたもしかして猫と会話ができるの？」


　珍めずらしく動どう揺ようした声の飛鳥に、耀はコクリと頷うなずいて返す。ジンも興味深く質問を続けた。


「もしかして猫以外にも意い思し疎そ通つうは可能ですか？」


「うん。生きているなら誰だれとでも話は出来る」


「それは素す敵てきね。じゃあそこに飛び交かう野鳥とも会話が？」


「うん、きっと出来………る？　ええと、鳥で話したことがあるのは雀すずめや鷺さぎや不如帰ほととぎすぐらいだけど………ペンギンがいけたからきっとだいじょ」


「ペンギン!?」


「う、うん。水族館で知り合った。他ほかにもイルカ達とも友達」


　耀の声を遮さえぎるように飛鳥とジンの二人が声を上げた。


　二人が驚いた点は同じだ。空を駆かける野鳥と出会う機会ならそれこそ数多あまたにあるだろうが、まさかペンギンと会話する機会があるとは思わなかったのだろう。


「し、しかし全すべての種と会話が可能なら心強いギフトですね。この箱庭において幻げん獣じゆうとの言語の壁かべというのはとても大きいですから」


「そうなんだ」


「はい。一部の猫ねこ族やウサギのように神仏の眷けん属ぞくとして言語中ちゆう枢すうを与あたえられていれば意思疎通は可能ですけど、幻獣達はそれそのものが独立した種の一つです。同一種か相応のギフトがなければ意思疎通は難しいというのが一いつ般ぱんです。箱庭の創始者の眷属に当たる黒ウサギでも、全ての種とコミュニケーションをとることはできないはずですし」


「そう………春日部さんは素敵な力があるのね。羨うらやましいわ」


　笑いかけられると、困ったように頭を搔かく耀。対照的に飛鳥は憂ゆう鬱うつそうな声と表情で呟つぶやく。耀と飛鳥は出会って数時間の間あいだ柄がらだが、それでも飛鳥の表情が彼女らしくないと感じた。


「久遠さんは」


「飛鳥でいいわ。よろしくね春日部さん」


「う、うん。飛鳥はどんな力を持っているの？」


「私？　私の力は………まあ、酷ひどいものよ。だって」


「おんやぁ？　誰かと思えば東区画の最底辺コミュ〝名無しの権兵衛〟のリーダー、ジン君じゃないですか。今日はオモリ役の黒ウサギは一いつ緒しよじゃないんですか？」


　品の無い上品ぶった声がジンを呼ぶ。振ふり返ると、２ｍを超こえる巨きよ体たいをピチピチのタキシードで包む変な男がいた。変な男は不覚にも………本当に不覚にも、ジンの知った者の声だ。


　ジンは顔を顰しかめて男に返事をする。


「僕らのコミュニティは〝ノーネーム〟です。〝フォレス・ガロ〟のガルド＝ガスパー」


「黙だまれ、この名無しめ。聞けば新しい人材を呼び寄せたらしいじゃないか。コミュニティの誇ほこりである名と旗印を奪うばわれてよくも未練がましくコミュニティを存続させるなどできたものだ───そう思わないかい、お嬢じよう様さま方」


　ガルドと呼ばれた巨きよ軀くのピチピチタキシードは三人が座るテーブルの空席に勢いよく腰こしを下ろした。飛鳥と耀に愛あい想そ笑いを向けるが、相手の失礼な態度に二人は冷ややかな態度で返す。


「失礼ですけど、同席を求めるならばまず氏名を名乗ったのちに一言添そえるのが礼れい儀ぎではないかしら？」


「おっと失礼。私は箱庭上層に陣じん取どるコミュニティ〝六百六十六の獣けもの〟の傘さん下かである」


「烏う合ごうの衆しゆうの」


「コミュニティのリーダーをしている、ってマテやゴラァ!!　誰が烏合の衆だ小こ僧ぞうオォ!!!」


　ジンに横よこ槍やりを入れられたガルドの顔は怒ど鳴なり声とともに激変する。口は耳元まで大きく裂さけ、肉にく食しよく獣じゆうのような牙きばとギョロリと剝むかれた瞳ひとみが激しい怒いかりとともにジンに向けられる。


「口慎つつしめや小僧ォ………紳しん士しで通っている俺にも聞き逃のがせねえ言葉はあるんだぜ………？」


「森の守護者だったころの貴方あなたなら相応に礼儀で返していたでしょうが、今の貴方はこの二一〇五三八〇外門付近を荒あらす獣にしか見えません」


「ハッ、そういう貴様は過去の栄えい華がに縋すがる亡ぼう霊れいと変わらんだろうがッ。自分のコミュニティがどういう状じよう況きように置かれてんのか理解できてんのかい？」


「ハイ、ちょっとストップ」


　険悪な二人を遮るように手を上げたのは飛鳥だった。


「事情はよくわからないけど、貴方達二人の仲が悪いことは承知したわ。それを踏ふまえたうえで質問したいのだけど───」


　飛鳥が鋭するどく睨にらむ。しかし睨む相手はガルド＝ガスパーではなく、


「ねえ、ジン君。ガルドさんが指し摘てきしている、私達のコミュニティが置かれている状況………というものを説明していただける？」


「そ、それは」


　ジンは言葉に詰つまった。同時に自分が大きな失敗を犯おかしてしまったことに気づく。それは黒ウサギと口裏を合わせて隠かくしていたことだった。飛鳥はその動揺を逃さず畳たたみ掛かける。


「貴方は自分のことをコミュニティのリーダーと名乗ったわ。なら黒ウサギと同様に、新たな同士として呼びだした私達にコミュニティとはどういうものなのかを説明する義務があるはずよ。違ちがうかしら？」


　追つい及きゆうする声は静か、されどナイフのような切れ味でジンを責める。


　それを見ていたガルド＝ガスパーは獣の顔を人に戻もどし、含ふくみのある笑え顔がおと上品ぶった声こわ音ねで、


「レディ、貴女あなたの言う通りだ。コミュニティの長として新たな同士に箱庭の世界のルールを教えるのは当然の義務。しかし彼はそれをしたがらないでしょう。よろしければ〝フォレス・ガロ〟のリーダーであるこの私が、コミュニティの重要性と小僧───ではなく、ジン＝ラッセル率いる〝ノーネーム〟のコミュニティを客観的に説明させていただきますが」


　飛鳥は訝いぶかしげな顔で一度だけジンを見る。ジンは俯うつむいて黙り込んだままだ。


「………そうね。お願いするわ」


「承うけたまわりました。まず、コミュニティとは読んで字のごとく複数名で作られる組織の総そう称しようです。受け取り方は種によって違うでしょう。人間はその大小で家族とも組織とも国ともコミュニティを言い換かえますし、幻獣は〝群れ〟とも言い換えられる」


「それぐらいわかるわ」


「はい、確かく認にんまでに。そしてコミュニティは活動する上で箱庭に〝名〟と〝旗印〟を申しん告こくしなければなりません。特に旗印はコミュニティの縄なわ張ばりを主張する大事な物。この店にも大きな旗が掲かかげられているでしょう？　あれがそうです」


　ガルドはカフェテラスの店頭に掲げられた、〝六本傷〟が描えがかれた旗を指さす。


「六本の傷が入ったあの旗印は、この店を経営するコミュニティの縄張りであることを示しています。もし自分のコミュニティを大きくしたいと望むのであれば、あの旗印のコミュニティに両者合意で『ギフトゲーム』を仕し掛かければいいのです。私のコミュニティは実際にそうやって大きくしましたから」


　自じ慢まんげに語るガルド＝ガスパーはピチピチのタキシードに刻まれた旗印を指さす。


　彼の胸には虎とらの紋もん様ようをモチーフにした刺し繡しゆうが施ほどこされている。


　耀と飛鳥が辺りを見回すと、広場周辺の商店や建造物には同様の紋もんが飾かざられていた。


「その紋様が縄張りを示すというのなら………この近辺はほぼ貴方達のコミュニティが支配していると考えていいのかしら？」


「ええ。残念なことにこの店のコミュニティは南区画に本ほん拠きよがあるため手出しできませんが。この二一〇五三八〇外門付近で活動可能な中流コミュニティは全すべて私の支配下です。残すは本拠が他区か上層にあるコミュニティと───奪うに値あたいしない名も無きコミュニティぐらいです」


　クックッと嫌いや味みを込めた笑いを浮うかべるガルド。ジンはやはり顔を背そむけたままローブをぐっと握にぎりしめている。


「さて、ここからがレディ達のコミュニティの問題。実は貴女あなた達の所属するコミュニティは───数年前まで、この東区画最大手のコミュニティでした」


「あら、意外ね」


「とはいえリーダーは別人でしたけどね。ジン君とは比べようもない優ゆう秀しゆうな男だったそうですよ。ギフトゲームにおける戦績で人類最高の記録を持っていた、東区画最強のコミュニティだったそうですから」


　ガルドが一転してつまらなそうな口調で語る。現在この付近で最大手のコミュニティを保持している彼には心底どうでもいい話なのだろう。


「彼は東西南北に分かれたこの箱庭で、東のほかに南北の主しゆ軸じくコミュニティとも親交が深かった。いやホント、私はジンの事は毛け嫌ぎらいしてますがね。これはマジですげえんですよ。南区画の幻げん獣じゆう王格や北区画の悪あつ鬼き羅ら刹せつが認め、箱庭上層に食い込むコミュニティだったというのは嫉しつ妬とを通とおり越こして尊敬してやってもいいぐらいには凄すごいのです。──まあ先代は、ですが」


「……………」


「〝人間〟の立ち上げたコミュニティではまさに快挙ともいえる数々の栄華を築いたコミュニティはしかし！………彼らは敵に回してはいけないモノに目を付けられた。そして彼らはギフトゲームに参加させられ、たった一夜で滅ほろぼされた。『ギフトゲーム』が支配するこの箱庭の世界、最悪の天災によって」


「天災？」


　飛鳥と耀は同時に聞き返した。それほど巨きよ大だいな組織を滅ぼしたのが、ただの天災というのはあまりにも不自然に思えた。


「此れは比ひ喩ゆにあらず、ですよレディ達。彼らは箱庭で唯ゆい一いつ最大にして最悪の天災───俗ぞくに〝魔ま王おう〟と呼ばれる者達です」





　　　　＊





「あーもう！　一体何ど処こまで行っちゃったんですか!?」


　黒ウサギが逆廻十六夜を探し始めて早くも半刻が過ぎようとしている。


　上空４０００ｍから見れば大した距きよ離りには見えなかったのだろうが、彼ら三人が落下した湖から〝世界の果て〟に伸のびる街かい道どうは途と方ほうもない距離がある。


　道中は森林を横断せねばならないため、初見で辿たどり着けるとは思えない。


（しかもこの辺り一帯は特定の神仏がゲームテリトリーにしています。もしも彼らの口車に乗せられてゲームに参加させられていたら………！）


　益ます々ますもって彼の身が危ない。焦あせりを募つのらせ走る黒ウサギだったが、周囲の森林から聞こえる怪あやしい呻うめき声に足を止める。





『………兎うさぎだ』『兎が来たぞ』『この辺境に〝月の兎〟が来やがった』『小こ僧ぞうが言った通りだ』


『足止めするか？』『ゲームを挑いどむか？』『〝月の兎〟を相手に？』『しかし何を挑むと？』


『力か？』『知ち恵えか？』『それとも勇気か？』『馬ば鹿かな、何で挑んでも勝ち目などないぞ』





　ウサギは〝箱庭の貴族〟と呼ばれる貴種だ。全体数が少ないことに加えて箱庭の外に出る機会が滅めつ多たにない珍めずらしいウサギを一目見ようと、森の魑ち魅み魍もう魎りようが集まってきたのだろう。


「あのー森の賢けん者じや様方。つかぬことをお聞きしますが、もしかしてこの道を通った方を御ご存ぞんじでしょうか？　よかったらこの黒ウサギに道を示していただけますか？」


『………』『………』『……………………』


『よかったら私が案内しましょうか、黒兎のお嬢じようさん』


　茂しげみから魑魅魍魎とは違ちがう、静かな声と蹄ひづめの音が響ひびく。現れたのは艶つやのある青白い胴どう体たいと額に角を持つ馬───ユニコーンと呼ばれる幻獣だった。


「こ、これはまた、ユニコーンとは珍しいお方が！　〝一本角〟のコミュニティは南側のはずですけども？」


『それはこちらの台詞せりふです。箱庭の東側で兎を見ることなど、コミュニティの公式ゲームの時ぐらいだと思っていましたよ───と、お互たがいの詮せん索さくはさておき。貴女あなたの探す少年が私の想像通りならば、私の目指す方角と同じです。森の住人曰いわく、彼は水神の眷けん属ぞくにゲームを挑んだそうですから』


「うわお」


　黒ウサギはクラリと立ち眩くらみ、そのままガックリと膝ひざを折った。


〝世界の果て〟と呼ばれる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきには箱庭の世界を八つに分かつ大河の終着点、トリトニスの大おお滝たきがある。現在その近辺に住む水神の眷属といえば龍りゆうか蛇じや神のいずれかしかいない。


「本当に………本当に………なんでこんな問題児をぅ………！」


『泣いている暇ひまはないぞ。少年が君の知人なら急いだ方がいい。ここの水神のゲームは人を選ぶ。今ならばまだ間に合うかもしれない。背に乗りたまえ』


「は、はい───わわ！」


　黒ウサギが背に跨またがろうとした、その時だった。


　突とつ如じよ、大地を揺ゆらす地じ響ひびきが森全体に広がったのだ。すかさず大河の方角を見ると、彼方かなたには肉眼で確かく認にんできるほど巨大な水柱が幾いくつも立ち上っている。


　それは通常のゲームが行われているのなら、あり得ない現象であった。


「………。すいません。やっぱり黒ウサギ一人で向かった方がよさそうです」


『むぅ………乙女おとめを一人で危地にやるのは気が進まないが………私では不足かい？』


「はい。もしもの場合に貴方あなたを守れないかもしれない。それに失礼ですけど、駆かけ足あしも黒ウサギの方が速いですから」


　ユニコーンは苦笑いしながら数歩下がる。


『気を付けて。君の問題児君にもよろしく』


　黒ウサギは頷うなずくと、緊きん張ちようした表情のままトリトニス大河を目指して走り出す。


　彼女の姿は瞬またたく間に遠くなる。風を追い抜ぬき、木々を撓しならせ、光の如ごとく森を抜けていく。


　眼前が開け、僅わずか数瞬しゆん後には森を抜けて大河の岸辺に出た。


「この辺りのはず………」


「あれ、お前黒ウサギか？　どうしたんだその髪の色」


　背後からあの忌いま々いましい問題児の声が聞こえる。どうやら十六夜は無事だったらしい。


　黒ウサギの胸中に湧わき上がる安あん堵ど、は全くない。散々振ふり回まわされた黒ウサギの胸中はもう限界だった。怒ど髪はつ天を衝つくような怒いかりを込めて勢いよく振り返る。


「もう、一体何処まで来ているんですか!?」


「〝世界の果て〟まで来ているんですよ、っと。まあそんなに怒おこるなよ」


　十六夜の小憎にくたらしい笑え顔がおも健在だ。心配は不要だったらしく、何処にも傷はない。あえて半刻前と違うところを挙げるのであれば、落下した時よりびしょ濡ぬれだったぐらいだろう。


「しかしいい脚あしだな。遊んでいたとはいえこんな短時間で俺に追いつけるとは思わなかった」


「むっ、当然です。黒ウサギは〝箱庭の貴族〟と謳うたわれる優ゆう秀しゆうな貴種です。その黒ウサギが」


　アレ？　と黒ウサギは首を傾かしげる。


（黒ウサギが………半刻以上もの時間、追いつけなかった………？）


　これは何度も説明してきた話だが。ウサギは箱庭の世界、創始者の眷属である。


　その駆ける姿は疾しつ風ぷうより速く、その力は生半可な修しゆ羅ら神仏では手が出せない程ほどだ。


　その黒ウサギに気づかれることなく姿を消したことも、追いつけなかったことも、思い返せば人間とは思えない身体能力だった。


「ま、まあ、それはともかく！　十六夜さんが無事でよかったデス。水神のゲームに挑んだと聞いて肝きもを冷やしましたよ」


「水神？───ああ、アレのことか？」


　え？　と黒ウサギは硬こう直ちよくする。十六夜が指さしたのは川かわ面もにうっすらと浮うかぶ白くて長いモノだ。黒ウサギが理解する前にその巨きよ体たいが鎌かま首くびを起こし、


『まだ………まだ試練は終わってないぞ、小こ僧ぞうォ!!』


　十六夜が指したそれは───身の丈たけ三〇尺強はある巨きよ軀くの大だい蛇じやだった。それが何者か問う必要はないだろう。間ま違ちがいなくこの一帯を仕切る水神の眷属だ。


「蛇神………！　って、どうやったらこんなに怒らせられるんですか十六夜さん!?」


　ケラケラと笑う十六夜は事の顚てん末まつを話す。


「なんか偉えらそうに『試練を選べ』とかなんとか、上から目線で素す敵てきなこと言ってくれたからよ。俺を試せるのかどうか試させてもらったのさ。結果はまあ、残念な奴やつだったが」


『貴様………付け上がるな人間！　我がこの程度の事で倒たおれるか!!』


　蛇神の甲かん高だかい咆ほう哮こうが響き、牙きばと瞳ひとみを光らせる。巻き上がる風が水柱を上げて立ち昇のぼる。


　黒ウサギが周囲を見れば、戦いの傷きず跡あととみてとれる捻じ切れた木々が散乱していた。あの水流に巻き込まれたが最後、人間の胴体など容よう赦しやなく千切れ飛ぶのは間違いない。


「十六夜さん、下がって！」


　黒ウサギは庇かばおうとするが、十六夜の鋭するどい視線はそれを阻はばむ。


「何を言ってやがる。下がるのはテメェだろうが黒ウサギ。これは俺が売って、奴が買った喧けん嘩かだ。手を出せばお前から潰つぶすぞ」


　本気の殺気が籠こもった声こわ音ねだった。黒ウサギも始まってしまったゲームには手出しできないと気づいて歯は嚙がみする。十六夜の言葉に蛇神は息を荒あらくして応こたえる。


『心意気は買ってやる。それに免めんじ、この一いち撃げきを凌しのげば貴様の勝利を認めてやる』


「寝ね言ごとは寝て言え。決けつ闘とうは勝者が決まって終わるんじゃない。敗者を決めて終わるんだよ」


　求めるまでも無く、勝者は既すでに決まっている。


　その傲ごう慢まん極きわまりない台詞せりふに黒ウサギも蛇神も呆あきれて閉口した。


『フン───その戯たわ言ごとが貴様の最さい期ごだ！』


　蛇神の雄お叫たけびに応えて嵐あらしのように川の水が巻き上がる。竜たつ巻まきのように渦うずを巻いた水柱は蛇神の丈よりも遥はるかに高く舞まい上がり、何百トンもの水を吸い上げる。


　竜巻く水柱は計三本。それぞれが生き物のように唸うなり、蛇のように襲おそいかかる。


　この力こそ時に嵐を呼び、時に生態系さえ崩くずす、〝神格〟のギフトを持つ者の力だった。


「十六夜さん！」


　黒ウサギが叫さけぶ。しかしもう遅おそい。


　竜巻く水柱は川辺を抉えぐり、木々を捻じ切り、十六夜の体を激流に呑み込む───！


「───ハッ───しゃらくせえ!!」


　突とつ如じよ発生した、嵐を超こえる暴力の渦。


　十六夜は竜巻く激流の中、ただ腕うでの一ひと振ふりで嵐をなぎ払はらったのだ。


「噓うそ!?」


『馬ば鹿かな!?』


　驚きよう愕がくする二つの声。それはもはや人じん智ちを遥かに超ちよう越えつした力である。蛇じや神は全ぜん霊れいの一撃を弾はじかれ放心するが、十六夜はそれを見み逃のがさなかった。獰どう猛もうな笑いと共に着地した十六夜は、


「ま、中々だったぜオマエ」


　大地を踏ふみ砕くだくような爆ばく音おん。胸むな元もとに跳とび込んだ十六夜の蹴けりは蛇神の胴どう体たいを打ち、蛇神の巨軀は空中高く打ち上げられて川に落下した。その衝しよう撃げきで川が氾はん濫らんし、水で森が浸しん水すいする。


　また全身を濡らした十六夜はバツが悪そうに川辺に戻もどった。


「くそ、今日はよく濡れる日だ。クリーニング代ぐらいは出るんだよな黒ウサギ」


　冗じよう談だんめかした十六夜の声は黒ウサギに届かない。


　彼女の頭の中はパニックでもうそれどころではなかったのだ。


（人間が………神格を倒した!?　それも只ただの腕わん力りよくで!?　そんなデタラメが───！）


　ハッと黒ウサギは思い出す。彼らを召しよう喚かんするギフトを与あたえた〝主催者ホスト〟の言葉を。
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「彼らは間違いなく───人類最高クラスのギフト保持者よ、黒ウサギ」


　黒ウサギはその言葉を、リップサービスか何かだと思っていた。信用できる相手だったが、ジンにそう伝えた黒ウサギ自身も〝主催者〟の言葉を眉まゆ唾つばに思っていた。


（信じられない………だけど、本当に最高クラスのギフトを所持しているのなら………！　私達のコミュニティ再建も、本当に夢じゃないかもしれない！）


　黒ウサギは内心の興奮を抑おさえきれず、鼓こ動どうが速くなるのを感じ取っていた。


「おい、どうした？　ボーっとしてると胸とか脚あしとか揉もむぞ？」


「え、きゃあ！」


　背後に移動した十六夜は黒ウサギの腋わき下したから豊満な胸に、ミニスカートとガーターの間から脚の内股に絡からむように手を伸のばしていた。押しのけて跳び退のく黒ウサギは感動も忘れて叫ぶ。


「な、ば、おば、貴方あなたはお馬鹿です!?　二百年守ってきた黒ウサギの貞てい操そうに傷をつけるつもりですか!?」


「二百年守った貞操？　うわ、超ちよう傷つけたい」


「お馬鹿!?　いいえ、お馬鹿!!!」


　疑問形から確定形に言いなおして罵ののしる。


　ウサギという種は総じて容よう姿し端たん麗れい・天てん真しん爛らん漫まん・強きよう靭じん不ふ屈くつで献けん身しん的という何ど処こかの誰だれかの愛あい玩がん趣しゆ味みを詰つめ込んだような種族である。故ゆえに彼女を狙ねらって襲ってきた賊ぞくの数は星の数ほどいた。


　しかし、身がすり合う程ほどの距きよ離りまで反応出来なかった相手はいなかったし、ましてや腋の下から胸に触ふれる寸前まで許してしまうようなお馬鹿、もとい変態はいなかった。


「ま、今はいいや。後々の楽しみにとっとこう」


「さ、左様デスか」


　ヤハハと笑う期待の新星は黒ウサギの天敵かもしれない。ウサギは一いつ瞬しゆんだけ遠い目をした。


「と、ところで十六夜さん。その蛇神様はどうされます？　というか生きています？」


「命まで取ってねえよ。戦うのは楽しかったけど、殺すのは別段面おも白しろくもないしな。〝世界の果て〟にある滝たきを拝んだら箱庭に戻るさ」


「ならギフトだけでも戴いておきましょう。ゲームの内容はどうあれ、十六夜さんは勝者です。蛇神様も文句はないでしょうから」


「あん？」


　十六夜が怪け訝げんな顔で黒ウサギを見つめ返す。黒ウサギは思い出したように補足した。


「神仏とギフトゲームを競きそい合う時は基本的に三つの中から選ぶんですよ。最もポピュラーなのが〝力〟と〝知ち恵え〟と〝勇気〟ですね。力比べのゲームをする際は相応の相手が用意されるものなんですけど………十六夜さんはご本人を倒たおされましたから。きっと凄すごいものを戴いただけますよー。これで黒ウサギ達のコミュニティも今より力を付ける事が出来ます♪」


　黒ウサギが小こ躍おどりでもしそうな足取りで大だい蛇じやに近寄る。


　しかし十六夜は不ふ機き嫌げんな顔で黒ウサギの前に立った。


「─────」


「な、なんですか十六夜さん。怖こわい顔をされていますが、何か気に障さわりましたか？」


「………別にィ。オマエの言うことは正しいぜ。勝者が敗者から得るのはギフトゲームとしては間ま違ちがいなく真っ当なんだろうよ。だからそこに不服はねえ───けどな、黒ウサギ」


　ふっと十六夜の軽けい薄はくな声と表情が完全に消える。応じて黒ウサギの表情も硬かたくなる。


「オマエ、なにか決定的な事をずっと隠かくしているよな？」


「………なんのことです？　箱庭の話ならお答えすると約束しましたし、ゲームの事も」


「違ちがうな。俺が聞いてるのはオマエ達の事───いや、核かく心しん的な聞き方するぜ。黒ウサギ達はどうして俺達を呼び出す必要があったんだ？」


　表情には出さなかったものの、黒ウサギの動どう揺ようは激しかった。


　十六夜の質問は意図的に黒ウサギが隠していたものだからだ。


「それは………言ったとおりです。十六夜さん達にオモシロオカシク過ごしてもらおうと」


「ああ、そうだな。俺も初めは純じゆん粋すいな好意か、もしくは与あずかり知らない誰かの遊び心で呼び出されたんだと思っていた。俺は大絶賛〝暇ひま〟の大安売りしていたわけだし、他ほかの二人も異論が上がらなかったってことは、箱庭に来るだけの理由があったんだろうよ。だからオマエの事情なんて特に気にかからなかったんだが───なんだかな。俺には、黒ウサギが必死に見える」


　その時、初めて黒ウサギは動揺を表情に出した。


　瞳ひとみは揺ゆらぎ、虚きよを衝つかれたように見つめ返す。


「これは俺の勘かんだが。黒ウサギのコミュニティは弱小のチームか、もしくは訳あって衰すい退たいしているチームか何かじゃねえのか？　だから俺達は組織を強化するために呼び出された。そう考えれば今の行動や、俺がコミュニティに入るのを拒きよ否ひした時に本気で怒おこったことも合が点てんがいく───どうよ？　一〇〇点満点だろ？」


「っ………！」


　黒ウサギは内心で痛つう烈れつに舌打ちした。この時点でそれを知られてしまうのは余りにも手痛い。苦労の末に呼び出した超戦力、手放すようなことは絶対に避さけたかった。


「んで、この事実を隠していたってことはだ。俺達にはまだ他のコミュニティを選ぶ権利があると判断できるんだが、その辺どうよ？」


「……………」


「沈ちん黙もくは是ぜ也、だぜ黒ウサギ。この状じよう況きようで黙だまり込んでも状況は悪化するだけだぞ。それとも他のコミュニティに行ってもいいのか？」


「や、だ、駄だ目めです！　いえ、待ってください！」


「だから待ってるだろ。ホラ、いいから包つつみ隠さず話せ」


　十六夜は川辺にあった手ごろな岩に腰こしを下ろして聞く姿勢をとる。しかし黒ウサギにとって今のコミュニティの状態を話すのはあまりにもリスクが大きかった。


（せめて気づかれたのがコミュニティの加入承しよう諾だくを取ってからならよかったのに………！）


　加入承諾を得た後ならコミュニティの状況を知られても簡単に脱だつ退たいすることはできない。


　なし崩くずしにコミュニティの再建を手伝ってもらうつもりだったのだが………ジンにせよ黒ウサギにせよ、くじ運が悪かった。相手は世界屈くつ指しの問題児集団なのだ。


「ま、話さないなら話さないでいいぜ？　俺はさっさと他のコミュニティに行くだけだ」


「………話せば、協力していただけますか？」


「ああ。面白ければな」


　ケラケラ笑うが、その目はやはり笑っていない。黒ウサギはようやく己おのれの目が曇くもっていたことに気がつく。黒ウサギの話を聞くだけだった二人の少女と違い、この軽薄そうな少年の瞳は〝箱庭の世界〟を見定めることに真しん剣けんだったのだと。


「………分かりました。それではこの黒ウサギもお腹なかを括くくって、精々オモシロオカシク、我々のコミュニティの惨さん状じようを語らせていただこうじゃないですか」


　コホン、と咳せき払ばらい。内心ではほとんど自棄やけっぱちだった。


「まず私達のコミュニティには名乗るべき〝名〟がありません。よって呼ばれる時は名前の無いその他大勢、〝ノーネーム〟という蔑べつ称しようで称しようされます」


「へえ………その他大勢扱あつかいかよ。それで？」


「次に私達にはコミュニティの誇ほこりである旗印もありません。この旗印というのはコミュニティのテリトリーを示す大事な役目も担になっています」


「ふぅん？　それで？」


「〝名〟と〝旗印〟に続いてトドメに、中ちゆう核かくを成す仲間達は一人も残っていません。もっとぶっちゃけてしまえば、ゲームに参加できるだけのギフトを持っているのは一二二人中、黒ウサギとジン坊ぼっちゃんだけで、後は十歳以下の子供ばかりなのですヨ！」


「もう崖がけっぷちだな！」


「ホントですねー♪」


　十六夜の冷静な言葉にウフフと笑う黒ウサギは、ガクリと膝ひざをついて項うな垂だれる。口に出してみると、本当に自分達のコミュニティが末期なのだなーと思わずにはいられなかった。


「で、どうしてそうなったんだ？　黒ウサギのコミュニティは託たく児じ所しよでもやってんのか？」


　黒ウサギは沈ちん鬱うつそうに首を振ふる。


「いえ、彼らの親も全すべて奪うばわれたのです。箱庭を襲おそう最大の天災───〝魔ま王おう〟によって」


〝魔王〟───その単語を聞いた途と端たん、適当に相あい槌づちを打っていた十六夜が初めて声を上げる。


「ま………マオウ!?」


　その瞳はさながらショーウィンドに飾かざられる新しい玩具おもちやを見た子供の様に輝かがやいていた。


「魔王！　なんだよそれ、魔王って超ちようカッコイイじゃねえか！　箱庭には魔王なんて素す敵てきネーミングで呼ばれる奴やつがいるのか!?」


「え、ええまあ。けど十六夜さんが思い描えがいている魔王とは差異があると………」


「そうなのか？　けど魔王なんて名乗るんだから強大で凶きよう悪あくで、全力で叩たたき潰つぶしても誰だれからも咎とがめられることの無いような素敵に不敵にゲスい奴なんだろ？」


「ま、まあ………倒たおしたら多方面から感謝される可能性はございます。倒せば条件次し第だいで隷れい属ぞくさせることも可能ですし」


「へえ？」


「魔王は〝主催者権限ホストマスター〟という箱庭における特権階級を持つ修しゆ羅ら神仏で、彼らにギフトゲームを挑いどまれたが最後、誰も断ることはできません。私達は〝主催者権限〟を持つ魔王のゲームに強制参加させられ、コミュニティは………コミュニティとして活動していく為ために必要な全てを奪われてしまいました」


　これもまた比ひ喩ゆではない。黒ウサギ達のコミュニティはその地位も名めい誉よも仲間も、全て奪われたのだ。残されたのは空き地だらけとなった廃はい墟きよと子供達だけである。


　しかし十六夜は同情する様子もなく、岩の上で足を組み直す。


「けど名前も旗印も無いというのは不便な話だな。何より縄なわ張ばりを主張できないのは手痛いだろ。新しく作ったら駄目なのか？」


「そ、それは」


　黒ウサギは言い淀よどんで両手を胸に当てる。十六夜の指し摘てきは正しい。名も旗印も無いコミュニティは誇りを掲かかげることもできず、名に信用を集めることもできない。この箱庭の世界において名と旗印が無いということは、周囲に組織として認められないということ。


　だからこそ黒ウサギ達は、異世界から同士の召しよう喚かんという最終手段に望みを掛かけていたのだ。


「か、可能です。ですが改名はコミュニティの完全解散を意味します。しかしそれでは駄だ目めなのです！　私達は何よりも………仲間達が帰ってくる場所を守りたいのですから………！」


　仲間の帰る場所を守りたい。それは黒ウサギが初めて口にした、掛け値の無い本心だった。


〝魔王〟とのゲームによって居なくなった仲間達の帰る場所を守るため、彼女達は周囲に蔑さげすまれることになろうとも、コミュニティを守るという誓ちかいを立てたのだ。


「茨いばらの道ではあります。けど私達は仲間が帰る場所を守りつつ、コミュニティを再建し………何時いつの日か、コミュニティの名と旗印を取り戻もどして掲げたいのです。そのためには十六夜さん達のような強大な力を持つプレイヤーを頼たよるほかありません！　どうかその強大な力、我々のコミュニティに貸していただけないでしょうか………!?」


「………ふぅん。魔王から誇りと仲間をねえ」


　深く頭を下げて懇こん願がんする。しかし必死の告白に十六夜は気の無い声で返す。その態度は黒ウサギの話を聞いていたとは思えない。黒ウサギは肩かたを落として泣きそうな顔になっていた。


（ここで断られたら………私達のコミュニティはもう………！）


　黒ウサギは唇くちびるを強く嚙かむ。こんな後こう悔かいをするなら、初めから話せば良かった。


　肝かん心じんの十六夜は組んだ足を気だるそうに組み直し、たっぷり三分間黙だまり込んだ後、


「いいな、それ」


「─────………は？」


「ＨＡ？　じゃねえよ。協力するって言ったんだ。もっと喜べ黒ウサギ」


　不ふ機き嫌げんそうに言う十六夜。呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくす黒ウサギは二度三度と聞き直す。


「え………あ、あれれ？　今の流れってそんな流れでございました？」


「そんな流れだったぜ。それとも俺がいらねえのか？　失礼なこと言うと本気で余所よそ行くぞ」


「だ、駄目です駄目です、絶対に駄目です！　十六夜さんは私達に必要です！」


「素す直なおでよろしい。ほれ、あのヘビを起こしてさっさとギフトを貰もらってこい。その後は川の終しゆう端たんにある滝たきと〝世界の果て〟を見に行くぞ」


「は、はい！」


　黒ウサギは嬉うれしそうに跳ちよう躍やくすると蛇じや神の上に乗り、顎あごの辺りに移動する。遠巻きに何かを話している姿を十六夜が眺ながめていると、直後に青い光が周囲に満ちていく。


　光の源が蛇神の頭から黒ウサギの手に移ると、ピョンと跳はねて十六夜の前に出る。


「きゃーきゃーきゃー♪　見てください！　こんな大きな水樹の苗なえを貰いました！　コレがあればもう他所よそのコミュニティから水を買う必要もなくなります！　みんな大助かりです！」


　ウッキャー♪　なんて奇き声せいを上げながら水樹と呼ばれる苗を抱だきしめてクルクルと跳とび回る。十六夜にコミュニティや箱庭の事情は分からないが、彼女にはとても重要な物らしい。


「喜んでもらえて何よりなんだが、一つ聞いていいか？」


「どうぞどうぞ！　今なら一つと言わず三つでも四つでもお答えしますよ～♪」


「それは三段腹なことだな」


「誰が三段腹ですか！」


　怒おこったり喜んだりと忙せわしないウサギである。


「まあ、どうでもいい疑問だけど。そんなに欲しかったならどうしてオマエがこのヘビに挑まなかったんだ？　俺が見たところ、オマエの方がよっぽど強いように見えるが」


　お、と少し驚おどろいたような反応を見せた後、一転して冷めた目をする黒ウサギ。


「ああ………その事でございますか。それはウサギ達が〝箱庭の貴族〟と呼ばれるコトに由来します。ウサギ達は〝主催者権限〟と同じく〝審判権限ジヤツジマスター〟と呼ばれる特権を所持できるのです。〝審判権限〟を持つものがゲームの審判を務めた場合、両者は絶対にギフトゲームのルールを破ることができなくなり………いえ、正しくはその場で違い反はん者の敗北が決定します」


「へえ？　それはいい話だな。つまりウサギと共きよう謀ぼうすればギフトゲームで無敗になれる」


「だから違ちがいます。ルール違反＝敗北なのです。ウサギの目と耳は箱庭の中ちゆう枢すうと繫つながっております。つまりウサギ達の意思とは無関係に敗北が決定して、チップを取り立てる事が出来るのですよ。それでも無理に判定を揺ゆるがすと………」


「揺るがすと？」


「爆ばく死しします」


「爆死するのか」


「それはもう盛大に。〝審判権限〟の所持はその代だい償しようとして幾いくつかの〝縛しばり〟が御ご座ざいます。


　一つ、ギフトゲームの審判を務めた日より数えて十五日間はゲームに参加できない。


　二つ、〝主催者〟側から認にん可かを取らねば参加できない。


　三つ、箱庭の外で行われているゲームには参加できない。


　───とまあ、他ほかにもありますけど、蛇神様のゲームに挑めなかった大きな理由はこの三つですね。それに黒ウサギの審しん判ぱん稼か業ぎようはコミュニティで唯ゆい一いつの稼かせぎでしたから、必然的にコミュニティのゲームに参加する機会も少なかったのデスよ」


「なるほどね。実力があってもゲームで使えないカードじゃ仕方ないか」


　肩を竦すくめて川辺を歩きだす。向かうのは世界の果てにあるトリトニスの大おお滝たきだ。身の丈たけほどもある水樹の苗を抱かかえた黒ウサギも、それに続いて小走りで追いつく。


「その、黒ウサギも一つ十六夜さんに御お聞きしたいことがあります」


「却きやつ下か。噓うそ。どうぞ」


「え？　ああ、はい。十六夜さんはどうして黒ウサギ達に協力してくれるのです？」


「んー………。答えてもいいけど、ただ答えるのはつまらんな。質問を変えるけど、黒ウサギはどうして俺が〝世界の果て〟を見てみたいのだと思う？」


　黒ウサギは大おお股またで歩きつつ、大おお仰ぎように考えたふりをして回答する。


「やっぱり………面おも白しろそうだからでしょうか？　十六夜さんは自じ称しよう快楽主義ですし」


「半分正解。なら、俺はどうして面白いと感じたんだろうな？」


　むむ～と今度は半分本気で考え込む黒ウサギ。


「ハイ、タイムアウト」


「制限付き!?　だ、駄だ目めですよ！　ゲームの時間制限は最初に提示されない限り違反です！」


「マジか？　じゃあ黒ウサギは爆死するのか？」


「なんで私が爆死するんですか!?」


　黒ウサギをからかいながら十六夜は川辺を突つき進んでいく。


　十六夜・飛鳥・耀の三人が箱庭の世界に呼び出されてから四時間が経たつ。


　陽ひは徐じよ々じよに落ちて夕暮れになろうとしていた。


「結局、〝世界の果て〟が見たい正解はなんです？」


「そうだな………簡潔に言うと〝ロマンがあるから〟だな。俺の居た世界は先人様方がロマンというロマンを掘ほりつくして、俺の趣しゆ向こうに合うものが殆ほとんど残って無かったんだよ。だからここじゃない世界なら、俺並みに凄いものがあるかもしれないと思ったのさ。だからつまり〝世界の果て〟を見に行くのは、生きていくのに必要な感動を補ほ充じゆうしに来たってところかな」


「な、なるほど。十六夜さんはロマンのあるものを見て感動したいのですね」


「ああ。感動に素す直なおに生きるのは、快楽主義の基本だぜ？」


「そうですか………んん？　あれ、じゃあ十六夜さんが黒ウサギに協力してくれるのは、」


「随ずい分ぶんと陽が暮れてきたな。日が落ちると虹にじが見えないかもしれないし、急ぐぞ」


　川辺を歩く速度を変えた十六夜に慌あわてて追いつく。日が暮れても絶景は絶景なのだが、十六夜は昼夜とも瞳ひとみに収めておきたいのだろう。沈しずむ太陽を見つめながら十六夜は呟つぶやく。


「天動説のように、太陽が世界を廻めぐっているんだな………」


「分かりますか？　あの太陽はこの箱庭を廻り続ける正しよう真しん正しよう銘めい、神造の太陽です。噂うわさでは、箱庭の上層部で太陽の主権を賭かけたゲームがあるそうですよ」


「そりゃ壮そう大だいだ。是ぜ非ひとも一度参加してみたいね」


　ケラケラ笑う十六夜は、初めて黒ウサギの眼めにも愉ゆ快かいそうだと思えた。


　それから更さらに半刻ほど歩いた二人はようやくトリトニスの滝たきに出る。


「お………！」


　トリトニスの滝は夕焼けの光を浴びて朱しゆ色いろに染まり、跳はね返る激しい水みず飛沫しぶきが数多あまたの虹を創つくりだしている。


　楕だ円えん形のようにも見える滝の河口は遥はるか彼方かなたにまで続いており、流水は〝世界の果て〟を通って無限の空に投げ出されていた。


　絶ぜつ壁ぺきから飛ぶ激しい水飛沫と風に煽あおられながら黒ウサギは説明する。


「どうです？　横よこ幅はばの全長は約２８００ｍもあるトリトニスの大滝でございます。こんな滝は十六夜さんの故郷にもないのでは？」


「………ああ。素直にすげえな。ナイアガラのざっと二倍以上の横幅ってわけか。この〝世界の果て〟の下はどんな感じになってるんだ？　やっぱり大亀がめが世界を支えているのか？」


　一部の天動説の下地では、世界は球体ではなく水平に広がり、大亀の背中に背負われているというものがある。十六夜はそれが気になっているのだろう。


　十六夜は下に大亀がいると思って楽しそうに断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに顔を覗のぞき出した。下は奈な落らくのように暗い場所を想像していたのだが、絶壁の下も先も夕焼けで染まった空が広がっている。


「残念ながらＮＯですね。この世界を支えているのは〝世界軸じく〟と呼ばれる柱でございます。何本あるのか定さだかではありませんが、一本は箱庭を貫かん通つうしているあの巨きよ大だいな主しゆ軸じくです。この箱庭の世界がこのように不完全な形で存在しているのは、何ど処こかの誰だれかが〝世界軸〟を一本引ひき抜ぬいて持ち帰った、という伝説もあるのですが………」


「はは、それすげえな。ならその大おお馬ば鹿か野や郎ろうに感謝しねえと」


　太陽が沈むにつれてより色いろ濃こく朱しゆに染まるトリトニスの大滝を眺ながめつつ、ふと思いついたように黒ウサギに問う。


「トリトニスの大滝、だったな。ココを上流に遡さかのぼればアトランティスでもあるのか？」


「さて、どうでしょう。箱庭の世界は恒こう星せいと同じ表面積という広大さに加え、黒ウサギは箱庭の外の事はあまり存じ上げません。しかし………箱庭の上層にコミュニティの本ほん拠きよを移せば、閲えつ覧らんできる資料の中にそういうものもあるかもですよ？」


「ハッ。知りたければそこまで協力しろってことか？」


「いえいえ。ロマンを追求するのであれば、という黒ウサギの勧すすめでございますヨ？」


「それはどうも御ご親切様」


　絶景を楽しむためのポイントを探し始めた十六夜は、思い出したように語る。


「ま、こんなデタラメで面白い世界に呼び出してくれたんだ。その分の働きはしてやる。けど他二人の説得には協力しないからな。騙だますも誑たぶらかすも構わないが、後あと腐くされないように頼たのむぜ。同じチームでやっていくなら尚なお更さらな」


「………はい」


　黒ウサギは心の中で深く反省する。


　そう、彼らは同じコミュニティで戦っていく仲間なのだ。相手が問題児だからといって利用するような真ま似ねをしては得られる信用も得られなくなる。コミュニティが大事だったあまり、その意識が黒ウサギの中で低くなってしまっていた。


　新たな同士である彼らには失礼極きわまりない話である。


（初めからちゃんと説明すればよかったな………ジン坊ぼっちゃん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか）





　　　　＊





　黒ウサギと十六夜が合流する半刻前。


　噴ふん水すい広場のカフェテラスでコミュニティの説明を聞いていた飛鳥と耀は、それぞれに出されたカップを片手に話を反復する。


「なるほどね。大体理解したわ。つまり〝魔ま王おう〟というのはこの世界で特権階級を振ふり回まわす神様etc.を指し、ジン君のコミュニティは彼らの玩具おもちやとして潰つぶされた。そういうこと？」


「そうですレディ。神仏というのは古来、生意気な人間が大好きですから。愛しすぎた挙句に使い物にならなくなることはよくあることなんですよ」


　ガルド＝ガスパーはカフェテラスの椅い子すの上で大きく手を広げて皮肉そうに笑う。


「名も、旗印も、主力陣じんの全すべてを失い、残ったのは膨ぼう大だいな居住区画の土地だけ。もしもこの時に新たなコミュニティを結成していたなら、前コミュニティは有終の美を飾かざっていたんでしょうがね。今や名めい誉よも誇ほこりも失しつ墜ついした名も無きコミュニティの一つでしかありません」


「……………」


「そもそも考えてもみてくださいよ。名乗ることを禁じられたコミュニティに、一体どんな活動ができます？　商売ですか？　主催者ホストですか？　しかし名もなき組織など信用されません。ではギフトゲームの参加者ですか？　ええ、それならば可能でしょう。では優ゆう秀しゆうなギフトを持つ人材が、名誉も誇りも失墜させたコミュニティに集まるでしょうか？」


「そうね………誰も加入したいとは思わないでしょう」


「そう。彼は出来もしない夢を掲かかげて過去の栄えい華がに縋すがる恥はじ知しらずな亡ぼう霊れいでしかないのですよ」


　ピチピチのタキシードを破きそうな品の無い、豪ごう快かいな笑え顔がおでジンとコミュニティを笑う。


　ジンは顔を真っ赤にして両手を膝ひざの上で握にぎりしめていた。


「もっと言えばですね。彼はコミュニティのリーダーとは名ばかりで殆ほとんどリーダーとして活動はしていません。コミュニティの再建を掲げてはいますが、その実態は黒ウサギにコミュニティを支えてもらうだけの寄生虫」


「……………っ」


「私は本当に黒ウサギの彼女が不ふ憫びんでなりません。ウサギと言えば〝箱庭の貴族〟と呼ばれるほど強力なギフトの数々を持ち、何処のコミュニティでも破格の待たい遇ぐうで愛めでられるはず。コミュニティにとってウサギを所持しているというのはそれだけで大きな〝箔はく〟が付く。なのに彼女は毎日毎日糞くそガキ共の為ために身を粉にして走り回り、僅わずかな路銀で弱小コミュニティをやり繰くりしている」


「………そう。事情は分かったわ。それでガルドさんは、どうして私達にそんな話を丁てい寧ねいに話してくれるのかしら？」


　飛鳥は含ふくみのある声で問う。ガルドもそれを察して笑う。


「単刀直入に言います。もしよろしければ黒ウサギ共々、私のコミュニティに来ませんか？」


「な、何を言い出すんですガルド＝ガスパー!?」


　ジン＝ラッセルは怒いかりのあまりテーブルを叩たたいて抗こう議ぎする。


　しかしガルド＝ガスパーは獰どう猛もうな瞳ひとみでジンを睨にらみ返す。


「黙だまれ、ジン＝ラッセル。そもそもテメェが名と旗印を新しく改めていれば最低限の人材はコミュニティに残っていたはずだろうが。それを貴様の我が儘ままでコミュニティを追いこんでおきながら、どの顔で異世界から人材を呼び出した」


「そ………それは」


「何も知らない相手なら騙しとおせるとでも思ったのか？　その結果、黒ウサギと同じ苦労を背負わせるってんなら………こっちも箱庭の住人として通さなきゃならねえ仁義があるぜ」


　先ほどと同じ獣けものの瞳に似た鋭えい利りな輝かがやきに貫つらぬかれて、ジンは僅かに怯ひるむ。しかしガルドの言葉以上に、飛鳥達に対する後ろめたさと申し訳なさがジンの胸の中で濁にごりだす。


　それほどジンのコミュニティは崖がけっぷちにあるのだ。


「………で、どうですかレディ達。返事はすぐにとは言いません。コミュニティに属さずとも貴女あなた達には箱庭で三十日間の自由が約束されています。一度、自分達を呼び出したコミュニティと私達〝フォレス・ガロ〟のコミュニティを視察し、十分に検討してから───」


「結構よ。だってジン君のコミュニティで私は間に合っているもの」


　は？　とジンとガルドは飛鳥の顔を窺うかがう。


　彼女は何事もなかったようにティーカップの紅茶を飲み干すと、耀に笑顔で話しかける。


「春日部さんは今の話をどう思う？」


「別に、どっちでも。私はこの世界に友達を作りに来ただけだもの」


「あら意外。じゃあ私が友達一号に立候補していいかしら？　私達って正反対だけど、意外に仲良くやっていけそうな気がするの」


　飛鳥は自分の髪かみを触さわりながら耀に問う。口にしときながら気き恥はずかしかったのだろう。


　耀は無言でしばし考えた後、小さく笑って頷うなずいた。


「………うん。飛鳥は私の知る女の子とちょっと違ちがうから大だい丈じよう夫ぶかも」


『よかったなお嬢じよう………お嬢に友達ができてワシも涙なみだが出るほど嬉うれしいわ』


　ホロリと泣く三み毛け猫ねこ。そしてリーダー達をそっちのけで盛り上がる二人。ガルドは全く相手にされなかったことに顔をひきつらせ、それでも取り繕つくろう様に大きく咳せき払ばらいして二人に問う。


「失礼ですが、理由を教えてもらっても？」


「だから、間に合ってるのよ。春日部さんは聞いての通り友達を作りに来ただけだから、ジン君でもガルドさんでもどちらでも構わない。そうよね？」


「うん」


「そして私、久遠飛鳥は───裕ゆう福ふくだった家も、約束された将来も、おおよそ人が望みうる人生の全すべてを支し払はらって、この箱庭に来たのよ。それを小さな小さな一地域を支配しているだけの組織の末まつ端たんとして迎むかえ入れてやる、などと慇いん懃ぎん無礼に言われて魅み力りよく的に感じるとでも思ったのかしら。だとしたら自身の身の丈たけを知った上で出直して欲しいものね、このエセ虎とら紳しん士し」


　ピシャリと言い切る。ガルド＝ガスパーは怒りで体を震ふるわせていた。飛鳥の無礼極きわまりない物言いに対してどういい返すべきか、自じ称しよう紳しん士しとしての言葉を必死に選んでいるのだろう。


「お………お言葉ですがレデ


「黙りなさい」


　ガチン！　とガルドは不自然な形で、勢いよく口を閉じて黙り込んだ。


　本人は混乱したように口を開閉させようともがいているが、全く声が出ない。


「………!?……………!??」


「私の話はまだ終わってないわ。貴方あなたからはまだまだ聞きださなければいけないことがあるのだもの。貴方はそこに座って、私の質問に答え続けなさい」


　飛鳥の言葉に力が宿り、今度は椅い子すにヒビが入るほど勢いよく座り込む。


　ガルドは完全にパニックに陥おちいっていた。どういう手段かは分からないが、手足の自由が完全に奪うばわれて抵てい抗こうすることさえできなくなっているのだ。


　その様子に驚おどろいた猫ねこ耳の店員が急いで飛鳥達に駆かけ寄る。


「お、お客さん！　当店でもめ事は控ひかえてくださ───」


「ちょうどいいわ。猫の店員さんも第三者として聞いていって欲しいの。多分、面おも白しろいことが聞けるはずよ」


　首を傾かしげる猫耳の店員を制して、飛鳥は言葉を続ける。


「貴方はこの地域のコミュニティに〝両者合意〟で勝負を挑いどみ、そして勝利したと言っていたわ。だけど、私が聞いたギフトゲームの内容は少し違うの。コミュニティのゲームとは〝主催者ホスト〟とそれに挑ちよう戦せんする者が様々なチップを賭かけて行う物のはず。………ねえ、ジン君。コミュニティそのものをチップにゲームをすることは、そうそうあることなの？」


「や、やむを得ない状じよう況きようなら稀まれに。しかし、これはコミュニティの存続を賭けたかなりのレアケースです」


　聞いていた猫耳の店員も同意するように頷く。


「そうよね。訪おとずれたばかりの私達でさえそれぐらい分かるもの。そのコミュニティ同士の戦いに強制力を持つからこそ〝主催者権限〟を持つ者は魔ま王おうとして恐おそれられているはず。その特権を持たない貴方がどうして強制的にコミュニティを賭けあうような大勝負を続けることができたのかしら。教えてくださる？」


　ガルド＝ガスパーは悲鳴を上げそうな顔になるが、口は意に反して言葉を紡つむぐ。
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　そして周りの人間もその異変の原因に気づき始める。


　この女性、久遠飛鳥の命令には………絶対に逆らえないのだと。


「き、強制させる方法は様々だ。一番簡単なのは、相手のコミュニティの女子供を攫さらって脅きよう迫はくすること。これに動じない相手は後回しにして、徐じよ々じよに他ほかのコミュニティを取り込んだ後、ゲームに乗らざるを得ない状況に圧あつ迫ぱくしていった」


「まあ、そんなところでしょう。貴方のような小者らしい堅けん実じつな手です。けどそんな違い法ほうで吸収した組織が貴方の下もとで従順に働いてくれるのかしら？」


「各コミュニティから、数人ずつ子供を人ひと質じちに取ってある」


　ピクリと飛鳥の片眉まゆが動く。言葉や表情にはださないものの、彼女を取り巻く雰ふん囲い気きには嫌けん悪お感かんが滲にじみ出ていた。コミュニティには無関心な耀でさえ不快そうに眼めを細めている。


「………そう。ますます外げ道どうね。それで、その子供達は何ど処こに幽ゆう閉へいされているの？」


「もう殺した」


　その場の空気が瞬しゆん時じに凍こおりつく。


　ジンも、店員も、耀も、飛鳥でさえ一いつ瞬しゆん耳を疑って思考を停止させた。


　ただ一人、ガルド＝ガスパーだけは命令されたまま言葉を紡ぎ続ける。


「初めてガキ共を連れてきた日、泣き声が頭にきて思わず殺した。それ以降は自重しようと思っていたが、父が恋こいしい母が愛いとしいと泣くのでやっぱりイライラして殺した。それ以降、連れてきたガキは全部まとめてその日のうちに始末することにした。けど身内のコミュニティの人間を殺せば組織に亀き裂れつが入る。始末したガキの遺体は証しよう拠こが残らないように腹心の部下が食





「黙れ」





　ガチン!!　とガルドの口が先ほど以上に勢いよく閉とざされた。


　飛鳥の声は先ほど以上に凄味を増し、魂たましいごと鷲わし摑づかむような勢いでガルドを締しめ付ける。


「素す晴ばらしいわ。ここまで絵に描かいたような外道とはそうそう出会えなくてよ。流石さすがは人外魔ま境きようの箱庭の世界といったところかしら………ねえジン君？」


　飛鳥の冷ややかな視線に慌あわてて否定する。


「彼のような悪党は箱庭でもそうそういません」


「そう？　それはそれで残念。───ところで、今の証言で箱庭の法がこの外道を裁くことはできるかしら？」


「厳しいです。吸収したコミュニティから人質をとったり、身内の仲間を殺すのは勿もち論ろん違い法ほうですが………裁かれるまでに彼が箱庭の外に逃にげ出してしまえば、それまでです」


　それはある意味で裁きといえなくもない。リーダーであるガルドがコミュニティを去れば、烏う合ごうの衆しゆうでしかない〝フォレス・ガロ〟が瓦が解かいするのは目に見えている。


　しかし飛鳥はそれでは満足できなかった。


「そう。なら仕方がないわ」


　苛いら立だたしげに指をパチンと鳴らす。それが合図だったのだろう。ガルドを縛しばり付けていた力は霧む散さんし、体に自由が戻もどる。怒いかり狂くるったガルドはカフェテラスのテーブルを勢いよく砕くだくと、


「こ………この小こ娘むすめがァァァァァァァァ!!」


　雄お叫たけびとともにその体を激変させた。巨きよ軀くを包むタキシードは膨ぼう張ちようする後背筋で弾はじけ飛び、体毛は変色して黒と黄色のストライプ模様が浮うかび上がる。


　彼のギフトは人じん狼ろうなどに近い系けい譜ふを持つ。通つう称しよう、ワータイガーと呼ばれる混在種だった。


「テメェ、どういうつもりか知らねえが………俺の上に誰だれが居るかわかってんだろうなァ!?　箱庭第六六六外門を守る魔王が俺の後見人だぞ!!　俺に喧けん嘩かを売るってことはその魔王にも喧嘩を売るってことだ！　その意味が


「黙りなさい。私の話はまだ終わってないわ」


　ガチン、とまた勢いよく黙る。しかし今の怒りはそれだけでは止まらない。ガルドは丸太のように太い剛ごう腕わんを振ふり上げて飛鳥に襲おそいかかる。それに割って入るように耀が腕うでを伸のばした。


「喧嘩はダメ」


　耀が腕を摑つかむ。更さらに腕を回すようにしてガルドの巨軀を回転させて押さえつけた。


「ギッ………！」


　少女の細ほそ腕うでには似合わない力に目を剝むくガルド。飛鳥だけは楽しそうに笑っていた。


「さて、ガルドさん。私は貴方あなたの上に誰が居ようと気にしません。それはきっとジン君も同じでしょう。だって彼の最終目標は、コミュニティを潰つぶした〝打だ倒とう魔ま王おう〟だもの」


　その言葉にジンは大きく息を呑のむ。内心、魔王の名が出た時は恐きよう怖ふに負けそうになったジンだが、自分達の目標を飛鳥に問われて我に返る。


「………はい。僕達の最終目標は、魔王を倒たおして僕らの誇ほこりと仲間達を取り戻すこと。今さらそんな脅おどしには屈くつしません」


「そういうこと。つまり貴方には破は滅めつ以外のどんな道も残されていないのよ」


「く………くそ……！」


　どういう理り屈くつかは不明だが、耀に組み伏ふせられたガルドは身動きできず地に伏せている。


　久遠飛鳥は機き嫌げんを少し取り戻し、足先でガルドの顎あごを持ちあげると悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで話を切り出す。


「だけどね。私は貴方のコミュニティが瓦解する程度の事では満足できないの。貴方のような外道はズタボロになって己おのれの罪を後こう悔かいしながら罰ばつせられるべきよ。───そこで皆みんなに提案なのだけれど」


　飛鳥の言葉に頷うなずいていたジンや店員達は、顔を見合わせて首を傾かしげる。飛鳥は足先を離はなし、今度は女性らしい細長い綺き麗れいな指先でガルドの顎を摑み、


「私達と『ギフトゲーム』をしましょう。貴方の〝フォレス・ガロ〟存続と〝ノーネーム〟の誇りと魂を賭かけて、ね」












　第三章







　日が暮れた頃ころに噴ふん水すい広場で合流し、話を聞いた黒ウサギは案の定ウサ耳を逆立てて怒おこっていた。突とつ然ぜんの展開に嵐あらしのような説教と質問が飛び交かう。


「な、なんであの短時間に〝フォレス・ガロ〟のリーダーと接せつ触しよくしてしかも喧嘩を売る状じよう況きようになったのですか!?」「しかもゲームの日取りは明日!?」「それも敵のテリトリー内で戦うなんて！」「準備している時間もお金もありません！」「一体どういう心算つもりがあってのことです！」「聞いているのですか三人とも!!」





「「「ムシャクシャしてやった。今は反省しています」」」





「黙らっしゃい!!!」


　誰が言い出したのか、まるで口裏を合わせていたかのような言い訳に激げき怒どする黒ウサギ。


　それをニヤニヤと笑って見ていた十六夜が止めに入る。


「別にいいじゃねえか。見境なく選んで喧けん嘩か売ったわけじゃないんだから許してやれよ」


「い、十六夜さんは面おも白しろければいいと思っているかもしれませんけど、このゲームで得られるものは自己満足だけなんですよ？　この〝契約書類ギアスロール〟を見てください」


　黒ウサギの見せた〝契約書類〟は〝主催者権限ホストマスター〟を持たない者達が〝主催者〟となってゲームを開かい催さいするために必要なギフトである。


　そこにはゲーム内容・ルール・チップ・賞品が書かれており〝主催者〟のコミュニティのリーダーが署名することで成立する。黒ウサギが指す賞品の内容はこうだ。


「〝参加者プレイヤーが勝利した場合、主催者ホストは参加者の言げん及きゆうする全すべての罪を認め、箱庭の法の下もとで正しい裁きを受けた後、コミュニティを解散する〟───まあ、確かに自己満足だ。時間をかければ立証できるものを、わざわざ取り逃にがすリスクを背負ってまで短縮させるんだからな」


　ちなみに飛鳥達のチップは〝罪を黙もく認にんする〟というものだ。それは今回に限ったことではなく、これ以降もずっと口を閉とざし続けるという意味である。


「でも時間さえかければ、彼らの罪は必ず暴あばかれます。だって肝かん心じんの子供達は………その、」


　黒ウサギが言い淀よどむ。彼女も〝フォレス・ガロ〟の悪評は聞いていたが、そこまで酷ひどい状態になっているとは思っていなかったのだろう。


「そう。人ひと質じちは既すでにこの世にいないわ。その点を責め立てれば必ず証しよう拠こは出るでしょう。だけどそれには少々時間がかかるのも事実。あの外げ道どうを裁くのにそんな時間をかけたくないの」


　箱庭の法はあくまで箱庭都市内でのみ有効なものだ。外は無法地帯になっており、様々な種族のコミュニティがそれぞれの法とルールの下で生活している。


　そこに逃げ込まれては、箱庭の法で裁くことはもう不可能だろう。しかし〝契約書類〟による強制執しつ行こうならばどれだけ逃げようとも、強力な〝契約ギアス〟でガルドを追いつめられる。


「それにね、黒ウサギ。私は道徳云うん々ぬんよりも、あの外道が私の活動範はん囲い内で野放しにされることも許せないの。ここで逃がせば、いつかまた狙ねらってくるに決まってるもの」


「ま、まあ………逃がせば厄やつ介かいかもしれませんけれど」


「僕もガルドを逃がしたくないと思っている。彼のような悪人は野放しにしちゃいけない」


　ジンも同調する姿勢を見せ、黒ウサギは諦あきらめたように頷いた。


「はぁ～……。仕方がない人達です。まあいいデス。腹立たしいのは黒ウサギも同じですし。〝フォレス・ガロ〟程度なら十六夜さんが一人いれば楽勝でしょう」


　それは黒ウサギの正当な評価のつもりだった。しかし十六夜と飛鳥は怪け訝げんな顔をして、


「何言ってんだよ。俺は参加しねえよ？」


「当たり前よ。貴方あなたなんて参加させないわ」


　フン、と鼻を鳴らす二人。黒ウサギは慌あわてて二人に食ってかかる。


「だ、駄だ目めですよ！　御二人はコミュニティの仲間なんですからちゃんと協力しないと」


「そういうことじゃねえよ黒ウサギ」


　十六夜が真しん剣けんな顔で黒ウサギを右手で制する。


「いいか？　この喧嘩は、コイツらが売った。そしてヤツらが買った。なのに俺が手を出すのは無ぶ粋すいだって言ってるんだよ」


「あら、分かっているじゃない」


「………。ああもう、好きにしてください」


　丸一日振ふり回まわされ続けて疲ひ弊へいした黒ウサギはもう言い返す気力も残っていない。


　どうせ失う物は無いゲーム、もうどうにでもなればいいと呟つぶやいて肩かたを落とすのだった。





　　　　＊





　椅い子すから腰こしを上げた黒ウサギは、横に置いてあった水樹の苗なえを大事そうに抱だき上げる。


　コホンと咳せき払ばらいをした黒ウサギは気を取り直して全員に切り出した。


「そろそろ行きましょうか。本当は皆みなさんを歓かん迎げいする為ために素す敵てきなお店を予約して色々とセッティングしていたのですけれども………不ふ慮りよの事故続きで、今日はお流れとなってしまいました。また後日、きちんと歓迎を」


「いいわよ、無理しなくて。私達のコミュニティってそれはもう崖がけっぷちなんでしょう？」


　驚おどろいた黒ウサギはすかさずジンを見る。彼の申し訳なさそうな顔を見て、自分達の事情を知られたのだと悟さとる。ウサ耳まで赤くした黒ウサギは恥はずかしそうに頭を下げた。


「も、申し訳ございません。皆さんを騙だますのは気が引けたのですが………黒ウサギ達も必死だったのです」


「もういいわ。私は組織の水準なんてどうでもよかったもの。春日部さんはどう？」


　黒ウサギが恐おそる恐る耀の顔を窺うかがう。耀は無関心なままに首を振った。


「私も怒おこってない。そもそもコミュニティがどうの、というのは別にどうでも……あ、けど」


　思い出したように迷いながら呟く耀。ジンはテーブルに身を乗り出して問う。


「どうぞ気き兼がねなく聞いてください。僕らに出来る事なら最低限の用意はさせてもらいます」


「そ、そんな大それた物じゃないよ。ただ私は………毎日三食お風ふ呂ろ付きの寝ね床どこがあればいいな、と思っただけだから」


　ジンの表情が固まった。この箱庭で水を得るには買うか、もしくは数kmも離はなれた大河から汲くまねばならない。水の確保が大変な土地でお風呂というのは、一種の贅ぜい沢たく品ひんなのだ。


　その苦労を察した耀は慌てて取り消そうとしたが、先に黒ウサギが嬉き々きとした顔で水樹を持ちあげる。


「それなら大だい丈じよう夫ぶです！　十六夜さんがこんな大きな水樹の苗を手に入れてくれましたから！　これで水を買う必要もなくなりますし、水路を復活させることもできます♪」


　一転して明るい表情に変わる。これには飛鳥も安心したような顔を浮うかべた。


「私達の国では水が豊富だったから毎日のように入れたけれど、場所が変われば文化も違ちがうものね。今日は理り不ふ尽じんに湖へ投げ出されたから、お風呂には絶対入りたかったところよ」


「それには同意だぜ。あんな手て荒あらい招待は二度と御ご免めんだ」


「あう………そ、それは黒ウサギの責任外の事ですよ………」


　召しよう喚かんされた三人の責めるような視線に怖おじ気けづく黒ウサギ。ジンも隣となりで苦く笑しようする。


「あはは………それじゃあ今日はコミュニティへ帰る？」


「あ、ジン坊ぼっちゃんは先にお帰りください。ギフトゲームが明日なら〝サウザンドアイズ〟に皆さんのギフト鑑かん定ていをお願いしないと。この水樹の事もありますし」


　十六夜達三人は首を傾かしげて聞き直す。


「〝サウザンドアイズ〟？　コミュニティの名前か？」


「ＹＥＳ。〝サウザンドアイズ〟は特とく殊しゆな〝瞳ひとみ〟のギフトを持つ者達の群体コミュニティ。箱庭の東西南北・上層下層の全すべてに精通する超ちよう巨きよ大だい商業コミュニティです。幸いこの近くに支店がありますし」


「ギフトの鑑定というのは？」


「勿もち論ろん、ギフトの秘ひめた力や起源などを鑑定する事デス。自分の力の正しい形を把は握あくしていた方が、引き出せる力はより大きくなります。皆さんも自分の力の出で処どころは気になるでしょう？」


　同意を求める黒ウサギに三人は複雑な表情で返す。思う事はそれぞれあるのだろうが、拒きよ否ひする声はなく、黒ウサギ・十六夜・飛鳥・耀の四人と一いつ匹ぴきは〝サウザンドアイズ〟に向かう。


　道中、十六夜・飛鳥・耀の三人は興味深そうに街並みを眺ながめていた。


　商店へ向かうペリベッド通りは石造で整備されており、脇わきを埋うめる街路樹は桃もも色いろの花を散らして新芽と青葉が生え始めている。


　日が暮れて月と街灯ランプに照らされている並木道を、飛鳥は不思議そうに眺めて呟く。


「桜の木………ではないわよね？　花弁の形が違うし、真夏になっても咲さき続けているはずがないもの」


「いや、まだ初夏になったばかりだぞ。気合いの入った桜が残っていてもおかしくないだろ」


「………？　今は秋だったと思うけど」


　ん？　っと嚙かみ合わない三人は顔を見合わせて首を傾げる。黒ウサギが笑って説明した。


「皆さんはそれぞれ違う世界から召喚されているのデス。元いた時間軸じく以外にも歴史や文化、生態系など所々違う箇か所しよがあるはずですよ」


「へぇ？　パラレルワールドってやつか？」


「近しいですね。正しくは立体交差並行世界論というものなのですけども………今からコレの説明を始めますと一日二日では説明しきれないので、またの機会ということに」


　曖あい昧まいに濁にごして黒ウサギは振り返る。どうやら店に着いたらしい。商店の旗には、蒼あおい生き地じに互たがいが向かい合う二人の女め神がみ像が記されている。あれが〝サウザンドアイズ〟の旗なのだろう。


　日が暮れて看板を下げる割かつ烹ぽう着ぎの女性店員に、黒ウサギは滑すべり込みでストップを、


「まっ」


「待った無しです御客様。うちは時間外営業はやっていません」


　………ストップをかける事も出来なかった。黒ウサギは悔くやしそうに店員を睨にらみつける。


　流石さすがは超ちよう大手の商業コミュニティ。押し入る客の拒こばみ方にも隙すきがない。


「なんて商売っ気の無い店なのかしら」


「ま、全くです！　閉店時間の五分前に客を締しめ出すなんて！」


「文句があるならどうぞ他所よそへ。あなた方は今後一いつ切さいの出入りを禁じます。出禁です」


「出禁!?　これだけで出禁とか御客様舐なめすぎでございますよ!?」


　キャーキャーと喚わめく黒ウサギに、店員は冷めたような眼めと侮ぶ蔑べつを込めた声で対応する。


「なるほど、〝箱庭の貴族〟であるウサギの御客様を無下にするのは失礼ですね。中で入店許可を伺いますので、コミュニティの名前をよろしいでしょうか？」


「………う」


　一転して言葉に詰つまる黒ウサギ。しかし十六夜は何の躊躇ためらいもなく名乗る。


「俺達は〝ノーネーム〟ってコミュニティなんだが」


「ほほう。ではどこの〝ノーネーム〟様でしょう。よかったら旗印を確かく認にんさせていただいてもよろしいでしょうか？」


　ぐ、っと黙だまりこむ。黒ウサギが言っていた〝名〟と〝旗印〟がないコミュニティのリスクとはまさにこういう状じよう況きようの事だった。


（ま、まずいです。〝サウザンドアイズ〟の商店は〝ノーネーム〟御お断ことわりでした。このままだと本当に出禁にされるかも）


　力のある商店だからこそ彼らは客を選ぶ。信用できない客を扱あつかうリスクを彼らは冒おかさない。


　全員の視線が黒ウサギに集中する。彼女は心の底から悔しそうな顔をして、小声で呟つぶやいた。


「その………あの…………私達に、旗はありま」


「いぃぃぃやほおぉぉぉぉぉぉ！　久しぶりだ黒ウサギイィィィィ！」


　黒ウサギは店内から爆ばく走そうしてくる着物風の服を着た真っ白い髪かみの少女に抱だき（もしくはフライングボディーアタック）つかれ、少女と共にクルクルクルクルクと空中四回転半ひねりして街かい道どうの向こうにある浅い水路まで吹ふき飛んだ。


「きゃあーーーーー…………！」


　ボチャン。そして遠くなる悲鳴。


　十六夜達は眼を丸くし、店員は痛そうな頭を抱かかえていた。


「……おい店員。この店にはドッキリサービスがあるのか？　なら俺も別バージョンで是ぜ非ひ」


「ありません」


「なんなら有料でも」


「やりません」


　真しん剣けんな表情の十六夜に、真剣な表情でキッパリ言い切る女性店員。二人は割とマジだった。


　フライングボディーアタックで黒ウサギを強きよう襲しゆうした白い髪の幼い少女は、黒ウサギの胸に顔を埋めてなすり付けていた。


「し、白しろ夜や叉しや様!?　どうして貴女あなたがこんな下層に!?」


「そろそろ黒ウサギが来る予感がしておったからに決まっておるだろに！　フフ、フホホフホホ！　やっぱりウサギは触さわり心地ごこちが違ちがうのう！　ほれ、ここが良いかここが良いか！」


　スリスリスリスリ。


「し、白夜叉様！　ちょ、ちょっと離はなれてください！」


　白夜叉と呼ばれた少女を無理やり引き剝はがし、頭を摑つかんで店に向かって投げつける。


　くるくると縦回転した少女を、十六夜が足で受け止めた。


「てい」


「ゴバァ！　お、おんし、飛んできた初対面の美少女を足で受け止めるとは何様だ！」


「十六夜様だぜ。以後よろしく和装ロリ」


　ヤハハと笑いながら自己紹しよう介かいする十六夜。


　一連の流れの中で呆あつ気けにとられていた飛鳥は、思い出したように白夜叉に話しかける。


「貴女はこの店の人？」
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「おお、そうだとも。この〝サウザンドアイズ〟の幹部様で白夜叉様だよご令れい嬢じよう。仕事の依い頼らいならおんしのその年ねん齢れいのわりに発育がいい胸をワンタッチ生揉もみで引き受けるぞ」


「オーナー。それでは売上が伸のびません。ボスが怒おこります」


　何ど処こまでも冷静な声で女性店員が釘くぎを刺さす。


　濡ぬれた服やミニスカートを絞しぼりながら水路から上がってきた黒ウサギは複雑そうに呟く。


「うう………まさか私まで濡れる事になるなんて」


「因果応報………かな」


『お嬢じようの言う通りや』


　悲しげに服を絞る黒ウサギ。


　反対に濡れても全く気にしない白夜叉は、店先で十六夜達を見回してニヤリと笑った。


「ふふん。お前達が黒ウサギの新しい同士か。異世界の人間が私の元に来たという事は………遂ついに黒ウサギが私のペットに」


「なりません！　どういう起承転結があってそんなことになるんですか！」


　ウサ耳を逆立てて怒る黒ウサギ。何処まで本気かわからない白夜叉は笑って店に招く。


「まあいい。話があるなら店内で聞こう」


「よろしいのですか？　彼らは旗も持たない〝ノーネーム〟のはず。規定では」


「〝ノーネーム〟だと分かっていながら名を尋たずねる、性悪店員に対する詫わびだ。身元は私が保証するし、ボスに睨にらまれても私が責任を取る。いいから入れてやれ」


　む、っと拗すねるような顔をする女性店員。彼女にしてみればルールを守っただけなのだから気を悪くするのは仕方がない事だろう。女性店員に睨まれながら暖の簾れんをくぐった四人と一いつ匹ぴきは、店の外観からは考えられない、不自然な広さの中庭に出た。


　正面玄げん関かんを見れば、ショーウィンドに展示された様々な珍ちん品ぴん名品が並んでいる。


「生あい憎にくと店は閉めてしまったのでな。私の私室で勘かん弁べんしてくれ」


　四人と一匹は和風の中庭を進み、縁えん側がわで足を止める。


　障子を開けて招かれた場所は香こうの様な物が焚たかれており、風と共に四人の鼻をくすぐる。


　個室というにはやや広い和室の上座に腰こしを下ろした白夜叉は、大きく背せ伸のびをしてから十六夜達に向き直る。気がつけば、彼女の着物はいつの間にか乾かわききっていた。


「もう一度自己紹介しておこうかの。私は四桁けたの門、三三四五外門に本ほん拠きよを構えている〝サウザンドアイズ〟幹部の白夜叉だ。この黒ウサギとは少々縁えんがあってな。コミュニティが崩ほう壊かいしてからもちょくちょく手を貸してやっている器うつわの大きな美少女と認にん識しきしておいてくれ」


「はいはい、お世話になっております本当に」


　投げやりな言葉で受け流す黒ウサギ。その隣となりで耀が小首を傾かしげて問う。


「その外門、って何？」


「箱庭の階層を示す外がい壁へきにある門ですよ。数字が若いほど都市の中心部に近く、同時に強大な力を持つ者達が住んでいるのです」


　此こ処こ、箱庭の都市は上層から下層まで七つの支配層に分かれており、それに伴ともなってそれぞれを区切る門には数字が与あたえられている。


　外壁から数えて七桁の外門、六桁の外門、と内側に行くほど数字は若くなり、同時に強大な力を持つ。箱庭で四桁の外門ともなれば、名のある修しゆ羅ら神仏が割かつ拠きよする完全な人外魔ま境きようだ。


　黒ウサギが描えがく上空から見た箱庭の図は、外門によって幾いく重もの階層に分かれている。


　その図を見た三人は口を揃そろえて、


「………超ちよう巨きよ大だいタマネギ？」


「いえ、超巨大バームクーヘンではないかしら？」


「そうだな。どちらかといえばバームクーヘンだ」


　うん、と頷うなずき合う三人。身も蓋ふたもない感想にガクリと肩かたを落とす黒ウサギ。


　対照的に、白夜叉は呵か々かと哄こう笑しようを上げて二度三度と頷いた。


「ふふ、うまいこと例える。その例えなら今いる七桁の外門はバームクーヘンの一番薄うすい皮の部分に当たるな。更さらに説明するなら、東西南北の四つの区切りの東側にあたり、外門のすぐ外は〝世界の果て〟と向かい合う場所になる。あそこにはコミュニティに所属していないものの、強力なギフトを持ったもの達が棲すんでおるぞ───その水樹の持ち主などな」


　白夜叉は薄く笑って黒ウサギの持つ水樹の苗なえに視線を向ける。白夜叉が指すのはトリトニスの滝たきを棲みかにしていた蛇じや神の事だろう。


「して、一体誰だれが、どのようなゲームで勝ったのだ？　知ち恵え比くらべか？　勇気を試ためしたのか？」


「いえいえ。この水樹は十六夜さんがここに来る前に、蛇神様を素す手でで叩たたきのめしてきたのですよ」


　自じ慢まんげに黒ウサギが言うと、白夜叉は声を上げて驚おどろいた。


「なんと!?　クリアではなく直接的に倒たおしたとな!?　ではその童わらべは神格持ちの神童か？」


「いえ、黒ウサギはそう思えません。神格なら一目見れば分かるはずですし」


「む、それもそうか。しかし神格を倒すには同じ神格を持つか、互たがいの種族によほど崩くずれたパワーバランスがある時だけのはず。種族の力でいうなら蛇と人ではドングリの背比べだぞ」


　神格とは生来の神様そのものではなく、種の最高のランクに体を変へん幻げんさせるギフトを指す。


　蛇に神格を与えれば巨きよ軀くの蛇神に。


　人に神格を与えれば現あら人ひと神がみや神童に。


　鬼おにに神格を与えれば天地を揺ゆるがす鬼き神しんと化す。


　更に神格を持つことで他ほかのギフトも強化される。箱庭にあるコミュニティの多くは各おの々おのの目的のため神格を手に入れることを第一目標とし、彼らは上層を目指して力を付けているのだ。


「白夜叉様はあの蛇神様とお知り合いだったのですか？」


「知り合いも何も、アレに神格を与えたのはこの私だぞ。もう何百年も前の話だがの」


　小さな胸を張り、呵々と豪ごう快かいに笑う白夜叉。


　だがそれを聞いた十六夜は物ぶつ騒そうに瞳ひとみを光らせて問いただす。


「へえ？　じゃあオマエはあのヘビより強いのか？」


「ふふん、当然だ。私は東側の〝階層支配者フロアマスター〟だぞ。この東側の四桁以下にあるコミュニティでは並ぶ者がいない、最強の主催者ホストなのだからの」


〝最強の主催者〟───その言葉に、十六夜・飛鳥・耀の三人は一いつ斉せいに瞳を輝かがやかせた。


「そう………ふふ。ではつまり、貴女あなたのゲームをクリア出来れば、私達のコミュニティは東側で最強のコミュニティという事になるのかしら？」


「無論、そうなるのう」


「そりゃ景気のいい話だ。探す手間が省けた」


　三人は剝むき出しの闘とう争そう心を視線に込めて白夜叉を見る。白夜叉はそれに気づいたように高らかと笑い声をあげた。


「抜ぬけ目ない童達だ。依頼しておきながら、私にギフトゲームで挑いどむと？」


「え？　ちょ、ちょっと御三人様!?」


　慌あわてる黒ウサギを右手で制す白夜叉。


「よいよ黒ウサギ。私も遊び相手には常に飢うえている」


「ノリがいいわね。そういうの好きよ」


「ふふ、そうか。───しかし、ゲームの前に一つ確かく認にんしておく事がある」


「なんだ？」


　白夜叉は着物の裾すそから〝サウザンドアイズ〟の旗印───向かい合う双そう女め神がみの紋もんが入ったカードを取り出し、壮そう絶ぜつな笑えみで一言、





「おんしらが望むのは〝挑ちよう戦せん〟か────もしくは、〝決闘〟か？」





　刹せつ那な、三人の視界に爆ばく発はつ的な変化が起きた。


　三人の視覚は意味を無くし、様々な情景が脳のう裏りで回転し始める。


　脳裏を掠かすめたのは、黄金色の穂ほ波なみが揺れる草原。白い地平線を覗のぞく丘おか。森林の湖こ畔はん。


　記き憶おくにない場所が流る転てんを繰くり返し、足元から三人を呑のみこんでいく。


　三人が投げ出されたのは、白い雪原と凍こおる湖畔───そして、水平に太陽が廻る世界だった。


「……なっ………!?」


　余りの異常さに、十六夜達は同時に息を呑んだ。


　箱庭に招待された時とはまるで違ちがうその感覚は、もはや言葉で表現出来る御技ではない。


　遠く薄はく明めいの空にある星は只ただ一つ。緩ゆるやかに世界を水平に廻る、白い太陽のみ。


　まるで星を一つ、世界を一つ創つくり出したかのような奇き跡せきの顕けん現げん。


　啞あ然ぜんと立ち竦すくむ三人に、今一度、白夜叉は問いかける。


「今一度名乗り直し、問おうかの。私は〝白き夜の魔ま王おう〟───太陽と白びやく夜やの星霊れい・白夜叉。おんしらが望むのは、試練への〝挑戦〟か？　それとも対等な〝決闘〟か？」


　魔王・白夜叉。少女の笑みとは思えぬ凄ずご味みに、再度息を呑む三人。


〝星霊〟とは、惑わく星せい級以上の星に存在する主精せい霊れいを指す。妖よう精せいや鬼・悪あく魔まなどの概がい念ねんの最上級種であり、同時にギフトを〝与える側〟の存在でもある。


　十六夜は背中に心地ここちいい冷や汗あせを感じ取りながら、白夜叉を睨にらんで笑う。


「水平に廻る太陽と………そうか、白夜と夜叉。あの水平に廻る太陽やこの土地は、オマエを表現してるってことか」


「如何いかにも。この白夜の湖畔と雪原。永遠に世界を薄明に照らす太陽こそ、私がもつゲーム盤ばんの一つだ」


　白夜叉が両手を広げると、地平線の彼方かなたの雲海が瞬またたく間に裂さけ、薄明の太陽が晒さらされる。


〝白びやく夜や〟の星霊。十六夜の指す白夜とは、フィンランドやノルウェーといった特定の経けい緯いに位置する北ほく欧おう諸国などで見られる、太陽が沈しずまない現象である。


　そして〝夜叉〟とは、水と大地の神しん霊れいを指し示すと同時に、悪神としての側面を持つ鬼神。


　数多あまたの修しゆ羅ら神仏が集つどうこの箱庭で、最強種と名高い〝星霊〟にして〝神霊〟。


　彼女はまさに、箱庭の代表ともいえるほど───強大な〝魔王〟だった。


「これだけ莫ばく大だいな土地が、ただのゲーム盤………!?」


「如何にも。して、おんしらの返答は？　〝挑戦〟であるならば、手て慰なぐさみ程度に遊んでやる。──だがしかし〝決闘〟を望むなら話は別。魔王として、命と誇ほこりの限り闘たたかおうではないか」


「……………っ」


　飛鳥と耀、そして自信家の十六夜でさえ即そく答とうできずに返事を躊躇ためらった。


　白夜叉が如何なるギフトを持つかは定さだかではない。だが勝ち目がないことだけは一目瞭りよう然ぜんだ。しかし自分達が売った喧けん嘩かを、このような形で取り下げるにはプライドが邪じや魔ました。


　しばしの静せい寂じやくの後───諦あきらめたように笑う十六夜が、ゆっくりと挙手し、


「参った。やられたよ。降参だ、白夜叉」


「ふむ？　それは決闘ではなく、試練を受けるという事かの？」


「ああ。これだけのゲーム盤を用意出来るんだからな。アンタには資格がある。───いいぜ。今回は黙だまって試されてやるよ、魔王様」


　苦く笑しようと共に吐はき捨てるような物言いをした十六夜を、白夜叉は堪こらえ切れず高らかと笑い飛ばした。プライドの高い十六夜にしては最大限の譲じよう歩ほなのだろうが、『試されてやる』とは随ずい分ぶん可愛かわいらしい意地の張り方があったものだと、白夜叉は腹を抱かかえて哄こう笑しようをあげた。


　一ひと頻しきり笑った白夜叉は笑いを嚙かみ殺して他ほかの二人にも問う。


「く、くく………して、他の童達も同じか？」


「………ええ。私も、試されてあげてもいいわ」


「右に同じ」


　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情で返事をする二人。満足そうに声を上げる白夜叉。


　一連の流れをヒヤヒヤしながら見ていた黒ウサギは、ホッと胸をなでおろす。


「も、もう！　お互たがいにもう少し相手を選んでください！　〝階層支配者〟に喧嘩を売る新人と、新人に売られた喧嘩を買う〝階層支配者〟なんて、冗じよう談だんにしても寒すぎます！　それに白夜叉様が魔王だったのは、もう何千年も前の話じゃないですか!!」


「何？　じゃあ元・魔王様ってことか？」


「はてさて、どうだったかな？」


　ケラケラと悪戯いたずらっぽく笑う白夜叉。ガクリと肩かたを落とす黒ウサギと三人。


　その時、彼方にある山脈から甲かん高だかい叫さけび声が聞こえた。獣けものとも、野鳥とも思えるその叫び声に逸いち早はやく反応したのは、春日部耀だった。


「何、今の鳴き声。初めて聞いた」


「ふむ………あやつか。おんしら三人を試すには打って付けかもしれんの」


　湖畔を挟はさんだ向こう岸にある山脈に、チョイチョイと手招きをする白夜叉。すると体長５ｍはあろうかという巨きよ大だいな獣が翼つばさを広げて空を滑かつ空くうし、風の如ごとく三人の元に現れた。


　鷲わしの翼と獅し子しの下半身を持つ獣を見て、春日部耀は驚きよう愕がくと歓かん喜きの籠こもった声を上げた。


「グリフォン………噓うそ、本物!?」


「フフン、如何にも。あやつこそ鳥の王にして獣の王。〝力〟〝知ち恵え〟〝勇気〟の全すべてを備えた、ギフトゲームを代表する獣だ」


　白夜叉が手招きする。グリフォンは彼女の元に降り立ち、深く頭を下げて礼を示した。


「さて、肝かん心じんの試練だがの。おんしら三人とこのグリフォンで〝力〟〝知恵〟〝勇気〟の何いずれかを比べ合い、背に跨またがって湖畔を舞まう事が出来ればクリア、という事にしようか」


　白夜叉が双そう女め神がみの紋もんが入ったカードを取り出す。すると虚こ空くうから〝主催者権限ホストマスター〟にのみ許された輝かがやく羊皮紙が現れる。白夜叉は白い指を奔らせて羊皮紙に記述する。





『ギフトゲーム名　〝鷲獅子の手た綱づな〟







　・プレイヤー一覧　逆廻　十六夜


　　　　　　　　　　久遠　飛鳥


　　　　　　　　　　春日部　耀







　・クリア条件　グリフォンの背に跨り、湖畔を舞う。


　・クリア方法　〝力〟〝知恵〟〝勇気〟の何れかでグリフォンに認められる。


　・敗北条件　　降参か、プレイヤーが上記の勝利条件を満たせなくなった場合。







　宣誓　上記を尊重し、誇りと御旗とホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開催します。




〝サウザンドアイズ〟印』







「私がやる」


　読み終わるや否いなやピシ！　と指先まで綺き麗れいに挙手をしたのは耀だった。彼女の瞳ひとみはグリフォンを羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめている。比ひ較かく的に大人しい彼女にしては珍めずらしく熱い視線だ。


『お、お嬢じよう………大だい丈じよう夫ぶか？　なんや獅子の旦だん那なより遥はるかに怖こわそうやしデカイけど』


「大丈夫、問題ない」


「ふむ。自信があるようだが、コレは結構な難物だぞ？　失敗すれば大おお怪け我がでは済まんが」


「大丈夫、問題ない」


　耀の瞳は真っ直すぐにグリフォンに向いている。キラキラと光るその瞳は、探し続けていた宝物を見つけた子供のように輝いていた。隣となりで呆あきれたように苦笑いを漏もらす十六夜と飛鳥。


「ＯＫ、先手は譲ゆずってやる。失敗するなよ」


「気を付けてね、春日部さん」


「うん。頑がん張ばる」


　頷うなずき、グリフォンに駆かけ寄る。だがグリフォンは大きく翼を広げてその場を離はなれた。


　戦いの際、白夜叉を巻き込まないようにする為ためだろう。


　春日部耀を威い嚇かくするように翼を広げ、巨大な瞳をギラつかせるグリフォンを、追いかけるように春日部耀は走り寄った。


　数ｍほど離れた距きよ離りで足を止め、まじまじとグリフォンを観察する。


（………凄すごい。本当に上半身が鷲わしで、下半身が獅子なんだ）


　鷲と獅子。猛もう禽きん類るいの王と、肉にく食しよく獣じゆうの王。数多あまたの動物と心を通わせてきた彼女だが、それはあくまで地球上に生息している相手に限る。


〝世界の果て〟で黒ウサギ達が出会ったユニコーンや大だい蛇じやなどの生態系を遥かに逸いつ脱だつした、幻げん獣じゆうと呼び称しようされるものと相対するのは、コレが初めての経験。まずは慎しん重ちように話しかけた。


「え、えーと。初めまして、春日部耀です」


『!?』


　ビクンッ!!　とグリフォンの肢し体たいが跳はねた。その瞳から警けい戒かい心しんが薄うすれ、僅わずかに戸と惑まどいの色が浮うかぶ。彼女のギフトが幻獣にも有効である証あかしだった。


「ほう………あの娘むすめ、グリフォンと言葉を交かわすか」


　白夜叉は感心したように扇おうぎを広げた。二種の王であるグリフォンの背に跨る方法は二つある。


　一つは、力比べや知ち恵え比くらべで勝利する事。屈くつ服ぷくさせることで背に跨る方法だ。


　二つ目は、その心を認められる事。王であり誇ほこり高い彼らに認められて跨る方法である。


　春日部がどの手法を選ぶにせよ、言葉を交わす事が出来るならば、自分に有利な条件で交こう渉しようを進める事が出来るかもしれない。春日部耀は大きく息を吸って、一息に述べる。


「私を貴方あなたの背に乗せ………誇りを賭かけて勝負をしませんか？」


『………何……!?』


　グリフォンの声と瞳に闘とう志しが宿る。気高い彼らにとって『誇りを賭けろ』とは、最も効果的な挑ちよう発はつだ。春日部耀は返事を待たず、交渉を続ける。


「貴方が飛んできたあの山脈。あそこを白夜の地平から時計回りに大きく迂う回かいし、この湖畔を終着点と定めます。貴方は強きよう靭じんな翼と四し肢しで空を駆け、湖畔までに私を振ふるい落とせば勝ち。私が背に乗っていられたら私の勝ち。………どうかな？」


　耀は小首を傾かしげる。確かに、その条件ならば力と勇気の双そう方ほうを試ためす事が出来る。


　だがグリフォンは如何いかがわしげに大きく鼻を鳴らして尊大に問い返す。


『娘むすめよ。お前は私に〝誇りを賭けろ〟と持ちかけた。お前の述べる通り、娘一人振るい落とせないならば、私の名めい誉よは失しつ墜ついするだろう。───だがな娘。誇りの対価に、お前は何を賭とす？』


「命を賭けます」


　即そく答とうだった。余りに突とつ飛ぴな返答に黒ウサギと飛鳥から驚おどろきの声が上がった。
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「だ、駄だ目めです！」


「か、春日部さん!?　本気なの!?」


「貴方は誇りを賭ける。私は命を賭ける。もし転落して生きていても、私は貴方の晩ばん御ご飯はんになります。………それじゃ駄目かな？」


『………ふむ……』


　耀の提案にますます慌あわてる飛鳥と黒ウサギ。それを白夜叉と十六夜が厳しい声で制す。


「双方、下がらんか。これはあの娘から切り出した試練だぞ」


「ああ。無ぶ粋すいな事はやめとけ」


「そんな問題ではございません!!　同士にこんな分の悪いゲームをさせるわけには───」


「大丈夫だよ」


　春日部が振り向きながら飛鳥と黒ウサギに頷く。その瞳には何の気負いもない。むしろ、勝算ありと思わせるような表情だ。


　グリフォンはしばし考える仕草を見せた後、頭を下げて背に乗るように促うながした。


『乗るがいい、若き勇者よ。鷲わし獅じ子しの疾しつ走そうに耐たえられるか、その身で試してみよ』


　耀は頷き、手た綱づなを握にぎって背に乗りこむ。鞍くらが無いためやや不安定だが、耀は手綱をしっかり握りしめて獅し子しの胴どう体たいに跨またがる。


　耀は鷲獅子の強靭で滑なめらかな肢体を擦こすりつつ、満足そうに囁ささやく。


「始める前に一言だけ。………私、貴方の背中に跨るのが夢の一つだったんだ」


『───そうか』


　決けつ闘とうを前に何を口走っているのやら。グリフォンは苦く笑しようしてこそばゆいとばかりに翼つばさを三度羽ばたかせる。前ぜん傾けい姿勢を取るや否や、大地を踏ふみぬくようにして薄はく明めいの空に飛び出した。


（わ………！）


　大地より離れて数十ｍ。グリフォンの持つ鷲の翼は大きく広げたままで固定されている。


　驚いたことに、グリフォンは翼を推進力にして飛んでいるのではないのだ。


　逸いち早はやくその異変に気が付いた春日部耀は、強きよう烈れつな圧力に苦しみながらも、感かん嘆たんの声を抑おさえられずに漏らした。


「凄い………！　貴方は、空を踏みしめて走っている………!!!」


　鷲の持つ鋭するどい鉤かぎ爪づめが、風を搦からめ取るように。


　獅子の持つ強靭な四肢が、大気を震ふるわせるように。


　鷲獅子の巨きよ体たいを支えるのは翼ではない。旋せん風ぷうを操あやつるギフトで空を疾走しているのだ。


　そう。彼らの翼は巨きよ大だいではあるものの、数トンにも及およぶ体重を支えようと思うならば、その何倍もの大きさを持つ翼と、推進力が必要となる。


　この翼は彼らの生態系が、通常の進化系統樹から逸いつ脱だつした種であることの証。


　力学を無視して空を駆かけるその姿は、まさに〝幻げん獣じゆう〟の名に相応ふさわしいものだった。


『娘よ。もうすぐ山脈に差しかかるが……本当に良いのか？　この速度で山脈に向かえば』


「うん。氷点下の風が更さらに冷たくなって、体感気温はマイナス数十度ってところかな」


　森林を越こえ、山脈を跨またぐ前に、グリフォンは少し速度を緩ゆるめた。


　白夜の世界であるこの地は、総じて気温が低い。ましてや疾しつ風ぷうの如ごとく駆けるグリフォンの背ならばなおの事。衝しよう撃げきと温度差の二つの壁かべは、人間が耐えられるものではない。


　これはグリフォンの良心から出た最さい後ご通つう牒ちよう。耀の真っ直すぐな姿勢に思うところあっての言葉だろう。だがその心配を、春日部耀は微かすかな笑え顔がおと挑発で返した。


「大だい丈じよう夫ぶ。それよりいいの？　貴方こそ本気でこないと。本当に私が勝つよ？」


『………よかろう。後こう悔かいするなよ娘！』


　次の刹せつ那な、大気が揺ゆらいだ。今度は翼も用いて旋風を操る。


　遥はるか彼方かなたにあったはずの山頂が瞬またたく間に近づいてくる。


　下を見れば、羽ばたく衝撃で崩くずれる氷河が見えた。人間の体など一いつ瞬しゆんで拉ひしやげてしまいそうな衝撃の中、春日部耀は歯を食いしばって耐えていた。


　グリフォンは背中から聞こえる僅わずかな吐と息いきに、驚きよう嘆たんとも困こん惑わくともいえる感情が湧わき始める。


　コレだけの圧力。コレだけの冷気。コレに耐えている彼女の耐たい久きゆう力は少女を逸脱している。


（なるほど………相応の奇き跡せきを身に宿しているという事か………！）


　グリフォンは苦笑を洩もらす。彼は知らなかった。


　春日部耀もまた、十六夜と同じく人類最高クラスのギフトを所持すると。


　頂から急降下する際、グリフォンの速力は倍に近しいものにまで迫せまる。手心不要と悟さとるや否いなや、グリフォンは旋せん回かいを交えて春日部耀を振ふるいかける。鞍が無い獅子の背中は縋すがれるような無む駄だがない。摑つかまるものは手綱だけになり、下半身は空中に投げだされるように泳ぐ。


「っ………!!」


　流石さすがにもう軽口は叩たたけない。耀は必死に手綱を握り、グリフォンは必死に振り落とそうと旋回を繰くり返す。地平ギリギリまで急降下して大地と水平になるように振り回す。


　それが最後の山場だった。山脈からの冷風も途と絶だえ、残るは純じゆん粋すいな距きよ離りのみ。


　勢いもそのままに、湖こ畔はんの中心まで疾走したグリフォン。春日部耀の勝利が決定したその瞬しゆん間かん───春日部耀の手から手綱が外れた。


『何!?』


「春日部さん!?」


　安あん堵どを漏もらす暇ひまも、称しよう賛さんをかける暇もない。春日部耀の小さな体は突とつ風ぷうに吹ふき飛ばされたように舞まい、慣性のまま打ち上がる。助けに行こうとした黒ウサギの手を、十六夜が摑つかんだ。


「は、離はなし───」


「待て！　まだ終わってない！」


　焦あせる黒ウサギと止める十六夜。だが春日部耀の脳のう裏りからは、完全に周囲の存在が消えていた。彼女の脳裏にあるのは只ただ一つ、先ほどまで空を疾走していた感動だけが残っている。


（四し肢しで………風を絡め、大気を踏みしめるように────！）


　ふわっと、春日部耀の体が翻ひるがえる。慣性を殺すような緩かん慢まんな動きはやがて彼女の落下速度を衰おとろえさせ、遂ついには湖畔に触ふれることなく飛ひ翔しようしたのだ。


「………なっ」


　その場にいた全員が絶句した。無理もない。


　先ほどまでそんな素そ振ぶりを見せなかった春日部耀が、湖畔の上で風を纏まとって浮ういているのだ。ふわふわと泳ぐように不慣れな飛翔を見せる春日部耀に近寄ったのは、呆あきれたように笑う十六夜だった。


「やっぱりな。お前のギフトって、他ほかの生き物の特性を手に入れる類たぐいだったんだな」


　軽けい薄はくな笑みに、むっとしたような声こわ音ねで耀が返す。


「………違ちがう。これは友達になった証あかし。けど、いつから知ってたの？」


「ただの推測。お前、黒ウサギと出会った時に〝風上に立たれたら分かる〟とか言ってたろ。そんな芸当はただの人間には出来ない。だから春日部のギフトは他種とコミュニケーションをとるわけじゃなく、他種のギフトを何らかの形で手に入れたんじゃないか………と推察したんだが、それだけじゃなさそうだな。あの速度で耐えられる生物は地球上にいないだろうし？」


　興きよう味み津しん々しんな十六夜の視線をフイっと避さける。その傍そばに途と端たんに駆け寄ってきたのが三み毛け猫ねこだ。心配そうに肩かたに乗った三毛猫はオロオロしながら耀に問う。


『お嬢じよう！　怪け我がはないか!?』


「うん、大丈夫。指がジンジンするのと服がパキパキになったぐらい」


　駆け寄る三毛猫を優やさしく撫なでてやる。その向こうでパチパチと拍はく手しゆを送る白夜叉と、感かん嘆たんの眼まな差ざしで見つめるグリフォン。


『見事。お前が得たギフトは、私に勝利した証しとして使って欲しい』


「うん。大事にする」


「いやはや大したものだ。このゲームはおんしの勝利だの。………ところで、おんしの持つギフトだが。それは先天性か？」


「違う。父さんに貰もらった木き彫ぼりのおかげで話せるようになった」


「木彫り？」


　首を傾かしげる白夜叉に三毛猫が説明する。


『お嬢の親父おやじさんは彫ちよう刻こく家やっとります。親父さんの作品でワシらとお嬢は話せるんや』


「ほほう………彫刻家の父か。よかったらその木彫りというのを見せてくれんか？」


　頷うなずいた耀は、ペンダントにしていた丸い木彫り細工を取り出す。


　白夜叉は渡わたされた手の平大の木彫りを見つめて、急に顔を顰しかめる。飛鳥と十六夜もその隣となりから木彫り細工を覗のぞきこんだ。


「複雑な模様ね。何か意味があるの？」


「意味はあるけど知らない。昔教えてもらったけど忘れた」


「………。これは」


　白夜叉だけでなく、十六夜と黒ウサギも神しん妙みような顔をして鑑かん定ていに参加する。表と裏を何度も見直し、その表面にある幾き何か学がく線を指でなぞる。黒ウサギは首を傾げて耀に問う。


「材質は楠くすのきの神木………？　神格は残ってないようですが……この中心を目指す幾何学線……そして中心に円状の空白……もしかしてお父様の知り合いには生物学者がおられるのでは？」


「うん。私の母さんがそうだった」


「生物学者ってことは、やっぱりこの図形は系統樹を表してるのか白夜叉？」


「おそらくの……ならこの図形はこうで………この円形が収束するのは……いや、これは……これは、凄すごい!!　本当に凄いぞ娘むすめ!!　本当に人造ならばおんしの父は神代の大天才だ！　まさか人の手で独自の系統樹を完成させ、しかもギフトとして確立させてしまうとは！　コレは正真正しよう銘めい〝生命の目録〟と称しようして過言ない名品だ！」


　興奮したように声を上げる白夜叉。耀は不思議そうに小首を傾げて問う。


「系統樹って、生物の発はつ祥しようと進化の系けい譜ふとかを示すアレ？　でも母さんの作った系統樹の図はもっと樹の形をしていたと思うけど」


「うむ、それはおんしの父が表現したいモノのセンスが成す業わざよ。この木彫りをわざわざ円形にしたのは生命の流る転てん、輪りん廻ねを表現したもの。再生と滅ほろび、輪廻を繰くり返す生命の系譜が進化を遂とげて進む円の中心、即すなわち世界の中心を目指して進む様を表現している。中心が空白なのは、流転する世界の中心だからか、生命の完成が未いまだに視みえぬからか、それともこの作品そのものが未完成の作品だからか。───うぬぬ、凄い。凄いぞ。久しく想像力が刺し激げきされとるぞ！　実にアーティスティックだ！　おんしさえよければ私が買い取りたいぐらいだの！」


「ダメ」


　耀はあっさり断って木彫り細工を取り上げる。白夜叉はお気に入りの玩具おもちやを取り上げられた子供のようにしょんぼりした。


「で、これはどんな力を持ったギフトなんだ？」


「それは分からん。今分かっとるのは異種族と会話ができるのと、友になった種から特有のギフトを貰えるということぐらいだ。これ以上詳くわしく知りたいのなら店の鑑かん定てい士しに頼たのむしかない。それも上層に住む者でなければ鑑定は不可能だろう」


「え？　白夜叉様でも鑑定出来ないのですか？　今日は鑑定をお願いしたかったのですけど」


　ゲッ、と気まずそうな顔になる白夜叉。


「よ、よりにもよってギフト鑑定か。専門外どころか無関係もいいところなのだがの」


　白夜叉はゲームの賞品として依い頼らいを無む償しようで引き受けるつもりだったのだろう。困ったように白はく髪はつを搔かきあげ、着物の裾すそを引きずりながら三人の顔を両手で包んで見つめる。


「どれどれ………ふむふむ………うむ、三人ともに素養が高いのは分かる。しかしこれではなんとも言えんな。おんしらは自分のギフトの力をどの程度に把は握あくしている？」


「企き業ぎよう秘密」


「右に同じ」


「以下同文」


「うおおおおい？　いやまあ、仮にも対戦相手だったものにギフトを教えるのが怖こわいのは分かるが、それじゃ話が進まんだろうに」


「別に鑑定なんていらねえよ。人に値札貼られるのは趣しゆ味みじゃない」


　ハッキリと拒きよ絶ぜつするような声こわ音ねの十六夜と、同意するように頷く二人。


　困ったように頭を搔く白夜叉は、突とつ如じよ妙みよう案あんが浮うかんだとばかりにニヤリと笑った。


「ふむ。何にせよ〝主催者ホスト〟として、星霊れいのはしくれとして、試練をクリアしたおんしらには〝恩恵ギフト〟を与あたえねばならん。ちょいと贅ぜい沢たくな代しろ物ものだが、コミュニティ復興の前祝いとしては丁度良かろう」


　白夜叉がパンパンと柏かしわ手でを打つ。すると三人の眼前に光り輝かがやく三枚のカードが現れる。


　カードにはそれぞれの名前と、体に宿るギフトを表すネームが記されていた。





　コバルトブルーのカードに逆廻十六夜・ギフトネーム〝正体不明コード・アンノウン〟


　ワインレッドのカードに久遠飛鳥・ギフトネーム〝威い光こう〟


　パールエメラルドのカードに春日部耀・ギフトネーム〝生命の目録ゲノム・ツリー〟〝ノーフォーマー〟





　それぞれの名とギフトが記されたカードを受け取る。


　黒ウサギは驚おどろいたような、興奮したような顔で三人のカードを覗きこんだ。


「ギフトカード！」


「お中元？」


「お歳暮？」


「お年玉？」


「ち、違ちがいます！　というかなんで皆みなさんそんなに息が合ってるのです!?　このギフトカードは顕けん現げんしているギフトを収納できる超ちよう高価なカードですよ！　耀さんの〝生命の目録〟だって収納可能で、それも好きな時に顕現できるのですよ！」


「つまり素す敵てきアイテムってことでオッケーか？」


「だからなんで適当に聞き流すんですか！　あーもうそうです、超素敵アイテムなんです！」


　黒ウサギに叱しかられながら三人はそれぞれのカードを物もの珍めずらしそうにみつめる。


「我らの双そう女め神がみの紋もんのように、本来はコミュニティの名と旗印も記されるのだが、おんしらは〝ノーネーム〟だからの。少々味気ない絵になっているが、文句は黒ウサギに言ってくれ」


「ふぅん………もしかして水樹って奴やつも収納できるのか？」


　何気なく水樹にカードを向ける。すると水樹は光の粒りゆう子しとなってカードの中に呑み込まれた。


　見ると十六夜のカードは溢あふれるほどの水を生みだす樹の絵が差し込まれ、ギフト欄らんの〝正体不明〟の下に〝水樹〟の名前が並んでいる。


「おお？　これ面おも白しろいな。もしかしてこのまま水を出せるのか？」


「出せるとも。試ためすか？」


「だ、駄だ目めです！　水の無む駄だ遣づかい反対！　その水はコミュニティの為ために使ってください！」


　チッ、とつまらなそうに舌打ちする。黒ウサギはまだ安心できないような顔でハラハラと十六夜を監かん視ししている。白夜叉はその様子を高らかに笑いながら見つめた。


「そのギフトカードは、正式名めい称しようを〝ラプラスの紙し片へん〟、即ち全知の一いつ端たんだ。そこに刻まれるギフトネームとはおんしらの魂たましいと繫つながった〝恩恵ギフト〟の名称。鑑かん定ていは出来ずともそれを見れば大体のギフトの正体が分かるというもの」


「へえ？　じゃあ俺のはレアケースなわけだ？」


　ん？　と白夜叉が十六夜のギフトカードを覗のぞきこむ。そこには確かに〝正体不明コード・アンノウン〟の文字が刻まれている。ヤハハと笑う十六夜とは対照的に、白夜叉の表情の変化は劇的だった。


「………いや、そんな馬ば鹿かな」


　パシッと白夜叉はすぐさま顔色を変えてギフトカードを取り上げる。その雰ふん囲い気きには尋じん常じようならざるものがあった。真しん剣けんな眼まな差ざしでギフトカードを見る白夜叉は、不可解とばかりに呟つぶやく。


「〝正体不明コード・アンノウン〟だと………？　いいやありえん、全知である〝ラプラスの紙片〟がエラーを起こすはずなど」


「何にせよ、鑑定は出来なかったってことだろ。俺的にはこの方がありがたいさ」


　パシッとギフトカードを白夜叉から取り上げる。だが白夜叉は納なつ得とくできないように怪け訝げんな瞳ひとみで十六夜を睨にらむ。それほどギフトネームが〝正体不明〟とはありえないものなのだろう。


（そういえばこの童………蛇じや神を倒たおしたと言っていたな）


　生来の神々や星霊ほどではないものの、神格保持者は種の最高位。嵐あらしを呼び寄せるほどの力を持つ蛇神が人間に打だ倒とうされるというのは、まずあり得ないことだ。


（強大な力を持っている事は間ま違ちがいないわけか。………しかし〝ラプラスの紙片〟ほどのギフトが正常に機能しないとはどういう………）


　ギフトが正常に機能しない。そこで白夜叉の脳のう裏りに一つの可能性が浮ふ上じようした。


（ギフトを無効化キヤンセルした………？　いや、まさかな）


　浮上した可能性を、苦く笑しようと共に切り捨てる。


　修しゆ羅ら神仏の集つどうこの箱庭において無効化のギフトなど対して珍めずらしくもない。だが、それは単一の能力に特化した武装に限られた話。


　逆廻十六夜のように強大な奇き跡せきを身に宿す者が、奇跡を打ち消す御技を宿しては大きく矛む盾じゆんする。その矛盾の大きさに比べれば〝ラプラスの紙片〟に問題があるという結論の方がまだ納得できた。


　五人と一いつ匹ぴきは暖の簾れんの下げられた店前に移動し、耀達は一礼した。


「今日はありがとう。また遊んでくれると嬉うれしい」


「あら、駄目よ春日部さん。次に挑ちよう戦せんするときは対等の条件で挑いどむのだもの」


「ああ。吐はいた唾つばを飲み込むなんて、格好付かねえからな。次は渾こん身しんの大だい舞ぶ台たいで挑むぜ」


「ふふ、よかろう。楽しみにしておけ。………ところで」


　白夜叉はスッと真剣な顔で黒ウサギ達を見る。


「今さらだが、一つだけ聞かせてくれ。おんしらは自分達のコミュニティがどういう状じよう況きようにあるか、よく理解しているか？」


「ああ、名前とか旗の話か？　それなら聞いたぜ」


「ならそれを取り戻もどすために、〝魔ま王おう〟と戦わねばならんことも？」


「聞いてるわよ」


「………。では、おんしらは全すべてを承知の上で黒ウサギのコミュニティに加入するのだな？」


　黒ウサギはドキリとした顔で視線をそらす。そして同時に思う。もしコミュニティの現状を話さない不義理な真ま似ねをしていれば、自分はかけがえのない友人を失っていたかもしれない。


「そうよ。打だ倒とう魔ま王おうなんてカッコいいじゃない」


「〝カッコいい〟で済む話ではないのだがの………全く、若さゆえのものなのか。無む謀ぼうというか、勇ゆう敢かんというか。まあ、魔王がどういうものかはコミュニティに帰ればわかるだろ。それでも魔王と戦う事を望むというなら止めんが………そこの娘むすめ二人。おんしらは確実に死ぬぞ」


　予言するように断言する。二人は一いつ瞬しゆんだけ言い返そうと言葉を探したが、魔王と同じく〝主催者権限ホストマスター〟をもつ白夜叉の助言は、物を言わさぬ威い圧あつ感かんがあった。


「魔王の前に様々なギフトゲームに挑んで力を付けろ。小こ僧ぞうはともかく、おんしら二人の力では魔王のゲームを生き残れん。嵐に巻き込まれた虫が無様に弄もてあそばれて死ぬ様は、いつ見ても悲しいものだ」


「………ご忠告ありがと。肝きもに銘めいじておくわ。次は貴女あなたの本気のゲームに挑みに行くから、覚かく悟ごしておきなさい」


「ふふ、望むところだ。私は三三四五外門に本ほん拠きよを構えておる。いつでも遊びに来い。………ただし、黒ウサギをチップに賭かけてもらうがの」


「嫌いやです！」


　黒ウサギは即そく答とうで返す。白夜叉は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。


「つれない事を言うなよぅ。私のコミュニティに所属すれば生しよう涯がいを遊んで暮らせると保証するぞ？　三食首輪付きの個室も用意するし」


「三食首輪付きってソレもう明らかにペット扱あつかいですから！」


　怒おこる黒ウサギ。笑う白夜叉。店を出た四人と一匹は無ぶ愛あい想そうな女性店員に見送られて〝サウザンドアイズ〟二一〇五三八〇外門支店を後にした。





　　　　＊





　白夜叉とのゲームを終え、噴ふん水すい広場を越こえて四人は半刻ほど歩いた後、〝ノーネーム〟の居住区画の門前に着いた。門を見上げると、旗が掲かかげてあった名残なごりのようなものが見える。


「この中が我々のコミュニティでございます。しかし本拠の館やかたは入口から更さらに歩かねばならないので御ご容よう赦しやください。この近辺はまだ戦いの名残がありますので………」


「戦いの名残？　噂うわさの魔王って素す敵てきネーミングな奴やつとの戦いか？」


「は、はい」


「ちょうどいいわ。箱庭最悪の天災が残した傷きず跡あと、見せてもらおうかしら」


　先ほどの一件があって飛鳥は機き嫌げんが悪かった。プライドの高い彼女にしてみれば、虫のように見下されたという事実が気に食わなかったのだろう。


　黒ウサギは躊躇ためらいつつ門を開ける。すると門の向こうから乾かわききった風が吹ふき抜ぬけた。


　砂さ塵じんから顔を庇かばうようにする三人。視界には一面の廃はい墟きよが広がっていた。


「っ、これは………!?」


　街並みに刻まれた傷跡を見た飛鳥と耀は息を呑のみ、十六夜はスッと目を細める。


　十六夜は木造の廃墟に歩み寄って囲いの残ざん骸がいを手にとる。


　少し握にぎると、木材は乾いた音を立てて崩くずれていった。


「………おい、黒ウサギ。魔王のギフトゲームがあったのは───今から何百年前の話だ？」


「僅わずか三年前でございます」


「ハッ、そりゃ面おも白しろいな。いやマジで面白いぞ。この風化しきった街並みが三年前だと？」


　そう、彼ら〝ノーネーム〟のコミュニティは───まるで何百年という時間経過で滅ほろんだように崩れ去っていたのだ。


　美しく整備されていたはずの白地の街路は砂に埋うもれ、木造の建築物は軒のき並なみ腐くさって倒たおれ落ちている。要所で使われていた鉄筋や針金は錆さびに蝕むしばまれて折れ曲がり、街路樹は石せき碑ひのように薄うす白じろく枯かれて放置されていた。とてもではないが三年前まで人が住み賑にぎわっていたとは思えない有様に、三人は息を呑んで散策する。


「………断言するぜ。どんな力がぶつかっても、こんな壊こわれ方はあり得ない。この木造の崩れ方なんて、膨ぼう大だいな時間をかけて自然崩ほう壊かいしたようにしか思えない」


　十六夜はあり得ないと結論付けながらも、目の前の廃墟に心地ここち良い冷や汗あせを流している。


　飛鳥と耀も廃はい屋おくを見て複雑そうな感想を述べた。


「ベランダのテーブルにティーセットがそのまま出ているわ。これじゃまるで、生活していた人間がふっと消えたみたいじゃない」


「………生き物の気配も全くない。整備されなくなった人家なのに獣けものが寄ってこないなんて」


　二人の感想は十六夜の声よりも遥はるかに重い。


　黒ウサギは廃墟から目を逸そらし、朽くちた街路を進む。


「………魔ま王おうとのゲームはそれほどの未知の戦いだったのでございます。彼らがこの土地を取り上げなかったのは魔王としての力の誇こ示じと、一種の見せしめでしょう。彼らは力を持つ人間が現れると遊び心でゲームを挑いどみ、二度と逆らえないよう屈くつ服ぷくさせます。僅かに残った仲間達もみんな心を折られ………コミュニティから、箱庭から去って行きました」


　大おお掛がかりなギフトゲームの時に、白夜叉みたくゲーム盤ばんを用意するのはコレが理由だ。


　力のあるコミュニティと魔王が戦えば、その傷跡は醜みにくく残る。魔王はあえてそれを楽しんだのだ。黒ウサギは感情を殺した瞳ひとみで風化した街を進む。飛鳥も、耀も、複雑な表情で続く。


　しかし十六夜だけは瞳を爛らん々らんと輝かがやかせ、不敵に笑って呟つぶやいていた。


「魔王───か。ハッ、いいぜいいぜいいなオイ。想像以上に面白そうじゃねえか………！」












　第四章







　ガルドは自分の屋や敷しきで痛そうに頭を抱かかえていた。


（やっちまった………黒ウサギを手に入れようとして取り返しのつかねえ事に………！）


　彼は〝主催者権限ホストマスター〟を所持したとある魔王の傘さん下かであり、野心家でもあった。


　そもそも傘下に入った理由も、魔王を後ろ盾だてにもってその名前を振ふりかざせば、怯おびえないコミュニティは無いからである。それを利用してこの地域を支配しつつ徐じよ々じよに勢力圏けんを広げ、やがては最高難度のゲームに挑み、自身が神格級のギフトを手にするつもりだった。


　それにはコミュニティの名を上げ、より強力な人材を集める必要がある。


　黒ウサギはコミュニティの〝箔はく〟としても〝駒こま〟としても、彼の欲よくを満たす玩具としても欲しかった人材である。しかし今まで何度もアプローチしてきたが、鼻であしらわれてきた。


〝ノーネーム〟の存亡を賭かけた今回の召しよう喚かんは、黒ウサギを奪うばう最大のチャンスだっただけに、先走りすぎてしまったのだ。


「くそ………くそ、くそくそくそこのドチクショウガァ!!!」


　ガルドは身近にあった執しつ務む机を持ちあげて窓の外に放り出した。


　格好を付ける為ために置いてある形だけの執務机だが、数日後には不要になるものである。


「あの女のギフト………精神に直接触ふれる類たぐいだ。あんなのがいたらどんなゲームを用意しても勝ち目なんてねえぞ！」


　問題はそこだ。〝主催者〟である此方こちらの領地内でギフトゲームを用意する以上、優位にゲームを組めるはずだが、久遠飛鳥のギフトが相手を意のままに操あやつれるとなると相応のギフトゲームを用意しなければ勝ち目がない。


　頭を抱えているガルドに、割れた窓の向こうから凜りんとした女の声がかかる。


「───ほう。箱庭第六六六外門に本ほん拠きよを持つ魔王の配下が〝名無し〟風ふ情ぜいに負けるのか。それはそれで楽しみだ」


「っ、誰だれだ!?」


　割れた窓から突とつ如じよ、風と黒い影かげが吹ふき抜ぬける。


　現れたのは華か麗れいな金の髪かみを靡なびかせた、十六夜達よりも二、三歳年上の女性だった。


「情けない。三桁けたの外門の魔王の配下がコレとは。こうも情けないと同情してしまうよ」


　金きん髪ぱつの女は呆あきれるように頭かぶりを振る。ガルドは獰どう猛もうに唸うなり声を上げて威い嚇かくした。


「テメェ………どこのどいつか知らねえが、俺は今気が立ってるんだ。牙きばを剝むかねえうちにとっとと失うせろ」


「ふふ。威い勢せいがいいのは評価してやる。だが、獣けものからの成り上がり風情が〝鬼き種〟の純血である私に牙を剝くのか？」


　な、っと声を詰つまらせてガルドは驚きよう愕がくする。先ほどまでの勢いは一いつ瞬しゆんにして萎なえ果てた。顔は青ざめ、巨きよ体たいをよろめかせて後ろに下がる。そしてもう一度金髪の女を確かく認にんした。


　細かい波を引いたブロンドの髪に年不相応に凜とした顔立ち。覗のぞきこめば吸い込まれそうな艶えん美びで赤い瞳には息を呑のまずにはいられない。


　その雰ふん囲い気きからこの女がタダものではないことは承知したが、それでも信じられない。


「き、〝鬼種〟の純血だと………!?　馬ば鹿かを言え、鬼種の純血と言えば殆ほとんど神格じゃねえか！　そんなもんがどうして俺の下に来る!?　〝名無し〟共の尖せん兵ぺいか!?」


　〝純血〟とは系統樹の起点に位置するギフトを指す言葉だ。ガルドのように多種が混ざった〝成り上がり〟とは違ちがい、種の中でも個別の呼び方をされる者達である。


　金髪の女は髪を搔かきあげてガルドの言葉を指し摘てきする。


「ああ、それだ。実はあの〝名無し〟とは少々因いん縁ねんがあってな。もう再建は望めないと思っていたんだが………新しい人材が神格保持者を倒たおしたと聞いて、様子を見に来たのだ」


　今度こそガルドは打ちのめされたように跪ひざまずく。目の前の〝鬼種〟の女にではない。


　久遠飛鳥の他ほかに神格保持者に打ち勝つような化け物を相手にしなければならないという、その事実に絶望したのだ。


「そ、それは何時いつの事だ？　黒ウサギじゃねえのか？」


「今日の夕刻より少し前だな。聞けばまだ若い少年らしい。お前と問題を起こした奴やつと全く別の人間であることは間ま違ちがいない」


「じょ、冗じよう談だんじゃねえ！」


　ガルドは我を忘れて叫さけぶと隠かくし部屋を開き、金品を荷に搔き込む。


　鬼種を名乗る少女は金の毛先を指先で弄もてあそびながら呆れたようにその様を見る。


「これはまた、随ずい分ぶんとため込んでいるようだな………しかしゲームからは逃のがれられんぞ」


「し、知ったことか！　俺が一体どれだけの野望を抱いだいて箱庭に来たと思ってやがる！　何年も何年も何年も………ただの獣でしかなかった時代からずっと箱庭の上を目指して生きてきたんだ！　それをあの小こ娘むすめ………畜ちく生しよう……！」


　悔くやし涙なみだと恐きよう怖ふの入り混じった声で嘆なげく。自分はどこで間ま違ちがえてしまったというのか。


　かつて森で生きていた頃ころ………牙と爪つめを頼たよりに生きていた頃のように。


　今度は知ち恵えと策さく謀ぼうを手に伸のし上がってきただけなのに。


「長年の野望か………聞いた話だと、猫ねこというのは長く生きるとそれだけで霊れい格を得る時があるらしいな。まあ、雑種まみれの霊格だが。これは他の獣でも同じだ。長く生きるというのはそれだけで神性視される。それらはやがて生態系に爆ばく発はつ的な変化を起こして〝幻げん獣じゆう〟という種に昇しよう華かされるが………悪あく魔まどもに魂たましいを売ったのが運うんの尽つきだったな。大人しく獣のまま修練を積んでいれば俗ぞく物ぶつにまみれる事も無かっただろうに」


「うるせえ！　うるせえ！　うるせえ!!」


　半はん狂きよう乱らんになって叫ぶガルドの手を、金髪の女はそっと押さえつける。


　それは柔やわらかな物もの腰ごしだったが、ガルドの感じたことの無いほどの剛ごう力りきで摑つかまれた。


「まあ、待て虎とらよ。私も今回の事は聞き及およんでいる。あ、どうやって聞いたかなんて無ぶ粋すいな事は聞くなよ？　私にも無くせない交友というのがあるからな」


　悪戯いたずらっぽい笑いだが、その目は異様なまでに冷たい。


　ガルドは再びこの女に対する恐怖に震ふるえあがる。


「要するにだ。お前が勝てば全すべての問題は解決されるのであろう？」


「か、勝てるわけねえだろうが！　昼間の騒さわぎを聞いていたなら知ってるだろ！　お、俺はあのガキ共に手も足も出なかったんだ！」


「うむ。今のお前では勝てないだろう。しかしお前が新たなギフトを………〝鬼種〟のギフトを手に入れたらどうする？　勝ち目も出てくるのではないか？」


　ガルドの手が止まる。その顔は驚愕して固まっているが、初めて女に向き合っていた。


「………。俺に〝六百六十六の獣〟を裏切れと？」


「結果的にはそうなるな。しかしお前も知っていよう。かの大悪魔はもう箱庭に帰ってくるつもりはさらさらないのだ。〝六百六十六の獣〟は〝主催者権限ホストマスター〟に集まるまさに烏う合ごうの衆しゆうよ。そんな場所で飼われていても、お前の将来は見えているぞ」


　甘い、誘さそうような艶美な声でガルドの耳元に囁ささやきかける。


「何も裏切れとは言わん。私が興味あるのは彼奴きやつらだけよ。事が終わったとき、お前は無罪と新たなギフトを手にしている。ただそれだけだ。損の無い話だろ？」


「……………」


　ガルドは冷静さを僅わずかに取り戻もどして思考する。


　もしも目の前の金髪の少女が鬼種の純血だというのなら、力のあるコミュニティを率いている可能性が高い。それに彼女の言う通り〝六百六十六の獣〟は烏合の衆だ。本来なら使者を送って助勢を頼たのめるこの状じよう況きように誰だれも応こたえない。なら新しいコネクションを持つのは悪くない。


　他に問題があるとするなら………どの〝鬼種〟かだ。


「一つ聞きたい。あんたのコミュニティはどこだ？」


「それは言えん。承しよう諾だくせねば詮せん索さくは無用。私は月の出ているうちに帰る」


「チッ。選せん択たく肢しはねえか」


　ガルドは金きん髪ぱつの少女の腕うでを荒あら々あらしく振ふりほどいた。


「いいぜ。けど時間がない。種族そのものを変質させるにはどれぐらいかかる？」


「それなら気にするな。今この時、この場の僅かな時間で済む」


「何？」


　胸むな倉ぐらを摑まれる。ガルドの意識がそれに気づく前に、金髪の女の牙きばは首筋を食い破った。


　グチグチ、と荒あらい音とともに首の皮が裂さけてガルドの血を吸い上げていく。


「ギャ、ガッッッ!??」


　刹せつ那な、獣けものの本能を呑のみこむ紅あかい紅い血潮が体中を駆かけ巡めぐる。鼓こ動どうは濁だく流りゆうのように不規則に波打ち、細さい胞ぼうの一つ一つが火中にくべられた薪まきの如ごとく燃えて悲鳴を上げている。


　地じ獄ごくの釜かまに意識が沈しずんでいく中、ガルドは自分が誰と交こう渉しようしていたのかを知る。


（ヴァ、ヴァンパイアの純血───〝箱庭の騎き士し〟だと!?　この女、まさか！）


「先に断るが、騙だましてはいないぞ。私は確かに鬼き種のギフトを与あたえたのだからな」


　ペロリと舌で唇くちびるを舐なめる。その笑えみは年相応の悪戯っぽい笑顔なのに、見る者の心を酷ひどく冷めさせるような艶えん美びさがあった。


「さてさて。どう出る、新生〝ノーネーム〟」





　　　　＊





　───〝ノーネーム〟・居住区画、水門前。


　四人と一いつ匹ぴきは廃はい墟きよを抜ぬけ、徐じよ々じよに外観が整った空き家が立ち並ぶ場所に出る。四人はそのまま居住区を素す通どおりし、水樹と呼ばれる苗なえを貯水池に設置するのを見にいく。貯水池には先客がいたらしく、ジンとコミュニティの子供達が清せい掃そう道具を持って水路を掃そう除じしていた。


「あ、みなさん！　水路と貯水池の準備は調ととのっています！」


「ご苦労様ですジン坊ぼっちゃん♪　皆みんなも掃除を手伝っていましたか？」


　ワイワイと騒ぐ子供達が黒ウサギの元に群がる。


「黒ウサのねーちゃんお帰り！」


「眠ねむたいけどお掃除手伝ったよー」


「ねえねえ、新しい人達って誰!?」


「強いの!?　カッコいい!?」


「ＹＥＳ！　とても強くて可愛かわいい人達ですよ！　皆に紹しよう介かいするから一列に並んでくださいね」


　パチン、と黒ウサギが指を鳴らす。すると子供達は一糸乱れぬ動きで横一列に並ぶ。


　数は二〇人前後だろう。中には猫耳や狐きつね耳の少年少女もいた。


（マジでガキばっかだな。半分は人間以外のガキか？）


（じ、実際に目まの当たりにすると想像以上に多いわ。これで六分の一ですって？）


（………。私、子供嫌ぎらいなのに大だい丈じよう夫ぶかなあ）


　三人は三者三様の感想を心の中で呟つぶやく。子供が苦手にせよ何にせよ、これから彼らと生活していくのなら不和を生まない程度に付き会っていかねばならない。


　コホン、と仰ぎよう々ぎようしく咳せき込こんだ黒ウサギは三人を紹介する。


「右から逆さか廻まき十六夜いざよいさん、久く遠どう飛鳥あすかさん、春日かすか部べ耀ようさんです。皆も知っている通り、コミュニティを支えるのは力のあるギフトプレイヤー達です。ギフトゲームに参加できない者達はギフトプレイヤーの私生活を支え、励はげまし、時に彼らの為ために身を粉にして尽つくさねばなりません」


「あら、別にそんなのは必要ないわよ？　もっとフランクにしてくれても」


「駄だ目めです。それでは組織は成り立ちません」


　飛鳥の申し出を、黒ウサギはこれ以上ない厳しい声こわ音ねで断じる。


　今日一日の中で一番真しん剣けんな表情と声だった。


「コミュニティはプレイヤー達がギフトゲームに参加し、彼らのもたらす恩おん恵けいで初めて生活が成り立つのでございます。これは箱庭の世界で生きていく以上、避さける事が出来ない掟おきて。子供のうちから甘やかせばこの子達の将来の為になりません」


「………そう」


　黒ウサギは有う無むを言わさない気き迫はくで飛鳥を黙だまらせる。それは今日までの三年間、たった一人でコミュニティを支えていたものだけが知る厳しさだろう。飛鳥は同時に思ってしまった。


　自分に課せられた責任は、飛鳥が思っていたものより遥はるかに重いのかもしれないと。


「此こ処こにいるのは子供達の年長組です。ゲームには出られないものの、見ての通り獣のギフトを持っている子もおりますから、何か用事を言い付ける時はこの子達を使ってくださいな。みんなも、それでいいですね？」





「「「「「よろしくお願いします！」」」」」





　キーン、と耳鳴りがするほどの大声で二〇人前後の子供達が叫さけぶ。


　三人はまるで音波兵器のような感覚を受けた。


「ハハ、元気がいいじゃねえか」


「そ、そうね」


（………。本当にやっていけるかな、私）


　ヤハハと笑うのは十六夜だけで、他ほかの二人はなんとも言えない複雑な顔をしていた。


「さて、自己紹介も終わりましたし！　それでは水樹を植えましょう！　黒ウサギが台座に根を張らせるので、十六夜さんのギフトカードから出してくれますか？」


「あいよ」


　長年水が通っていない水路だが骨格だけは立派に残っている。しかし所々がひび割れして砂も要所に溜たまっていた。流石さすがに全すべての砂利じやりを取り除くのは難しかったのだろう。


　春日部耀は石いし垣がきに立ちながら物もの珍めずらしそうに辺りを見回す。


「大きい貯水池だね。ちょっとした湖ぐらいあるよ」


『そやな。門を通ってからあっちこっちに水路があったけど、もしあれに全部水が通ったら壮そう観かんやろなあ。けど使ってたのは随ずい分ぶん前の事なんちゃうんか？　どうなんやウサ耳の姉ちゃん』


　黒ウサギは苗を抱かかえたままクルリと振ふり返る。


「はいな、最後に使ったのは三年前ですよ三み毛け猫ねこさん。元々は龍りゆうの瞳ひとみを水珠じゆに加工したギフトが貯水池の台座に設置してあったのですが、それも魔ま王おうに取り上げられてしまいました」


　十六夜はキラリと瞳を輝かがやかせた。


「龍の瞳？　何それカッコいい超ちよう欲しい。何ど処こに行けば手に入る？」


「さて、何処でしょう。知っていても十六夜さんには教えません」


　十六夜に教えれば最後、確実に挑いどみに行くだろう。流石に龍を相手に一人で挑まれては助けようもない。黒ウサギは適当にはぐらかし、ジンが話を戻もどす。


「水路も時々は整備していたのですけど、あくまで最低限です。それにこの水樹じゃまだこの貯水池と水路を全て埋うめるのは不可能でしょう。ですから居住区の水路は遮しや断だんして本ほん拠きよの屋や敷しきと別館に直通している水路だけを開きます。此方こちらは皆で川の水を汲くんできたときに時々使っていたので問題ありません」


「あら、数kmも向こうの川から水を運ぶ方法があるの？」


　苗なえを植えるのに忙いそがしい黒ウサギに代わってジンと子供達が答えた。


「はい。みんなと一いつ緒しよにバケツを両手に持って運びました」


「半分くらいはコケて無くなっちゃうんだけどねー」


「黒ウサのねーちゃんが箱庭の外で水を汲んでいいなら、貯水池をいっぱいにしてくれるのになあ」


「………。そう。大変なのね」


　飛鳥はちょっぴりガッカリしたような顔をする。


　もっと画期的で幻げん想そう的なものを期待していたのだろう。しかしそんなものがあれば黒ウサギも水不足で頭を抱える事も無く、水樹であれほど大歓かん喜きすることも無かったに違ちがいない。


　黒ウサギは貯水池の中心にある柱の台座までピョン、と大きく跳ちよう躍やくすると、


「それでは苗の紐ひもを解いて根を張ります！　十六夜さんは屋敷への水門を開けてください！」


「あいよ」


　十六夜は貯水池に下りて水門を開ける。黒ウサギが苗の紐を解くと、根を包んでいた布から大波のような水が溢あふれ返り、激流となって貯水池を埋めていった。


　水門の鍵かぎを開けていた十六夜は驚おどろいて叫ぶ。


「ちょ、少しはマテやゴラァ!!　流石に今日はこれ以上濡ぬれたくねえぞオイ！」


　今日一日、散々ずぶ濡れになった十六夜は慌あわてて石垣まで跳躍する。


　封ふうを解かれた水樹の根は台座の柱を瞬またたく間に絡からめ、更さらに水を放出し続ける。


　水樹の青葉は樹枝から溢れ出た水と月明かりで燦さん然ぜんとした輝きを放っていた。


「うわお！　この子は想像以上に元気です♪」


　水門を勢いよく潜くぐった激流は、一直線に屋敷への水路を通って満たしていく。水樹から溢れた水は想像以上の量となって貯水池を埋めていった。


　昔のように並々と満ちていく水源を見てジンは感動的に呟つぶやく。


「凄すごい！　これなら生活以外にも水を使えるかも………！」


「なんだ、農作業でもするのか？」


「近いです。例えば水すい仙せん卵らん華かなどの水面に自生する花のギフトを繁はん殖しよくさせれば、ギフトゲームに参加せずともコミュニティの収入になります。これならみんなにも出来るし………」


「ふぅん？　で、水仙卵華ってなんだ御チビ」


　え？　とジンは半口を開いて驚いた。花を知らなかった事にではない。


　何の前まえ触ぶれもなく『御チビ』という尊敬語と嘲ちよう笑しようを交えた、なんとも言えない愛あい称しようで呼ばれたことに驚いたのだ。


「す、水仙卵華は別名・アクアフランと呼ばれ、浄じよう水すい効能のある亜あ麻ま色いろの花の事です。薬湯に使われる事もあり、観賞用にも取引されています。確か噴ふん水すい広場にもあったはず」


「ああ、あの卵っぽい蕾つぼみのことか？　そんな高級品なら一個ぐらいとっとけばよかったな」


「な、何を言い出すのですか！　水仙卵華は南区画や北区画でもギフトゲームのチップとしても使われるものですから、採ってしまえば犯罪です！」


「おいおい、ガキのくせに細かい事を気にするなよ御チビ」


　カチン、とジンは癪しやくに障さわったように言い返そうとする。


　しかし十六夜は右手を出してそれを制し、真しん剣けんな顔と凄味のある声で、


「悪いが、俺は俺が認めない限りは〝リーダー〟なんて呼ばねえぜ？　この水樹だって気が向いたから貰もらってきただけだ。コミュニティの為ため、なんてつもりはさらさらない」


　ジンは言葉に詰つまる。黒ウサギから、蛇じや神を打だ倒とうしてこの水樹を手に入れたのは十六夜だと聞いている。大戦力だと期待していただけに、この言葉の衝しよう撃げきも大きかった。


「黒ウサギにも言ったが、召しよう喚かんされた分の義理は返してやる。箱庭の世界は退たい屈くつせずに済みそうだからな。だがもし、義理を果たした時にこのコミュニティがつまらねえ事になっていたら………俺は躊躇ためらいなくコミュニティを抜ぬける。いいな？」


　真しん摯しとも、威い圧あつ的ともとれる不思議な声こわ音ねで十六夜は語る。軽けい薄はくそうな態度に気を取られていたが、この男こそ三人の中で最たる問題児なのだ。


　彼の指す〝つまらないこと〟が何かはわからないが、だからこそジンも覚かく悟ごするように強く頷うなずいて返す。


「僕らは〝打だ倒とう魔ま王おう〟を掲かかげたコミュニティです。何時いつまでも黒ウサギに頼たよるつもりはありません。次のギフトゲームで………それを証明します」


「そうかい。期待してるぜ御チビ様」


　一転してケラケラと軽薄な笑いを滲にじませる。ジンとしてはイラッとする呼び方だが、今はそれも仕方がない事だと言葉を呑のみこむ。黒ウサギに依い存そんしてきたジンと違い、新たな同士である十六夜のほうがコミュニティに貢こう献けんできているのだから。


（初めてのギフトゲーム………僕が頑がん張ばらないと）


　水面に浮うかぶ十六夜いざよいの月を見下ろし、ジンは一人で呟くのだった。





　　　　＊





　屋や敷しきに着いた頃ころには既すでに夜中になっていた。月明かりのシルエットで浮き彫ぼりになる本ほん拠きよはまるでホテルのような巨きよ大だいさである。耀は本拠となる屋敷を見上げて感かん嘆たんしたように呟く。


「遠目から見てもかなり大きいけど………近づくと一層大きいね。何ど処こに泊とまればいい？」


「コミュニティの伝統では、ギフトゲームに参加できる者には序列を与あたえ、上位から最上階に住む事になっております………けど、今は好きなところを使っていただいて結構でございますよ。移動も不便でしょうし」


「そう。そこにある別館は使っていいの？」


　飛鳥は屋敷の脇わきに建つ建物を指さす。


「ああ、あれは子供達の館やかたですよ。本来は別の用よう途とがあるのですが、警備の問題でみんな此こ処こに住んでます。飛鳥さんが一二〇人の子供と一いつ緒しよの館でよければ」


「遠えん慮りよするわ」


　飛鳥は即そく答とうした。苦手ではないにせよそんな大人数を相手にするのは御ご免めんなのだろう。


　三人は箱庭やコミュニティの質問などはさておき、『今はともかく風ふ呂ろに入りたい』という強い要望の下もと、黒ウサギは湯ゆ殿どのの準備を進める。


　しばらく使われていなかった大浴場を見た黒ウサギは真っ青になり、


「一刻ほどお待ちください！　すぐに綺き麗れいにいたしますから！」


　と叫さけんで掃そう除じに取り掛かかった。それはもう凄せい惨さんな事になっていたのだろう。


　三人はそれぞれに宛あてがわれた部屋を一通り物色し、来客用の貴き賓ひん室で集まっていた。


『お嬢じよう………ワシも風呂に入らなアカンか？』


「駄だ目めだよ。ちゃんと三み毛け猫ねこもお風呂に入らないと」


「………ふぅん？　聞いてはいたけど、オマエは本当に猫ねこの言葉が分かるんだな」


「うん」


『オイワレ、お嬢をオマエ呼ばわりとはどういうことや！　調子乗るとオマエの寝ね床どこを毛玉だらけにするぞコラ！』


「駄目だよ、そんなこと言うの」


　傍はた目めにはニャーニャーとしか聞こえない猫の声に耀は反応する。その様子は傍目から見ると不気味に見えた。飛鳥は聞きにくそうに質問する。


「出すぎたことを聞くけど………春日部さんに友達ができなかったのはもしかして」


「友達は沢たく山さんいたよ。ただ人間じゃなかっただけ」


　それ以上の詮せん索さくを拒きよ否ひする声音に、飛鳥は口を塞ふさぐ。


　廊ろう下かから黒ウサギの声がしたのはそれからすぐの事だった。


「ゆ、湯殿の用意ができました！　女性様方からどうぞ！」


「ありがと。先に入らせてもらうわよ、十六夜君」


「俺は二番風呂が好きな男だから特に問題はねえよ」


　女性三人は真っ直すぐに大浴場に向かう。一人になった十六夜は暫しばらく貴賓室で寛くつろいだ後、


「さてと───今のうちに、外の奴らと話をつけておくか」





　　　　＊





　女性三人は大浴場で体を洗い流し、湯に浸つかってようやく人ひと心地ごこちついたように寛いでいた。大浴場の天てん井じようは箱庭の天幕と同じなのか、天井が透すけて夜空には満天の星が見える。


　黒ウサギは上を向き、長い一日を振ふり返るように両りよう腕うでを上げて背せ伸のびしていた。


「本当に長い一日でした。まさか新しい同士を呼ぶのがこんなに大変とは、想像もしておりませんでしたから」


「それは私達に対する当て付けかしら？」


「め、滅めつ相そうもございません！」


　バシャバシャと湯に波を立て、慌あわてて否定する黒ウサギ。耀は隣となりでふやけた様にウットリした顔で湯に浸かっている。そのふやけそうな顔で呟つぶやいた。


「このお湯………森林の中の匂においがして、凄すごく落ち着く。三毛猫も入ればいいのに」


「そうですねー。水樹から溢あふれた水をそのまま使っていますから三毛猫さんも気に入ると思います。浄じよう水すいですからこのまま飲んでも問題ありませんし」


「うん。………そういえば、黒ウサギも三毛猫の言葉が分かるの？」


「ＹＥＳ♪　〝審判権限ジヤツジマスター〟の特性上、よほど特異な種でない限り黒ウサギはコミュニケーション可能なのですよ」


　そっか、と耀は返事する。ちょっぴり嬉うれしそうだったのは気のせいではないだろう。


　飛鳥は長く艶つやのある髪かみを纏まとめなおし、夢ゆめ心地ごこちで呟く。


「ちょっとした温泉気分ね。好きよ、こういうお風呂」


　右みぎ腕うでを上に伸のばし、左手でそれをさする。それだけで素す肌はだが綺麗になる錯さつ覚かくがあった。


「水を生む樹………これも〝ギフト〟と呼ばれるものなの？」


「はいな。〝ギフト〟は様々な形に変へん幻げんさせる事ができ、生命に宿らせることでその力を発揮します。この水樹は〝霊れい格の高い霊樹〟と〝水神の恩おん恵けい〟を受けて生まれたギフトでございます。もしも恩恵を生き物に宿らせれば、水を操あやつる事のできるギフトとして顕けん現げんしたはずデス」
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「水を操る？　水を生むのではなく？」


「それも出来なくないですが、霊樹みたく浄水にするのは難しいです。それに水樹は無から水を生むのではなく、大気中の水分を葉から吸収して増量させているのが正しい解です。完全な無から有限物質を生むとなると、それこそ白夜叉様や龍りゆうぐらい自力がないと」


　そう、と空返事する飛鳥。


　満天の星空を見上げながらふっと思い付いたように呟く。


「龍、ね………それもギフトゲームで手に入れたの？　龍のゲームはどんなゲーム？」


「そ、それは流石さすがにわかりかねます。黒ウサギがコミュニティに入った頃ころには既すでに台座に飾かざられていましたから」


「あら残念。明日のギフトゲームの参考にしようと思ったのに」


　黒ウサギは飛鳥の言葉を杞き憂ゆうだと笑い飛ばす。


「まさか！　〝フォレス・ガロ〟がそんな大層なゲームを用意することなど不可能でございますよ。相手のコミュニティの存続がかかったゲームですから、得意分野の〝力〟を競きそうモノになると思いますが、飛鳥さん達なら問題ないでしょう。よほど運に頼たよったゲームでない限りは心配ご無用です」


　飛鳥が途と端たんに嫌いやな顔をして聞き直す。


「運に頼りきったゲームなんてあるの？」


「ＹＥＳ！　ギフトゲームもピンキリですから。純じゆん粋すいな〝運気〟を試ためすギフトゲームは数多あまたに存在します。代表的なのはサイコロを使ったゲームでしょうか」


「そ、そう」


　複雑そうに顔を歪ゆがめる。コミュニティの存続を賭かけたゲームを行うというのに、それを運に任せるような真ま似ねはして欲しくなかった。そんな決けつ闘とう、華はなが無いにも程ほどがある。


「ギフトゲーム………か。私は楽しければそれでいいと思ってたのにな。コミュニティの事を考えると無む茶ちやは出来ないわね。春日部さんはどう思う？」


　話題を耀に振る飛鳥。すっかり湯船でふやけていた耀はハッとして応こたえる。


「私はとにかく勝てばいいと思う。勝てば私達も楽しい、コミュニティも嬉しい。一石二鳥」


「耀さんの言う通りでございます！　ゲームを楽しむのは一流プレイヤーの条件ですよ」


「そう言ってもらえると助かるわ」


　飛鳥は〝フォレス・ガロ〟のギフトゲームを無む償しようで引き受けた事を、今になって気にしていた。元々勝てる試合だ。〝全財産を賭けろ〟とでも吹ふっ掛かけておけばよかったのだ。


　黒ウサギは話題を変えるように二人に近づく。


「ところでところで御二人様。こうして裸はだかのお付き合いをしているのですし、よかったら黒ウサギも御二人様の事を聞いてもいいですか？　ご趣しゆ味みや故郷のことなどナド」


「あら、そんなもの聞いてどうするの？」


「それはもう、黒ウサギの好こう奇き心しんというやつでございますヨ！　ずっとずっと待ち望んでいた女の子の同士、黒ウサギは御二人様に興味津しん々しんでございます♪」


　嬉き々きとした笑え顔がおで質問する黒ウサギ。それは裏も他意も無い言葉だったが、二人は気が乗らないような顔をする。それというのも、手紙にはこう書かれていたからだ。


『家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い』と。


　その捨ててきたものを今さら顧かえりみるような真似は、なるべくしたくない。


「けど、そうね。これから一いつ緒しよに生活する仲だもの。障さわりない程度なら構わないわよ」


「私はあまり話したくない。けど、質問はしたい。黒ウサギには興味ある。髪の色が桜色になるなんて、ちょっとカッコイイ」


「あやや、黒ウサギってばカッコイイですか？」


「それなら私も気になっていたところよ。ならお互いに情報交換、ということでいいかしら」


　娘むすめ三人はしばし湯に浸かって歓かん談だんを続けるのだった。





　　　　＊





　その夜は十六夜いざよいの月だった。


　黒ウサギ達に招かれた館やかたを出た逆廻十六夜は、コミュニティの子供達が眠ねむる別館の前で仁に王おう立ちするかの如ごとく腕うでを組んで立ち尽つくしていた。


「おーい………そろそろ決めてくれねえと、俺が風ふ呂ろに入れねえだろうが」


　ザァ、と風が木々を揺ゆらす。一見して人の気配はないものの、十六夜は面めん倒どうくさそうな顔をしながら誰だれかに話しかけるように独り言を続ける。


「ここを襲おそうのか？　襲わねえのか？　やるならいい加減に覚かく悟ご決めてかかってこいよ」


　ザザァ、ともう一度だけ風が木々を揺らす。やはり誰かが隠かくれているようには見えない。


　呆あきれたように石を幾いくつか拾った十六夜は、木こ陰かげに向かって軽く投石した。


「よっ！」


　ズドガァン！　と軽いフォームからは考えられないデタラメな爆ばく発はつ音が辺り一帯の木々を吹き飛ばし、同時に現れた人ひと影かげを空中高く蹴け散ちらせ、別館の窓ガラスに振しん動どうを奔はしらせる。


　別館から何事かと慌あわてて出てきたジンが十六夜に問う。


「ど、どうしたんですか!?」


「侵しん入にゆう者っぽいぞ。例の〝フォレス・ガロ〟の連中じゃねえか？」


　空中からドサドサと落ちてくる黒い人影と瓦が礫れき。


　意識のある者はかろうじて立ち上がり、十六夜達を見つめる。


「な、なんというデタラメな力………！　蛇じや神を倒たおしたというのは本当の話だったのか」


「ああ………これならガルドの奴やつとのゲームに勝てるかもしれない………！」


　侵入者の視線に敵意らしいものは感じられなかった。それに気づいていたのか、十六夜は侵入者に歩み寄って声をかける。


「おお？　なんだお前ら、人間じゃねえのか？」


　侵入者の姿はそれぞれの一部が人とかけ離はなれたものだった。


　犬の耳を持つ者、長い体毛と爪つめを持つ者、ハ虫類のような瞳ひとみを持つ者。


　十六夜は物色するように彼らを興味深く見つめる。


「我々は人をベースにさまざまな〝獣けもの〟のギフトを持つ者。しかしギフトの格が低いため、このような半はん端ぱな変へん幻げんしかできないのだ」


「へえ………で、何か話をしたくて襲わなかったんだろ？　ほれ、さっさと話せ」


　十六夜はにこやかに話しかける。しかし侵入者は全員、沈ちん鬱うつそうに黙だまり込む。


　互たがいに目配せした後、意を決するように頭を下げて、


「恥はじを忍しのんで頼たのむ！　我々の………いえ、魔ま王おうの傘さん下かであるコミュニティ〝フォレス・ガロ〟を、完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶしてはいただけないでしょうか!!」


「嫌いやだね」


　決死の言葉をサラリと一いつ蹴しゆうする。侵入者は絶句して固まっていた。隣となりで様子を窺うかがっていたジンも呆あつ気けにとられたように半口を開けている。


　十六夜は一転してつまらない顔になり、侵入者に背を向けた。


「どうせお前らもガルドって奴に人ひと質じちを取られている連中だろ？　命令されてガキを拉ら致ちしに来たってところか？」


「は、はい。まさかそこまで御見通しだとは露つゆ知しらず失礼な真ま似ねを………我々も人質を取られている身分、ガルドには逆らうこともできず」


「ああ、その人質な。もうこの世にいねえから。はいこの話題終しゆう了りよう」


「─────………なっ」


「十六夜さん!!」


　ジンが慌てて割って入る。しかし十六夜はジンにも冷たい声こわ音ねで接する。


「隠す必要あるのかよ。お前らが明日のギフトゲームに勝ったら全部知しれ渡わたる事だろ？」


「そ、それにしたって言い方というものがあるでしょう!!」


「ハッ、気を使えってことか？　冗じよう談だんきついぞ御チビ様。よく考えてみろよ。殺された人質を攫さらってきたのは誰だ？　他ほかでもないコイツらだろうが」


　はっとジンは振ふり返る。もしも人質を救うために新たな人質を攫ってきていたのなら………殺された人質の半数は彼らが殺したと言っても過言ではない。


「悪党狩がりってのはカッコいいけどな。同じ穴のムジナに頼まれてまでやらねえよ、俺は」


「そ、それでは、本当に人質は」


「………はい。ガルドは人質を攫ったその日に殺していたそうです」


「そんな………！」


　侵入者は全員、その場で項うな垂だれる。彼らは人質の為ために今日まで手を汚よごしてきたというのに、その人質がもうこの世にいないと知った衝しよう撃げきは計り知れないだろう。


　絶望に沈しずむ彼らをみて、ふっと閃ひらめいたように十六夜は考える。


（魔王の傘下のゲスい悪党………もしかしてこれは使えるか？）


　クルリと振り返る。まるで新しい悪戯いたずらを思いついた子供のような笑え顔がおで侵入者の肩かたを叩き、


「お前達、〝フォレス・ガロ〟とガルドが憎にくいか？　叩きつぶされて欲しいか？」


「あ、当たり前だ！　俺達がアイツのせいでどんな目にあってきたか………！」


「そうかそうか。でもお前達にはそれをするだけの力はないと？」


　ぐっと唇くちびるを嚙かみしめる男達。


「ア、アイツはあれでも魔王の配下。ギフトの格も遥はるかに上だ。俺達がゲームを挑いどんでも勝てるはずがない！　いや、万が一勝てても魔王に目を付けられたら」


「その〝魔王〟を倒す為のコミュニティがあるとしたら？」


　え？　と全員が顔を上げる。十六夜はジンの肩を抱だき寄せると、


「このジン坊ぼっちゃんが、魔王を倒すためのコミュニティを作ると言っているんだ」


「なっ!?」


　侵しん入にゆう者一同含ふくめ、ジンでさえ驚きよう愕がくした。それはこのコミュニティの趣しゆ旨しと近いようでまるで違ちがう。彼はコミュニティを守る事と、旗印を奪うばった魔王だけを倒すつもりでいた。


　しかし十六夜の説明ではまるで、全すべての魔王を対象に活動するコミュニティではないか。


　おそらく前例のないコミュニティに侵入者は困こん惑わくして聞き直す。


「魔王を倒すためのコミュニティ………？　そ、それはいったい」


「言葉の通りさ。俺達は魔王のコミュニティ、その傘下も含め全てのコミュニティを魔王の脅きよう威いから守る。そして守られるコミュニティは口を揃そろえてこう言ってくれ。〝押し売り・勧かん誘ゆう・魔王関係御お断ことわり。まずはジン＝ラッセルの元に問い合わせください〟」


「じょ、」


　冗談でしょう!?　と言いたかったジンの口を塞ふさぐ。十六夜は何ど処こまでも本気である。


　十六夜は勢いよく立ちあがり、まるで強風を受け止めるように腕うでを広げ、


「人質の事は残念だった。だけど安心していい。明日ジン＝ラッセル率いるメンバーがお前達の仇かたきを取ってくれる！　その後の心配もしなくていいぞ！　なぜなら俺達のジン＝ラッセルが〝魔王〟を倒すために立ち上がったのだから！」


「おお………！」


　大おお仰ぎような口調で語る十六夜。それに希望を見る侵入者一同。


　ジンは必死に腕の中でもがくが、十六夜の馬ば鹿か力ぢからに押さえつけられ声も出ない。


「さあ、コミュニティに帰るんだ！　そして仲間のコミュニティに言いふらせ！　俺達のジン＝ラッセルが〝魔ま王おう〟を倒たおしてくれると！」


「わ、わかった！　明日は頑がん張ばってくれジン坊っちゃん！」


「ま………待っ………！」


　ジンの叫さけびも届かず、あっという間に走り去る侵入者一同。


　腕を解かれたジンは茫ぼう然ぜん自じ失しつになって膝ひざを折るのだった。
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　お風ふ呂ろから上がった娘むすめ三人は、パジャマ代わりに用意されたネグリジェを着たまま、明日からの着き替がえの為に黒ウサギの部屋までやってきていた。特に飛鳥の場合、正装でこの箱庭に来てしまったため、普ふ段だん着ぎが一着もない。耀は依い然ぜんとして変わらないシンプルな服を好んでいたから問題は無かったが、飛鳥はどうにも納なつ得とくできなかったのだろう。


「せっかくこんな素す敵てきな世界に来たのだもの。相応の衣装を普段着に使っても問題は無いでしょう？」


「それは勿もち論ろんでございます。しかし、黒ウサギの衣装棚だなに飛鳥さんの気に入るようなものがあるかどうか………」


　ゴソゴソ。衣装棚を漁あさる黒ウサギ。


　ふっと飛鳥の視線が泳ぐと、奥にあるクローゼットが目に留まった。


　それに気づいた黒ウサギは、妙みよう案あんを思い付いたとばかりにウサ耳を跳はねさせる。


「そういえばあのクローゼットには、審しん判ぱん時に着用を求められた衣装が………！」


　クローゼットを開く黒ウサギ。其そ処こには様々なコスチュームが飾かざられていた。


「飛鳥さんの好みはワンピースですか？　ツーピースですか？」


「どちらかといえば、ワンピースの方かしら」


「そうですよねー♪　黒ウサギもワンピースの方が好きです。スカートはどうです？」


「特にこだわりは無いけど………黒ウサギのスカートの丈たけは、少し恥はずかしいわ」


「うう、そうですよね。黒ウサギもロングスカートの方が好みでございます………」


　ゴソゴソ。一体何着のコスチュームがあるというのか。黒ウサギは取り出しては投げ捨て、それらを物色していく。


　クローゼットを漁る黒ウサギが突とつ然ぜん声を上げた。


「あ、コレなんていかがでしょう!?」


　バサァ、と広がる真しん紅くの衣装。ワンピースのロングスカート───というよりは、完全にドレススカートそのものだ。耀は余りの派手さに三度、瞳ひとみを瞬またたかせた。


「………。これを普段着に？」


「あら、素敵じゃない？　私はこういう衣装も好きよ」


　意外と好こう感かん触しよくの飛鳥は、ネグリジェを脱ぬいで早さつ速そくその場で服を着替える。黒ウサギは手伝いながら、この衣装について説明した。


「この衣装は審判用に白夜叉様から戴いただいたものでございます。ウサギ達はご依い頼らいがあれば審判とともに進行役としてゲームを盛り上げる仕事も御ご座ざいますから」


「そうなの？」


「ＹＥＳ。ですのでこの衣装には、身を守る為ための加護が付属されております。明日のギフトゲームの際に着ていくのもよろしいかもしれません」


　飛鳥はそこでようやく、黒ウサギの意図を理解した。


　ただの華か美び装そう飾しよくな衣装というだけではなく、ギフトとしての加護が宿るこのドレスならば、普段着にも有事の際にも着ていられると思ってのことだろう。


　ドレスを着たまま一歩、二歩と飛鳥はステップを踏ふむ。


　足元まで伸のびる美び麗れいなレースの布地は飛鳥のステップに合わせて踊おどるように舞まい、着る事で逆に身軽さを感じるような錯さつ覚かくがあった。


　飛鳥は感かん嘆たんの声を上げる。


「………驚おどろいたわ。こんなに凄すごく動きやすいスカートは初めて───」


「ふふ、当然でございます！　何といってもこの衣装は、」


「───だけど、胸が余るわ」


　へ？　と言葉を無くし、飛鳥の胸からのボディラインを凝ぎよう視しする黒ウサギ。


　飛鳥も十五歳の少女にしては発育がいいのだが、黒ウサギの発育と比べればまだ幼い。


　一見して少女のような黒ウサギだが、豊満な胸と臍へそから臀でん部ぶにかけての女性らしい肉付きは理想的なボディラインを描えがいている。


　辛かろうじて胴どう回まわりは同じサイズのようだが、ドレスの胸の部分は完全に余っていた。


　黒ウサギは慌あわててフォローを入れる。


「あやや、こ、これは………！　え、えーとですね！　こ、今晩のうちに服のサイズを飛鳥さんに合わせておきますので！　明日のゲームには間に合うかと………！」


「………そうね。お願いするわ」


　複雑な表情で承しよう諾だくする飛鳥。口にはしないものの、言いようのない敗北感があった。たとえ問題児であっても、乙女おとめであることには違ちがいない。


　本ほん拠きよの廊ろう下かをドタバタと走り抜ぬける音がしたのは、それから少し後のことである。





　　　　＊





　本拠の最上階・大広間に十六夜を引きずって連れてきたジンは、堪たまりかねて大声で叫さけんだ。


「どういうつもりですか!?」


「〝打だ倒とう魔ま王おう〟が〝打倒全すべての魔王とその関係者〟になっただけだろ。〝魔王にお困りの方、ジン＝ラッセルまでご連れん絡らくください〟───キャッチフレーズはこんなところか？」


「全然笑えませんし笑い事じゃありません！　魔王の力はこのコミュニティの入口を見て理解できたでしょう!?」


「勿論。あんな面おも白しろそうな力を持った奴やつとゲームで戦えるなんて最高じゃねえか」


　大広間に備え付けられた長なが椅い子すに座った十六夜は、背もたれに踏ん反りかえるようにもたれかかり、魔王との戦いを希望すると口にした。ジンは絶句し、十六夜の行動を問いただす。


「お………面白そう？　では十六夜さんは自分の趣しゆ味みの為にコミュニティを滅めつ亡ぼうに追いやるつもりですか？」


　ジンの口調も厳しい。十六夜の主張は聞き捨てならないものだ。


　もしも………この男が自分の娯ご楽らくの為だけにコミュニティを利用するつもりでいるのなら、たとえどんな大戦力であっても迎むかえる事は出来ない。黒ウサギと相談してすぐに追い出さねばならなかった。十六夜は普ふ段だん通りの軽けい薄はくな笑いを浮うかべたまま、


「いいや。これはコミュニティの発展に必要不可欠な作戦だ」


「作戦？………どういうことです？」


「先に確かく認にんしたいんだがな。御チビは俺達を呼び出して、どうやって魔王と戦うつもりだったんだ？　あの廃はい墟きよを作った奴や、白夜叉みたいな力を持つのが〝魔王〟なんだろ？」


　ぐっとジンは黙だまりこむ。名めい誉よの奪だつ還かんと打倒魔王を望んではいても、彼にはリーダーとして明確な方針があったわけではない。ジンは幼い知ち恵えを駆く使しして答える。


「まず……水源を確保するつもりでした。新しい人材と作戦を的確に組めば、水神クラスは無理でも水を確保する方法はありましたから。けどそれに関しては十六夜さんが想像以上の成果を上げてくれたので素す直なおに感謝しています」


「おう、感謝しつくせ」


　ケラケラ笑う十六夜を無視してジンは続ける。


「ギフトゲームを堅けん実じつにクリアしていけばコミュニティは必ず強くなります。たとえ力のない同士が呼び出されたとしても、力を合わせればコミュニティは大きくできます。ましてやこれだけ才有る方々が揃そろえば………どんなギフトゲームにも対たい抗こうできたはず」


「期待一いつ杯ぱい、胸むね一杯だったわけか」


　十六夜は全く悪びれた様子はない。ジンは我が慢まんできずに口調を崩くずして叫んだ。


「それなのに………それなのに、十六夜さんは自分の娯楽の為だけにコミュニティを危機に晒さらし陥おとしいれるような真ま似ねをした!!　魔王を倒たおすためのコミュニティなんて馬ば鹿かげた宣せん誓せいが流布されたら最後、魔王とのゲームは不ふ可か避ひになるんですよ!?　そのことを本当に貴方あなたは分かっているのですか!?」


　ジンは叫ぶと同時に大広間の壁かべを強く叩たたいた。よほど腹に据すえかねたのだろう。


　そんなジンを見つめる十六夜は軽薄な笑いを消し、今度は侮ぶ蔑べつするような目を向ける。


「呆あきれた奴だ。そんな机き上じようの空論で再建がどうの、誇ほこりがどうのと言っていたのかよ。失望したぜ御チビ」


「な、」


「ギフトゲームに参加して力を付ける？　そんなもんは大前提だ。俺が聞いているのは魔王にどうやって勝つかだ」


「だ、だからギフトゲームに参加して力を付けて」


「じゃあ前のコミュニティはギフトゲームに参加して、力を付けていなかったのか？」


「そ………それは」


　ジンは言葉に詰つまる。十六夜は間を置かず畳たたみ掛かける。


「加えて聞くが、前のコミュニティが大きくなったのはギフトゲームだけだったのか？」


「………。いえ」


　コミュニティを大きくするのは強大なギフトと、強大なギフト保持者。つまり人材だ。


　己おのれの才を頼たよりに生きているギフト保持者が、名の売れたコミュニティに籍せきを置きたいと願うのは当然の流れである。しかしこのコミュニティには………肝かん心じんの名も旗印も無い。


「俺達には名前も旗印も無い。コミュニティを象しよう徴ちよう出来る物が何一つないわけだ。これじゃコミュニティの存在は口コミでも広まりようがない。だからこそ俺達を呼んだんだろ？」


「……………」


「今のままじゃ物を売買するときに、無記名でサインするのと大して変わらねえ。〝サウザンドアイズ〟が〝ノーネーム〟を客として扱あつかわなかったのは当然だろうよ。〝ノーネーム〟ってのは所しよ詮せん、名前の無いその他大勢でしかない。だから信用すると危険なんだ。そのハンディキャップを背負ったまま、お前は先代のコミュニティを超こえなきゃいけないんだぜ？」


「先代を……超える………!?」


　ジンはその事実に、金かな槌づちで頭を叩かれたような気がした。


　この箱庭の都市で一目置かれるほど強大だった、先代のコミュニティ。


　才も乏とぼしく、身の上と成り行きでリーダーになったジンが〝打倒魔王〟と口にする事はあっても、十六夜の言葉こそ目を逸そらし続けていた現実なのだ。


　言い返す事も出来ないジンに、呆れたように追い打ちをかける。


「その様子だと、ホントに何も考えてなかったんだなオマエ」


「……………っ」


　ジンは悔くやしさと、言葉にした責任の大きさで顔が上げられなかった。


　しかし十六夜はジンの肩かたを力強く握にぎりしめ、悪戯いたずらっぽく笑い、


「名も旗も無いとなると───他ほかにはもう、リーダーの名前を売り込むしかないよな？」


　ハッとジンは顔を上げた。同時に十六夜の意図に気づく。十六夜は侵しん入にゆう者に対して、しきりにジンの名前と彼がリーダーであることを強調していた。それはつまり、


「僕を担かつぎあげて………コミュニティの存在をアピールするということですか？」


「ああ。悪くない手だろ？」


　自じ慢まんげに笑う十六夜の顔を、先ほどとは違ちがった視線で見つめ直す。


　彼の言葉を脳内で何度も反はん芻すうしたジンは、その作戦について真しん剣けんに考え始める。


「た、確かに………それは有効な手段です。リーダーがコミュニティの顔役になってコミュニティの存在をアピールすれば………名と旗に匹ひつ敵てきする信用を得られるかも」


　例えば白夜叉。彼女は〝サウザンドアイズ〟の一幹部に過ぎないのに、その名前は東西南北に知しれ渡わたるほど強大だ。名の売れたリーダーは、時に旗印に匹敵する。


「けどそれだけじゃ足りねえ。噂うわさを大きく広めるにはインパクトが足りない。だからジン＝ラッセルという少年が〝打だ倒とう魔ま王おう〟を掲かかげ、一味に一度でも勝利したという事実があれば───それは必ず波は紋もんになって広がるはず。そしてそれに反応するのは魔ま王おうだけじゃない」


「そ、それは誰だれに？」


「同じく〝打倒魔王〟を胸に秘ひめた奴やつらに、だ」


　魔王は力のあるコミュニティに戯たわむれで戦いを挑いどむ。その娯ご楽らくの為ために箱庭に存在していると言っても過言ではない。その結果としてコミュニティを崩ほう壊かいさせられた者は星の数ほどいるだろう。惜おしくも魔王に敗れ去った実力者が、打倒魔王を胸に秘めている可能性は高い。


　ジンは想像もしていなかった具体的な作戦に、胸を高鳴らせていた。


　彼の口にする事は大いにあり得るからだ。


「僕の名前でコミュニティの存在を広める………」


「そう。今回の一件はチャンスだ。相手は魔王の傘さん下か、しかも勝てるゲーム。被ひ害がい者しやは数多あまたのコミュニティ。ここでしっかり御チビの名前を売れば」


　二一〇五三八〇外門付近のコミュニティには、小さいまでも波紋が広がるかもしれない。


　魔王の傘下に苦しむコミュニティに恩を売れば、水面下で徐じよ々じよに噂は広がっていくだろう。


「ま、御チビ様が懸け念ねんするように他の魔王を引き寄せる可能性は大きいだろうよ。けど魔王を倒たおした前例もあるはずだ。そうだろ？」


　黒ウサギはこう説明していた。〝魔王を倒せば魔王を隷れい属ぞくさせられる〟と。これは魔王を倒した者の存在を証明しており、同時に強力な駒こまを組織に引き入れるチャンスでもあるのだ。


「今のコミュニティに足りないのはまず人材だ。俺並みとは贅ぜい沢たく言わないが、俺の足元並みは欲しい。けど伸のるか反そるかは御チビ次し第だい。他にカッコいい作戦があるなら、協力は惜しまんぜ？」


　ニヤニヤと笑う十六夜の顔をジンは見つめ直す。そこに先ほどまでの怒いかりは無い。


　彼の作戦の筋は通っていた。だから賛成するのは簡単だったが、大きな不安要素があるのも忘れてはいけない。それを踏ふまえた上で、ジンは条件を出す。


「一つだけ条件があります。今度開かれる〝サウザンドアイズ〟のギフトゲームに、十六夜さん一人で参加してもらってもいいですか？」


「なんだ？　俺の力を見せろってことか？」


「それもあります。ですが理由はもう一つあります。このゲームには僕らが取り戻もどさなければならない、もう一つの大事な物が出品される」


　名と旗印。それに匹敵するほど大事な、コミュニティの宝物。


「まさか………昔の仲間か？」


「はい。それもただの仲間ではありません。元・魔王だった仲間です」


　十六夜の瞳ひとみが光る。軽けい薄はくな笑いには凄すご味みが増し、危険な香かおりのする雰ふん囲い気きを漂ただよわせ始めた。


「へぇ？　元・魔王様が昔の仲間か。コレの意味する事は多いぜ？」


　ジンも頷うなずいて返す。


「はい。お察しの通り、先代のコミュニティは魔王と戦って勝利した経験があります」


「そして魔王を隷属させたコミュニティでさえ滅ほろぼせる───仮か称しよう・超ちよう魔ま王おうとも呼べる超ちよう素す敵てきネーミングな奴も存在している、と」


「そ、そんなネーミングで呼ばれてはいません。魔王にも力関係はありますし、十人十色です。白夜叉様も〝主催者権限ホストマスター〟を持っていますが、今はもう魔王とは呼ばれていません。魔王とはあくまで〝主催者権限〟を悪用する者達の事ですから」


〝主催者権限〟そのものは箱庭を盛り上げる装置の一つでしかなかった。


　それを悪用されるようになって〝魔王〟という言葉が出来たのだとジンは語る。


「ゲームの主しゆ催さいはその〝サウザンドアイズ〟の幹部の一人です。僕らを倒した魔王と何らかの取引をして仲間の所有権を手に入れたのでしょう。相手は商業コミュニティですし、金品で手を打てればよかったのですが………」


「貧びん乏ぼうは辛つらいってことか。とにかく俺はその元・魔王様の仲間を取り戻せばいいんだな？」


　ジンは頷いて返す。それが出来るのならば是ぜ非ひにでもお願いしたかった。


「はい。それが出来れば対魔王の準備も可能になりますし、僕も十六夜さんの作戦を支持します。ですから黒ウサギにはまだ内密に………」


「あいよ」


　十六夜が席を立つ。大広間の扉とびらを開けて自室に戻る時、ふと閃ひらめいたようにジンに声をかけた。


「明日のゲーム、負けるなよ」


「はい。ありがとうございます」


「負けたら俺、コミュニティを抜ぬけるから」


「はい。………え？」












　第五章







　───箱庭二一〇五三八〇外門。ペリベッド通り・噴ふん水すい広場前。


　飛鳥、耀、ジン、そして黒ウサギと十六夜と三み毛け猫ねこは〝フォレス・ガロ〟のコミュニティの居住区を訪おとずれる道中、〝六本傷〟の旗が掲かかげられた昨日のカフェテラスで声をかけられた。


「あー！　昨日のお客さん！　もしや今から決けつ闘とうですか!?」


『お、鉤かぎ尻尾しつぽのねーちゃんか！　そやそや今からお嬢じよう達の討うち入りやで！』


　ウェイトレスの猫ねこ娘むすめが近寄ってきて、飛鳥達に一礼する。


「ボスからもエールを頼たのまれました！　ウチのコミュニティも連中の悪行にはアッタマきてたところです！　この二一〇五三八〇外門の自由区画・居住区画・舞ぶ台たい区画の全すべてでアイツらやりたい放題でしたもの！　二度と不義理な真ま似ねが出来ないようにしてやってください！」


　ブンブンと両手を振ふり回まわしながら応おう援えんする鉤尻尾の猫娘。


　飛鳥は苦く笑しようしながらも強く頷いて返す。


「ええ、そのつもりよ」


「おお！　心強い御お返へん事じだ！」


　満面の笑えみで返す猫娘。だがしかし、急に声を潜ひそめてヒソヒソと呟つぶやく。


「実は皆みなさんにお話があります。〝フォレス・ガロ〟の連中、領地の舞台区画ではなく、居住区画でゲームを行うらしいんですよ」


「居住区画で、ですか？」


　答えたのは黒ウサギ。初めて聞く言葉に飛鳥は小首を傾かしげる。


「黒ウサギ。舞台区画とはなにかしら？」


「ギフトゲームを行う為ための専用区画でございますよ」


　舞台区画とは、コミュニティが保有するギフトゲームを行う為の土地だ。白夜叉のように別次元にゲーム盤ばんを用意できる者達は極きわめて少ない。下層なら尚なお更さらだ。


　他ほかにも商業や娯ご楽らく施し設せつを置く自由区画。


　寝しん食しよくや菜園・飼育などをする居住区画など、一つの外門にも莫ばく大だいな数の区画がある。


「しかも！　傘さん下かに置いているコミュニティや同士を全員ほっぽり出してですよ！」


「………それは確かにおかしな話ね」


　飛鳥達は顔を見合わせ、首を捻ひねる。


「でしょでしょ!?　何のゲームかは知りませんが、とにかく気を付けてくださいね！」





　熱ねつ烈れつなエールを受け、一同は〝フォレス・ガロ〟の居住区画を目指す。


「あ、皆さん！　見えてきました………けど、」


　黒ウサギは一いつ瞬しゆん、目を疑った。他のメンバーも同様。それというのも、居住区が森のように豹ひよう変へんしていたからだ。ツタの絡からむ門をさすり、鬱うつ葱そうと生おい茂しげる木々を見上げて耀は呟く。


「………。ジャングル？」


「虎とらの住むコミュニティだしな。おかしくはないだろ」


「いや、おかしいです。〝フォレス・ガロ〟のコミュニティの本ほん拠きよは普ふ通つうの居住区だったはず………それにこの木々はまさか」


　ジンはそっと木々に手を伸のばす。その樹枝はまるで生き物のように脈を打ち、肌はだを通して胎たい動どうの様なものを感じさせた。


「やっぱり───〝鬼き化〟してる？　いや、まさか」


「ジン君。ここに〝契約書類ギアスロール〟が貼ってあるわよ」


　飛鳥が声を上げる。門柱に貼られた羊皮紙には今回のゲームの内容が記されていた。





『ギフトゲーム名　〝ハンティング〟







　・プレイヤー一覧　久遠　飛鳥


　　　　　　　　　　春日部　耀


　　　　　　　　　　ジン＝ラッセル







　・クリア条件　ホストの本拠内に潜むガルド＝ガスパーの討伐。


　・クリア方法　ホスト側が指定した特定の武具でのみ討伐可能。指定武具以外は〝契約ギアス〟によってガルド＝ガスパーを傷つける事は不可能。


　・敗北条件　　降参か、プレイヤーが上記の勝利条件を満たせなくなった場合。


　・指定武具　　ゲームテリトリーにて配置。







　宣誓　上記を尊重し、誇りと御旗の下もと、〝ノーネーム〟はギフトゲームに参加します。




〝フォレス・ガロ〟印』







「ガルドの身をクリア条件に………指定武具で打だ倒とう!?」


「こ、これはまずいです！」


　ジンと黒ウサギが悲鳴のような声をあげる。飛鳥は心配そうに問う。


「このゲームはそんなに危険なの？」


「いえ、ゲームそのものは単純です。問題はこのルールです。このルールでは飛鳥さんのギフトで彼を操あやつる事も、耀さんのギフトで傷つける事も出来ない事になります………！」


　飛鳥が険しい顔で黒ウサギに問う。


「………どういうこと？」


「〝恩恵ギフト〟ではなく〝契約ギアス〟によってその身を守っているのです。これでは神格でも手が出せません！　彼は自分の命をクリア条件に組み込む事で、御二人の力を克こく服ふくしたのです！」


「すいません、僕の落ち度でした。初めに〝契約書類〟を作った時にルールもその場で決めておけばよかったのに………！」


　ルールを決めるのが〝主催者ホスト〟である以上、白紙のゲームを承しよう諾だくするというのは自殺行こう為いに等しい。ギフトゲームに参加した事がないジンは、ルールが白紙のギフトゲームに参加する事が如何いかに愚おろかな事か分かっていなかったのだ。


「敵は命がけで五分に持ち込んだってことか。観客にしてみれば面おも白しろくていいけどな」


「気軽に言ってくれるわね………条件はかなり厳しいわよ。指定武具が何かも書かれていないし、このまま戦えば厳しいかもしれない」


　そう呟く飛鳥は厳しい表情で〝契約書類〟を覗のぞきこむ。彼女が挑いどんだゲームに責任を感じているのだろう。それに気付いた黒ウサギと耀は、飛鳥の手をギュっと握にぎって励はげます。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！　〝契約書類〟には『指定』武具としっかり書いてあります！　つまり最低でも何らかのヒントがなければなりません。もしヒントが提示されなければ、ルール違い反はんで〝フォレス・ガロ〟の敗北は決定！　この黒ウサギがいる限り、反則はさせませんとも！」


「大丈夫。黒ウサギもこう言ってるし、私も頑がん張ばる」


「………ええ、そうね。むしろあの外げ道どうのプライドを粉ふん砕さいするためには、コレぐらいのハンデが必要かもしれないわ」


　愛あい嬌きようたっぷりに励ます黒ウサギと、やる気を見せる耀。飛鳥も二人の檄げきで奮起する。これは売った喧けん嘩かで買われた喧嘩、勝機があるならあきらめてはいけない。


　その陰かげで十六夜はジンに昨夜の事を話していた。


「この勝負に勝てないと俺の作戦は成り立たない。だから負ければ俺はコミュニティを去る。予定に変へん更こうはないぞ。いいな御チビ」


「………分かってます。絶対に負けません」


　こんなことで躓つまずくわけにはいかない。参加者三人は門を開けて突とつ入にゆうした。
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　門の開閉がゲームの合図だったのか、生い茂る森が門を絡めるように退路を塞ふさぐ。


　光を遮さえぎるほどの密度で立ち並ぶ木々は人が住める場所とは思えない。


　街路と思われるレンガの並びは下から迫せり上げる巨きよ大だいな根によってバラバラに分かれ、もはや人が通れるような道ではなくなっている。これでは何ど処こから襲おそってくるのか分からない。


　緊きん張ちようした面おも持もちのジンと飛鳥に、耀が助言する。


「大丈夫。近くには誰だれもいない。匂においで分かる」


「あら、犬にもお友達が？」


「うん。二十匹ぴきぐらい」


　春日部耀のギフトは、獣けものの友人を作れば作るほど強くなる。身体能力がずば抜ぬけて高いのはそのためだ。嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくなどの五感は十六夜よりも優すぐれているだろう。


「詳くわしい位置は分かりますか？」


「それは分からない。でも風下にいるのに匂いがないのだから、何処かの家に潜ひそんでる可能性は高いと思う」


「ではまず外から探しましょう」


　三人は森を散策し始める。奇き妙みような木々は家屋を呑のみこんで生長したらしく、住居のほとんどが枝や根に食い破られていた。昨日まで人の営みがあったはずの居住区は廃はい墟きよと化している。


　黒ウサギは〝フォレス・ガロ〟に大きなゲームを仕し掛かける事は不可能だと言っていたが、たった一晩で奇き怪かいな森を作り上げたガルドの力は油断ならない物だろう。


「彼にしてみれば一世一代の大勝負だもの。温存していた隠かくし玉だまの一つや二つあってもおかしくないということかしら」


「ええ。彼の戦歴は事実上、不戦敗も同じ。明かさずにいた強力なギフトを持っていても不思議ではありません。耀さんはガルドを見つけても警けい戒かいは怠おこたらないでください」


　散策する二人とは別に、耀は一番高い樹に飛び乗ってガルドを警戒していた。


「………駄だ目めね。ヒントらしいヒントは見当たらないし、武器らしい武器も見つからないわ」


「もしかしたらガルド自身がその役目を担になっているのかもしれない」


　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず。まさにその通りなのだが、武器がなければ一方的に攻せめられてしまう。リスクの低い一いち撃げき離り脱だつを狙ねらうなら、耀の力に頼たよるしかない。


「気が乗らないけど、方針を変えましょう。まずは春日部さんの力でガルドを探して」


「もう見つけてる」


　ジンと飛鳥は樹の上にいる耀へ目を向けた。


　樹を跳とび下おりた彼女はレンガの残ざん骸がいが残る街路を指し、


「本ほん拠きよの中にいる。影かげが見えただけだけど、目で確かく認にんした」


　彼女の瞳ひとみは普ふ段だんの春日部耀とは違ちがい、猛もう禽きん類るいを彷ほう彿ふつさせるような金の瞳で本拠を見つめている。鳥の視力を以もってすれば造作も無い距きよ離りだったのだろう。


「そういえば鷹たかの友達もいるのね。けど春日部さんが突とつ然ぜん異世界に呼び出されて、友達はみんな悲しんでるんじゃない？」


「そ、それを言われると………少し辛つらい」


　しゅん、と元気をなくす耀。


　飛鳥は苦く笑しようしてパンパンと肩かたを叩たたき、三人は警戒しつつ本拠の館やかたへ向かい始めた。侵しん入にゆうを阻はばむように道を侵しん食しよくしている木々はまるで命じられたかのように絡からみ合っている。


（これだけの量を鬼き化させるなんて………まさか彼女が………？）


　ジンは一人だけその人物に心当たりがあった。


　しかしすぐに振ふり払はらう。彼女が此こ処こにいるはずがないのだ。


「見て。館まで呑みこまれてるわよ」


〝フォレス・ガロ〟の本拠に着く。虎とらの紋もん様ようを施ほどこされた扉とびらは無残に取り払われ、窓ガラスは砕くだかれている。豪ごう奢しやな外観は塗と装そうもろともツタに蝕むしばまれては剝はぎ取られていた。


「ガルドは二階に居た。入っても大丈夫」


　内装もやはり酷ひどいものだ。贅ぜいを尽つくして作らせた家具は打うち倒たおされて散在している。


　流石さすがに三人はこの舞ぶ台たいに疑問を持ち始めていた。


「この奇妙な森の舞台は………本当に彼が作ったものなの？」


「………分かりません。〝主催者ホスト〟側の人間はガルドだけに縛しばられていますが、舞台を作るのは代理を頼たのめますから」


「代理を頼むにしても、罠わなの一つも無かったわよ？」


　その疑問に耀が応こたえる。


「森は虎のテリトリー。有利な舞台を用意したのは奇き襲しゆうのため………でもなかった。それが理由なら本拠に隠れる意味がない。ううん、そもそも本拠を破は壊かいする必要なんてない」


　そう、それが一番の疑問だった。この豪奢な本拠はガルドの自己顕けん示じの為ために作られたはず。彼の野望の象しよう徴ちようとも言えるだろう。その本拠を意味も無く無残な姿にするだろうか。


　三人は今までとは全く違う緊きん張ちよう感かんの中で散策を開始する。


　瓦が礫れきを掘ほり返して隅すみ々ずみまで調べるが、ヒントらしい物も武具らしい物も見つからなかった。


　もしかしたら一本の針かもしれないし、持ち上げるのが不可能な鉄の塊かたまりの可能性だってある。そんな不利な条件でゲームに挑いどんでいるのだ。たとえ勝敗には関係の無い違い和わ感かんであっても、慎しん重ちように事を運ぶのに越こしたことはないだろう。


「二階に上がるけど、ジン君。貴方あなたは此処で待ってなさい」


「ど、どうしてですか？　僕だってギフトを持ってます。足手まといには」


「そうじゃないわ。上で何が起こるか分からないからよ。だから二手に分かれて、私達はゲームクリアのヒントを探してくる。貴方にはこの退路を守って欲しいの」


　理に適かなった回答だが、ジンはそれでも不満だった。しかし退路を守らなければならない重要性も彼には分かっている。ジンはしぶしぶ階下で待つ事にした。


　飛鳥と耀は根に阻まれた階段を物音立てずにゆっくり進む。階段を上った先にあった最後の扉の両りよう脇わきに立って二人は機会を窺うかがう。意を決した二人が勢いよく跳び込むと中から、


「ギ………」





「─────………ＧＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａａ!!!」





　言葉を失った虎の怪かい物ぶつが、白銀の十字剣けんを背に守って立ち塞ふさがった。
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　門前で待っていた黒ウサギと十六夜の元に、獣けものの咆ほう哮こうが届く。


　森に忍しのび込んだ野鳥達は一いつ斉せいに飛び立ち、一目散に逃にげて行った。


「い、今の凶きよう暴ぼうな叫さけびは………？」


「ああ、間ま違ちがいない。虎のギフトを使った春日部だ」


「あ、なるほど。ってそんなわけないでしょう!?　幾いくら何でも今のは失礼でございますよ！」


　ウサ耳を逆立てて怒おこる黒ウサギ。


　十六夜も本気で言ったわけではなく、肩を竦すくませて訂てい正せいした。


「じゃあジン坊ぼっちゃんだな」


「ボケ倒たおすのも大たい概がいになさい!!!」


　専用のハリセンでツッコミを入れる。よっぽど暇ひまを持もて余あましていたのだろう。


　十六夜は門からはみ出た奇き妙みような樹の枝をへし折って笑う。


「今の咆哮といい、この舞台といい、前評判より面おも白しろいゲームになってるじゃねえか。見に行ったらまずいのか？」


「お金をとって観客を招くギフトゲームも存在しておりますが、最初の取り決めにない限りは駄だ目めです」


「何だよつまんねえな。〝審判権限ジヤツジマスター〟とそのお付きってことにすればいいじゃねえか」


「だから駄目なのですよ。ウサギの素す敵てき耳は、此処からでも大まかな状じよう況きようが分かってしまいます。状況が把は握あくできないような隔かく絶ぜつ空間でもない限り、侵入は禁止です」


　チッ、と舌打ちした十六夜は手の中で蠢うごめく樹を縦に引き裂さきながら呟つぶやく。


「………貴種のウサギさん、マジ使えね」


「せめて聞こえないように言ってください！　本気でへこみますから！」


　ペシペシペシと叩く黒ウサギ。


　だが状況が分かってしまう黒ウサギは、内心ハラハラしながら三人の無事を祈いのっていた。


（この鬼き化植物………必ず彼女が関かかわっているはず。ならゲームは公平なルールで提示されているはずです。三人ともどうかご無事で）
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　目にも留まらぬ突とつ進しんを仕し掛かける虎とらを受け止めたのは、飛鳥を庇かばった耀だった。


　辛かろうじてガルドの突進を避よけた耀は、階段に突き飛ばした飛鳥に向かって叫ぶ。


「逃げて！」


　互たがいに後の言葉は続かない。ガルドの姿は先日のワータイガーではなく、紅あかい瞳ひとみを光らせる虎の怪物そのものとなって三人を待ち構えていたのだ。階段を守っていたジンはガルドの姿を見るや否いなや、彼の身に何が起こったのかを理解する。


「鬼、しかも吸血種！　やっぱり彼女が」


「つべこべ言わずに逃げるわよ！」


　飛鳥はジンの襟えりを摑つかんで階段から飛び降りる。


　標的を飛鳥とジンに定めたガルドも階段から飛び降りて立ち塞がる。


「ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａ!!」


「ま、待ってください！　まだ耀さんが上に！」


「いいから逃げなさい！」


　飛鳥の命令に、ジンの意識は津つ波なみに巻き込まれたように途と切ぎれた。


　助けなければならないという気持ちは隅すみに追いやられ、館やかたから逃げ出す事にのみ神経が集中していくのを感じていた。ジンは飛鳥の手を握にぎると、


「一気に逃げます」


「え？」


　飛鳥を腰こしから抱だきかかえ、壁かべを蹴けり破って外に出た。ジンに無理やり連れて行かれる形になった飛鳥は、体を抱かかえられて運ばれる。足場の危あやうい道をジンは獣さながらに走り抜ぬける。


「ちょ、ちょっと」


　ガルドはあの館から出られないのか、ジン達を見送って館内に戻もどっていった。


　飛鳥は抱きかかえられたまま鬱うつ葱そうと生おい茂しげる木々を抜ける。それはいいのだが、本ほん拠きよから必要以上に離はなれるのは計算外だ。慌あわてて飛鳥は言葉を重ねた。


「もういい、もういいわ！　今すぐ止まりなさい！」


「はい。………あれ？」


　ジンは我に返ったように足を止める。先ほどまで屋や敷しきにいたはずの自分が森の中にいる事も不思議だったが、飛鳥を抱きかかえている事も不思議でならなかった。


「わ、わ！」


「きゃ！」


　ジンは力が抜けたように後ろへ倒れる。飛鳥を支えきれずに倒れたのだ。飛鳥は一転して不ふ機き嫌げんになり、ジンの体に体重をかけてその頰ほおをつまみ上げた。


「ちょっと、失礼ではなくて？　今の倒れ方では、まるで私が重いように見えるわ」


「ち、違ちがいます違います違います！　自分でも信じられないぐらい力が溢あふれて………あれは飛鳥さんのギフトではないのですか？」


　む、と考えて頰をつまむ手を離す。彼女にそんなつもりはなかったのだが、演技にも見えなかった。一ひと先まずこの話は置いて、飛鳥が二階で見た物を話す。


「ガルドが守る白銀の十字剣けん………銀と十じゆう字じ架か。吸きゆう血けつ鬼きと化したガルド。───間ま違ちがいありません。指定武器は、その白銀の十字剣です」


「吸血鬼？」


「はい。元々ガルドは、人・虎・悪あく魔まから得た霊れい格、その三つのギフトによって成るワータイガーでした。ですが吸血鬼によって人から鬼種に変えられたのでしょう」


　ガルドが虎の姿になっていたのはそのためだ。彼は吸血鬼によってもう人に変へん幻げんする事は出来ない。人の姿になるためのギフトが鬼種となってしまったからだ。


「もしかしてこの舞ぶ台たいを用意したのも彼ではなく、その吸血鬼？」


「ま、まだ吸血鬼かどうかは分かりません。東側だと吸血鬼は希少種ですから。しかし黒幕がいる可能性はかなり高いです。ガルドに理性らしいものが残っていない状態でこんな舞台を作るのは不可能です」


「そう………誰だれか知らないけど、生意気な事をしてくれたものね」


　不機嫌そうに顔を背そむける飛鳥。彼女が仕掛けたゲームに部外者が関かかわるのはそれだけで腹立たしいのだろう。二人の傍そばで茂みが揺ゆれたのはその時だった。


「誰？」


「………私」


　茂みから出てきたのは、血だらけの耀だった。


　二人は血を流す耀の右みぎ腕うでを見るや否や悲鳴のような声を上げた。


「か、春日部さん！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」


「大丈夫じゃ………ない。凄すごく痛い。ちょっと、本気で泣きそうかも」


　言うと耀はその場で崩くずれ落ちた。その右手には白銀の十字剣が握られている。


「まさか、たった一人で剣を？」


「本当は倒たおすつもりだった。………ごめん」


　何に対しての謝罪なのか。それを告げることなく耀は完全に気を失った。


「ま、まずい！　傷そのものよりも出血が！　このままだと………！」


　出血多量で彼女の命が危ない。急いで応急処置をするにも止血出来る道具も無い。


　飛鳥は悔くやしげに立ち上がると、剣をとってジンに告げた。


「今からあの虎とらを退治してくるわ。ジン君はここで待ってなさい」


「あ、飛鳥さん!?　駄だ目めです、一人じゃ無理です！　悔しいですがここは降参しましょう！　耀さんもこのままじゃ危ない！　仲間の命には代えられません！」


　十六夜を手放すことになるが、今はそれどころではない。このままでは耀と飛鳥も失うことになるかもしれないのだ。飛鳥は焦あせるジンに幾いく分ぶん冷静な声で返す。


「大丈夫よ。どんなに強くても知性の無い獣けものに負けないわ。───それに、悔しいじゃない？　春日部さんは、私達じゃ勝てないと思って一人で戦ったのよ？」


　鬼き種の力を手にしたガルドを倒すには、二人は足手まといだったのだろう。見るや否いなや耀は〝逃にげろ〟と叫さけんでいた。それはあの場で時間を稼かせげるのが耀だけだったからだ。


　しかし飛鳥は、耀もすぐに逃げると思っていた。態勢を整えてから再度奇き襲しゆうを仕し掛かけるつもりが、耀はたった一人で剣を奪うばって戦う事を選んだ。


　ギフトの使えない飛鳥は必要ないと、春日部耀は判断していたのだ。


「出血、これで止めておいてくれる？」


「え………あ、はいっ」


　飛鳥は髪かみを結んでいた二つのリボンを解く。


　もう一度だけ真しん紅くのドレススカートの動きやすさを確かく認にんし、ジンに向かって振ふり返る。


「一〇分で決着をつけるわ。少しだけ我が慢まんして」


「……………」
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　声に反応したのか、耀は左手を振って〝いってらっしゃい〟を込めて応こたえるのだった。
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　ガルド＝ガスパーは、屋や敷しきの二階で蹲うずくまっていた。


　先ほどの戦いで左足を斬きりつけられ、流血が一向に止まらないのだ。


（………銀の剣で切られたからか）


　ガルドはルールを聞いていない。否、人の話す言葉が分からなくなっていた。金きん髪ぱつの吸血鬼は他者にルールを説明しに来させたが、その者はもう息をしていない。鬼種を手にしたガルドの最初の餌えさとなったのだ。腹心の部下だった気がしたが、今はもうよく覚えていない。


　ルールを知らずに白銀の十字剣を守っていたのは、種としての恐きよう怖ふからだ。


　悪魔に魂たましいを売って以来、銀製品を手にした事は一度も無い。それは人じん狼ろうと同じく銀に宿る破は魔まの力を恐おそれてのものだったのだろう。


（虎として生きていた頃ころは、そんなものに怯おびえる必要はなかった。いや、森で怯えるものなど何もなかった。………では何時いつからだ。色んなものに怯えるようになったのは）


　人の姿を手に入れて箱庭の暮らしを始めた頃。それから彼は多くのものを恐怖するようになった。この箱庭には、彼より力のある者など星の数ほど存在していたからだ。


　やがて権力を手に入れて、恐れるものはより多くなった。〝ノーネーム〟の分際で〝箱庭の貴族〟を連れているコミュニティがあると知った時は、嫉しつ妬とで狂くるいそうだった。


（その権力もコミュニティも何もなくなった………あるのはもう、この屋敷だけだ）


　彼は屋敷から出られないのではない。出ないのだ。


　僅わずかに残った理性が、この屋敷を守る事に向けられ、もはやゲームの事など片かた隅すみにも残っていない。この格好を付ける為ための執しつ務む室だけが、彼の最後の誇ほこりだったのだ。


　だから屋敷に足を踏ふみ入れる者は容よう赦しやしない。ここは俺のテリトリーだ。縄なわ張ばりだ。


　今なら金髪の吸きゆう血けつ鬼きにも臆おくさず立ち向かえる。あらゆるしがらみを削そぎ落とされた人虎は、その身一つで生きていた頃の野性を取り戻もどしつつあった。


　そして屋敷に異変が起きたのも、その直後だった。


（……………!?）


　鼻を刺し激げきする異い臭しゆう。遥はるか昔、森で嗅かいだ事のある臭におい。しかしそれが何時だったか、どういう状じよう況きようだったかが思い出せない。ただ胸むな騒さわぎだけが本能をくすぐっている。


　侵しん入にゆう者がいない限り、二階の部屋は出ない。その決意を揺るがすだけの不安が胸を支配する。堪たまらず飛び出たガルドは、一階の惨さん状じように啞あ然ぜんとなった。


（屋敷が………燃えている………!?）


　怒いかりよりも先に湧わき上がったのは、本能的な恐怖。火を恐れる獣の習性だ。それは彼が生しよう涯がいで初めて恐怖したもの。幼い虎こ児じだった日に見た、森を焼やき払はらう数多あまたの炎ほのお。


　人として生きていた最後のしがらみを焼き尽つくすのもまた、彼が恐怖した炎だった。


「ＧＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａａ!!!」


　一目散に屋敷を飛び出す。最後の理性は無む慈じ悲ひにも焼き払われた。なら残るのは獣として蘇よみがえった森を駆かける本能。そして吸血鬼として生まれた食人の本能。一番近い血の臭いまでさほど離はなれていない。まるで導くように左右に分かれた木々を走り抜ぬけ、標的の元に辿たどりつく。


「………待っていたわ。思っていたより早かったのね」


　虎はそこで足を止めた。警けい戒かい心しんからではない。


　標的の持っていた瓦が礫れきに灯ともした炎と、白銀の十字剣けんに対して恐怖したのだ。


「あら、今さら尻しり込ごみ？　〝フォレス・ガロ〟のリーダーとして積み上げた物はもう何も残っていないはずでしょう？　ならせめて、森の王者として勇ましく襲おそいかかってくるべきじゃないかしら？」


　挑ちよう発はつしても、虎に人の言葉は分からない。


　そもそも理性が残っていたのなら、森の異変に気が付いたはずだ。侵入者を阻はばむように伸のびていたこの木々が、まるで導くように左右に分かれて一本道になっていた事を。


「………。言葉は通じないのかしら？　それもそうよね。今の貴方あなたは完全に虎とらだもの」


　飛鳥は左右に分かれた一本道の先に居る。鬼き種を持つガルドは豹ひようよりも遥かに速い踏み込みで彼女の喉のど笛ぶえを嚙かみ砕くだけるだろう。しかし、彼女の手にある炎がそれをさせない。


「春日部さんの事もあるし、これ以上時間を割さくわけにはいかないの。だから」


　炎を脇わきに投げ捨てる。それが合図だった。飛鳥は白銀の十字剣を正眼に構え、


「一対一です。来なさい」


「────ＧＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａａ!!!」


　ガルドは一本道を駆ける。知性があったなら、この時に気が付けたはずだ。


　道を限定されるという事は、必然的に動きが限定されるということに。


「はっ………！」


　正面から飛び込んだガルドに、同じく真正面から飛び込む飛鳥。だが飛鳥の細ほそ腕うでだけでは虎を斬る事は出来ない。白銀の十字剣が輝かがやきを放ち始めたのは、その直後だった。


　飛鳥のギフト───〝威い光こう〟とは、ほぼ手付かずの原石の才能だった。


　高い素養と飛鳥の強い意志が力と成り、無意識に様々な動植物や現象に力を与あたえていたのだと、昨夜の本ほん拠きよで黒ウサギは論じた。


　昨夜の黒ウサギの話では、飛鳥のもつ原石は長い時間を掛かけて〝支配する〟という属性に傾かたむいているらしい。


「じゃあ私の力は、人間や生き物以外も支配できるの？」


「ＹＥＳ！　もしも今以外の力を望むのならば〝如何いかなる対象〟に〝どういった奇き跡せき〟を発揮するかという点で、飛鳥さんは学んでいかねばなりません。ですが長い時間で培つちかった属性を捻じ曲げるには、今までの人生と同じだけの時間の修練が必要になります。黒ウサギは今の長所を伸ばす事をお勧すすめしますが───」


　しかし飛鳥はこれ以上人間を操あやつる力が強力になる事を拒こばんだ。それも全すべては、春日部耀や逆廻十六夜のように、支配することなく戯たわむれられる友人への想おもいからだ。


「───では一つ。人を操る力を強力にすることなく、手短に強くなる知ち恵えを授さずけましょう」


　今ある才能は捨てられない。一から育てるのは余りにも時間がかかる。


　だから疎うとましく思っている支配の属性を、飛鳥はあえて受け入れた。


　そしてもう一つの可能性───〝ギフトを支配するギフト〟として開花させ始めたのだ。


「今よ、拘束なさい！」


　一いつ喝かつ、鬼種化した木々が一いつ斉せいにガルドへと枝を伸ばした。一直線に道を絞しぼったのは、逃にげ場ばがないように圧あつ迫ぱくするためだったのだ。如何いかに契けい約やくで身が守られていても、両りよう脇わきから圧迫されては動きが鈍にぶる。身体能力で遥かに劣おとる飛鳥が、勝利の為に生みだした知恵だった。


「ＧＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡａａａａ!!!」


　鬼化した樹を振ふり払う様に絶ぜつ叫きようを上げる虎の怪かい物ぶつ。だがそれより速く、飛鳥の支配によって破は魔まの力を十全に発揮する白銀の十字剣が、正眼に構えられた飛鳥の手によって額を貫つらぬく。


「ＧｅＹａ………！」


　十字剣の激しい光と、歯切れの悪い悲鳴。それが虎の怪物の最さい期ご。


　最期の抵てい抗こうで吹ふき飛ばされた飛鳥は木々に背を強く打つ。肺を強く打ったせいか、何度も咳せき込みながらようやく立ち上がり、絶命したガルドに苦く笑しようを交えた皮肉げな顔で言葉をかけた。


「今さら言ってはアレだけど………貴方、虎の姿の方が素す敵てきだったわ」
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　ゲーム終しゆう了りようを告げるように、木々は一斉に霧む散さんした。樹によって支えられていた廃はい屋おくが倒とう壊かいしていく音を聞いて十六夜と黒ウサギは一目散に走り出す。


「おい、そんな急ぐ必要ねえだろ？」


「大ありです！　黒ウサギの聞き間ま違ちがいでなければ、耀さんはかなりの重傷のはず……！」


「黒ウサギ！　早くこっちに！　耀さんが危険だ！」


　風より速く走る二人は瞬またたく間にジン達の元に駆けつけた。廃屋に隠かくれていたジンは二人を呼び止める為ために叫さけぶ。黒ウサギは耀の容体を見て思わず息を呑のんだ。


「すぐコミュニティの工こう房ぼうに運びます。あそこなら治ち療りよう器が揃そろってますから。御二人は飛鳥さんと合流してから共に帰ってきてください」


「わ、わかったよ」


　耀を抱かかえると、黒ウサギは全速力で工房へ向かった。黒ウサギが踏ふみ込んだ地面にはクレーターの様な亀き裂れつが走り、通った後には土つち埃ぼこりが渦うずを巻いて立ち昇のぼる。


　一拍置いた後にその軌き跡せきは強風となって辺り一帯を揺ゆらした。昨日十六夜を追いかけていた時とは比べ物にならない脚きやく力りよくである。


　十六夜は値ね踏ぶみするような双そう眸ぼうで黒ウサギを見送り、獰どう猛もうな微び笑しようを浮うかべていた。


「おい御チビ。黒ウサギは春日部を救えるギフトを持っているのか？」


「いえ、僕らの工房に置いてある治療用のギフトです。しかし扱あつかいが難しい為、彼女しか使えない物ばかりです」


　それはつまり、黒ウサギでなければ救えないのと同義である。


　十六夜はその結論に満足そうに喉のどを鳴らして笑うと、独り言のように呟つぶやいた。


「やっぱりアイツが一番面おも白しろいな。俺並みには程ほど遠とおいも、〝ノーネーム〟じゃ明らかに別格だ」


　十六夜の興味の対象はコミュニティや同郷の二人よりも、専もつぱら黒ウサギに注がれていた。


〝ノーネーム〟に協力してやってもいい、という程度に関心を持っているのも、全ては黒ウサギの献けん身しん的な姿に思う処があったからだ。


〝箱庭の貴族〟と謳うたわれるウサギ達。彼らは総じて容姿端たん麗れいで強きよう靭じん不ふ屈くつ。修しゆ羅ら神仏が集つどうこの箱庭で強者として生まれ、万ばん人にんの寵ちよう愛あいを得られるはずの彼女。それが何故なぜ、地を這はう虫ケラに等しい〝ノーネーム〟に献身の全てを捧ささげるのか。十六夜はそれを知りたかった。


「恋れん愛あい感情とかだったら納なつ得とくしやすいんだがな………肝かん心じんのリーダーがこれじゃなあ」


　チラ、とジンを見下ろす。目が合うと、ジンは申し訳なさそうに頭を下げた。


「ん？　どうして頭を下げる？」


「だって僕は結局………何も出来ず仕じ舞まいでした」


「ああ、そういうこと。でもお前達は勝っただろ？」


　十六夜の声は皮肉でも無く、嘲あざけりでも無く、称しよう賛さんでも無い。かといって慰なぐさめですらない。


　不思議そうに十六夜を見上げると、彼は続けて補足した。


「お前達が勝った。なら、御チビにも何か要因があったんだろ。少なくとも春日部が生き残ったのは御チビが的確な処置を施ほどこしたからだ。そうだろ？」


「は、はい」


「ならそれでいいんじゃねえの？　それより、初めてのギフトゲームだったんだろ？　御チビは楽しめたのか？」


「………いえ」


　苦い顔で首を振る。勝利を飾かざったものの、ジンにとってのデビュー戦は危機の連続ばかりで華はなやかさとは程遠い結果だ。その内容は幼さもあるのだろうが、それを差し引いても自分自身の無力さに失望していた。


「昨夜の作戦………僕を担かつぎあげて、やっていけるのでしょうか？」


「他ほかに方法は無いと思うけどな。御チビ様が嫌いやだと仰おつしやるのなら、止やめますデスヨ？」


　からかうような尊敬語で話す。ジンは一拍黙だまり、首を横に振ふった。


「いえ、やっぱりやります。僕の名前を全面に出すという方法なら、万が一の際にみんなの被ひ害がいも軽減出来るかもしれない。僕でも皆みんなの風よけぐらいにはなれるかもしれない」


「………あっそ」


　ちょっと意外だった。つまりジンは、再建の方法が他にないからやるのではない。


　ジンは進んで己おのれの名前を売り、打だ倒とう魔ま王おうのコミュニティのリーダーになるというのだ。しかもこれから襲おそってくる脅きよう威いを自分の名前に集められることを重ちよう畳じようだと生意気にも口にする。


　本当に面白い場所に来たと、逆廻十六夜は哄こう笑しようを必死に嚙かみ殺すのだった。





　　　　＊





　ゲームが終わり、〝フォレス・ガロ〟の解散令が出たのは間もなくの事だった。


　居住区から避ひ難なんしていた人間は鬼き化した木々が消えたのを知り門前に集まっていた。


「そうですか………ガルドは貴方あなた達が」


「はい。人ひと質じちの件に関しては〝階層支配者フロアマスター〟にも連れん絡らくしてあります。〝六百六十六の獣けもの〟が沽こ券けんを理由に元〝フォレス・ガロ〟のメンバーを襲う事もないでしょう」


　ざわざわと衆人に声が広がる。しかし歓かん声せいのようなものは少ない。人質が殺されたと知った者達はその場で泣なき崩くずれてさえいる。それに〝フォレス・ガロ〟は近きん隣りんで最大手のコミュニティだったのだ。それが無くなることに対する不安もあるのだろう。


　代表者の男はその原因を恐おそる恐るジンに切り出す。


「一つ、とても重要な事をお聞きしたい」


「なんですか？　お困りなら多少の相談には」


「いえ、その………まさか俺達は、貴方達のコミュニティ───〝ノーネーム〟の傘さん下かに？」


　ジンの表情が強こわ張ばった。それは感謝の言葉でもなければ、解放された喜びの言葉でもない。


　これから自分達が、名も無き〝ノーネーム〟のコミュニティを背負わせられるのかという失意だ。恩人に対する感謝よりも、明日を憂うれう心からでた言葉だった。


（やっぱり………〝ノーネーム〟では信しん頼らいされないのかな………）


　ジンは返答に詰つまる。何と言葉を返せばいいのかわからなかった。


　そんなジンの肩かたを後ろから抱だき寄せると、十六夜は衆人に対して高らかに宣告する。


「今より〝フォレス・ガロ〟に奪うばわれた誇ほこりをジン＝ラッセルが返へん還かんする！　代表者は前へ！」


　一いつ斉せいに衆人環かん視しの的となる十六夜とジン。その総勢は一〇〇〇人を超こえているだろう。十六夜はジンの背中を叩たたいて前に出させる。そしてらしくない尊大な物言いで衆人へ叫さけんだ。


「聞こえなかったのか？　お前達が奪われた誇り───〝名〟と〝旗印〟を返還すると言ったのだ！　コミュニティの代表者は疾はやく前へ来い！　〝フォレス・ガロ〟を打だ倒とうしたジン＝ラッセルが、その手でお前達に返還していく！」


「ま、まさか」


「俺達の旗印が返ってくるのか………!?」


　衆人は身内同士で顔を見合わせながら、ジンの前に一斉に雪崩なだれ込む。幼いジンを押しつぶしてしまいそうな人の群れを、十六夜は大一いつ喝かつと大地を砕く足踏みで押し返す。


「列を作れ戯たわけ！　統とう率そつの取れない人の群れなど、〝フォレス・ガロ〟の獣にも劣おとるぞ！」


「ひ、ひぃ」


　十六夜は年ねん齢れいからは想像できない口ぶりと威い圧あつ感かんで衆人に列を作らせる。〝階層支配者〟から預かったリストをジンが取り出すと、十六夜は語調を戻もどして耳打ちをする。


「流れは作った。手て渡わたす時に、しっかり自己主張するんだぜ？」


「わ、分かりました」


　先ほどの迫はく力りよくとは一転した悪戯いたずらっぽい口調。脇わきで見ていただけの飛鳥も二人が何を企たくらんでいるのか察しが付き、笑いながら十六夜に耳打ちした。


「面おも白しろいことを考えているようね？」


「さて、なんの事かなお嬢じよう様さま」


　悪戯が成功したかのような子供っぽい笑え顔がおを交かわす二人。何の利益もないゲームのはずだったが、彼らは勝利だけでは手に入らない物を手に入れるつもりなのだ。


「〝ルル・リエー〟のコミュニティ───そしてこれが旗印です」


　渡わたされた代表者の男は、返還された旗印を抱きしめてその場に泣き崩れる。


「もう〝ルル・リエー〟とは二度と………二度と、名乗れないと………掲かかげられないと思っていたのに………！」


「その旗と名前、二度と手放さずにいてくださいね」


「ああ………！　俺達は〝ルル・リエー〟の名と旗印を、誇りを二度と無くさない！　この恩は俺達の旗が掲げられる限り忘れねえよジン坊ぼっちゃん！」


　次々と返還されていく名と旗印。ある者は狂きよう喜きして踊おどり回り、ある者は旗を掲げて走り回り、ある者は失った仲間の名前を叫びながら泣き崩れていた。その光景を見て十六夜は確信する。この〝箱庭の世界〟において、コミュニティの名と旗印は何物にも代えられない物なのだと。


（効果は予想以上だな。しっかし旗印ってのはそんなに大事なもんなのかねえ）


　最後のコミュニティに旗印を返還したジンと十六夜は、全員の前に立ち、


「名前と旗印を返還する代わりに、幾いくつか頼たのみたい事がある。お前達の旗を取り戻した、このジン＝ラッセルの事を今後も心に留めておいて欲しいというのが一つ。そしてジン＝ラッセルの率いるコミュニティが、〝打倒魔王〟を掲げたコミュニティである事も覚えていて欲しい」


　衆人が一斉にざわめいた。昨夜の侵しん入にゆう者達から話を聞いていた者は、信じられないという顔でジンに目を向ける。


「まさか………あの話は本気なのか………？」


「相手は魔ま王おうだぞ？　あんな子供達で」


「しかし彼らのコミュニティは神格を倒たおしたそうじゃないか」


　ざわざわと波は紋もんが広がる。十六夜は話を続けた。


「知っているだろうが、俺達のコミュニティは〝ノーネーム〟だ。魔王に奪われた名と旗印、それを自らの力で奪い返すため今後も魔王とその傘下と戦う事はあるだろう。しかし組織として周囲に認められないと、コミュニティは存続出来ない。だから覚えていてほしい。俺達は、〝ジン＝ラッセルの率いるノーネーム〟だと。そして名と旗印を取り戻すその日まで、彼を応おう援えんしてほしい」


（随ずい分ぶんと饒じよう舌ぜつだこと）


　隣となりで笑いを嚙かみ殺す飛鳥。普ふ段だんの十六夜を知っているのならばこの演説はむずがゆいに違ちがいない。ジンも複雑な表情で立っていたが、十六夜に背中を叩かれてハッとする。


「ジン＝ラッセルです。今日を境に聞く事も多くなると思いますが、よろしくお願いします」


　衆人から歓声が上がる。激げき励れいの言葉を贈おくられた彼らの作戦は、一先ず成功を収めるのだった。





　　　　＊





　その後、本ほん拠きよに戻った十六夜、飛鳥、ジンは耀の容体を確かく認にんしにいく。耀が運ばれたコミュニティの工こう房ぼうとは、ギフトを用いた儀ぎ式しきを行う場所である。


〝ノーネーム〟を襲おそった魔王はギフトを保管していた宝物庫には手付かずでいたため、工房には様々なギフトが残っている。しかし扱あつかいが難しいものや使い手を選ぶものが多いため市場に卸おろす事も出来ず、宝物庫の肥やしとなっているのだ。


　見み舞まいの後に談話室のソファーで寛くつろいでいた十六夜は呆あきれたように黒ウサギに呟つぶやいた。


「春日部の傷、二、三日もあれば治るんだって？　流石さすがは神様の箱庭ってことか」


「ＹＥＳ♪　ただ出血が激しいので、増血を施ほどこしました。輸血となると専門のコミュニティに依い頼らいしなければならないですし」


「金がかからない方法があるならそっちでいいだろ。それで、例のゲームはどうなった？」


　十六夜と黒ウサギの二人は本拠の三階にある談話室で、仲間が景品に出されるゲームのことを話していた。十六夜が参加してくれると聞いて大歓かん喜きしていた黒ウサギは、申しん請せいから戻ると一転して泣きそうな顔になっていた。


「ゲームが延期？」


「はい………申請に行った先で知りました。このまま中止の線もあるそうです」


　黒ウサギはウサ耳を萎しおれさせ、口くち惜おしそうに顔を歪ゆがめて落ち込んでいる。


　十六夜は肩かた透すかしを食くらったようにソファーに寝ねそべった。


「なんてつまらない事をしてくれるんだ。白夜叉に言ってどうにかならないのか？」


「どうにもならないでしょう。どうやら巨きよ額がくの買い手が付いてしまったそうですから」


　十六夜の表情が目に見えて不快そうに変わった。人の売り買いに対する不快感ではない。


　一度はゲームの景品として出したものを、金を積まれたからといって取り下げるのはホストとしていい事ではない。十六夜は盛大に舌打ちした。


「チッ。所しよ詮せんは売買組織ってことかよ。エンターテイナーとしちゃ五流もいいところだ。〝サウザンドアイズ〟は巨きよ大だいなコミュニティじゃなかったのか？　プライドはねえのかよ」


「仕方がないですよ。〝サウザンドアイズ〟は群体コミュニティです。白夜叉様のように直ちよつ轄かつの幹部が半分、傘さん下かのコミュニティの幹部が半分です。今回の主しゆ催さいは〝サウザンドアイズ〟の傘下コミュニティの幹部、〝ペルセウス〟。双そう女め神がみの看板に傷が付く事も気にならないほどのお金やギフトを得れば、ゲームの撤てつ回かいぐらいやるでしょう」


　達観したような物言いの黒ウサギだが、悔くやしさでいえば十六夜の何倍も感じている。


　それでも冷静でいられたのは、箱庭においてギフトゲームは絶対の法律だからだ。


　敗者として奪うばわれ、所有されてしまった仲間達を集めるのは容易ではない。


　しかし仲間を取り戻もどせるのもギフトゲームしかないと、黒ウサギは承知していた。だから今回は純じゆん粋すいに運がなかったと諦あきらめるしかない。


「まあ、次回を期待するか。ところでその仲間ってのはどんな奴やつなんだ？」


「そうですね………一言でいえば、スーパープラチナブロンドの超ちよう美人さんです。指を通すと絹糸みたいに肌はだ触ざわりが良くて、湯ゆ浴あみの時に濡ぬれた髪かみが星の光でキラキラするのです」


「へえ？　よくわからんが見み応ごたえはありそうだな」


「それはもう！　加えて思し慮りよ深く、黒ウサギより先せん輩ぱいでとても可愛かわいがってくれました。近くに居るのならせめて一度お話ししたかったのですけど………」


「おや、嬉うれしい事を言ってくれるじゃないか」


　二人ははっとして窓の外を見た。コンコンと叩たたくガラスの向こうで、にこやかに笑う金きん髪ぱつの少女が浮ういていたのだ。跳とび上がって驚おどろいた黒ウサギは急いで窓に駆かけよる。


「レ、レティシア様!?」


「様はよせ。今の私は他人に所有される身分。〝箱庭の貴族〟ともあろうものが、モノに敬意を払はらっていては笑われるぞ」


　黒ウサギが錠じようを開けると、レティシアと呼ばれた金髪の少女は苦く笑しようしながら談話室に入る。


　美び麗れいな金の髪を特注のリボンで結び、紅あかいレザージャケットに拘こう束そく具を彷ほう彿ふつさせるロングスカートを着た彼女は、黒ウサギの先輩と呼ぶには随分と幼く見えた。


「こんな場所からの入室で済まない。ジンには見つからずに黒ウサギと会いたかったんだ」


「そ、そうでしたか。あ、すぐにお茶を淹いれるので少々お待ちください！」


　久しぶりに仲間と会えた事が嬉しかったのか、黒ウサギは小こ躍おどりするようなステップで茶室に向かう。


　十六夜の存在に気が付いたレティシアは、彼の奇き妙みような視線に小首を傾かしげる。


「どうした？　私の顔に何か付いているか？」


「別に。前評判通りの美人………いや、美少女だと思って。目の保養に観賞してた」


　十六夜の真しん剣けんな回答だったのだが、レティシアは心底楽しそうな哄こう笑しようで返す。


　口元を押さえながら笑いを嚙かみ殺し、なるべく上品に装って席に着いた。


「ふふ、なるほど。君が十六夜か。白夜叉の話通り歯に衣きぬ着きせぬ男だな。しかし観賞するなら黒ウサギも負けてないと思うのだが。あれは私と違ちがう方向性の可愛さがあるぞ」


「あれは愛あい玩がん動物なんだから、観賞するより弄いじってナンボだろ」


「ふむ。否定はしない」


「否定してください！」


　紅茶のティーセットを持ってきた黒ウサギが口を尖とがらせて怒おこる。


　温められたカップに紅茶を注ぐ際も少し不ふ機き嫌げんな顔だ。


「レティシア様と比べられれば世の女性のほとんどが観賞価値のない女性でございます。黒ウサギだけが見み劣おとるわけではありませんっ」


「いや、全く負けちゃいねえぜ？　違う方向性で美人なのは否定しねえよ。好みでいえば黒ウサギの方が断然タイプだからな」


「………。そ、そうですか」


　不意打ちの言葉に思わず頰ほおとウサ耳が紅くなった。今まで似たような賛辞や愛の言葉を星の数ほど贈おくられてきたはずなのに、十六夜の言葉は不自然なまでにウサ耳に残った。


「………黒ウサギ。まさか私は無ぶ粋すいな事をしたか？　逢あい引びきの最中だったとか」


「め、滅めつ相そうも御ご座ざいません！　して、どのようなご用件ですか？」


　慌あわてて話題を戻す。レティシアは他人に所有される身分。その彼女が主の命もなく来たという事は、相応のリスクを負ってこの場に来ているのだろう。


　ならばただ会いに来たわけではないはずだ。それなら彼女はジンにも顔を見せていただろう。ジンに聞かれてはまずい話をしに来たと推測するが、レティシアは苦笑して首を振ふる。


「用件というほどのものじゃない。新生コミュニティがどの程度の力を持っているのか、それを見に来たんだ。ジンに会いたくないというのは合わせる顔がないからだよ。お前達の仲間を傷つける結果になってしまったからな」


　ハッと思い出す。予想はしていたが、鬼き化していた木々はやはりレティシアのものだった。


　鬼種の中でも個体が最も少ない一つとされる吸きゆう血けつ鬼きの純血。その生態は十六夜の知るものとさほど変わり無い。大きな相そう違い点があるとすれば、互たがいの世界における吸血鬼の思想だろう。


　箱庭創始者の眷けん属ぞくであるウサギが〝箱庭の貴族〟と呼ばれるように。


　箱庭の世界でのみ太陽を浴びられる彼らは〝箱庭の騎き士し〟と称しようされる。


　彼らのもたらす恩おん恵けいはあらゆる儀ぎ式しき過程を省き、互いの体液を交こう換かんし合う事で鬼種化を成立させる事が出来る。この恩恵を受けたものは吸血鬼として食人の気を持つ事になるが、〝純血〟以外の吸血鬼に血を吸われても鬼種化する事は無い。


　よって血に飢うえたものは独自にギフトゲームを開かい催さいし、参加者からチップとして吸血を行う。箱庭で人と吸血鬼が共存できるのは互いにこのルールを尊重しているからだ。


　太陽の光を浴び、平へい穏おんと誇ほこりを胸に生活できる箱庭を守る姿から、吸血鬼の純血は〝箱庭の騎士〟と呼び称される存在となったのだ。


「吸血鬼？　なるほど、だから美人設定なのか」


「は？」


「え？」


「いや、いい。続けてくれ」


　十六夜はヒラヒラと手を振って続きを促うながす。





「実は黒ウサギ達が〝ノーネーム〟としてコミュニティの再建を掲かかげたと聞いた時、なんと愚おろかな真ま似ねを………と憤いきどおっていた。それがどれだけ茨いばらの道か、お前が分かっていないとは思えなかったからな」


「……………」


「コミュニティを解散するよう説得するため、ようやくお前達と接せつ触しよくするチャンスを得た時………看過出来ぬ話を耳にした。神格級のギフト保持者が、黒ウサギ達の同士としてコミュニティに参加したとな」


　黒ウサギの視線が反射的に十六夜に移る。恐おそらく白夜叉にでも聞いたのだろう。


　四桁けたの外門に本ほん拠きよを持つ〝階層支配者〟の白夜叉が、最下層である七桁の外門に足を運んでいた理由は、秘ひ密みつ裏りにレティシアを此こ処こまで連れてくる為ためだったのだ。


「そこで私は一つ試ためしてみたくなった。その新人達がコミュニティを救えるだけの力を秘ひめているのかどうかを」


「結果は？」


　黒ウサギが真剣な双そう眸ぼうで問う。レティシアは苦く笑しようしながら首を振った。


「生あい憎にく、ガルドでは当て馬にもならなかったよ。ゲームに参加した彼女達はまだまだ青い果実で判断に困る。………こうして足を運んだはいいが、さて。私はお前達に何と言葉をかければいいのか」


　自分でも理解できない胸の内にまた苦笑する。十六夜は呆あきれたようにレティシアを笑う。


「違うね。アンタは言葉を掛かけたくて古巣に足を運んだんじゃない。古巣の仲間が今後、自立した組織としてやっていける姿を見て、安心したかっただけだろ？」


「………ああ。そうかもしれないな」


　十六夜の言葉に首しゆ肯こうする。しかしその目的は果たされずに終わった。飛鳥と耀は人間の中ではずば抜ぬけた才能を持っているのだろうが、如何いかんせんまだ原石。仲間の将来を安心して託たくすには至らない。かといって解散をして新たなコミュニティを作るように諭さとす段階は過ぎてしまった。〝フォレス・ガロ〟を倒たおした時の事を考えれば、それはもう手て遅おくれだ。


　危険を冒おかしてまで古巣に来たレティシアの目的は、何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱに進行してしまっているのだ。自じ嘲ちようが拭ぬぐえないレティシアに、しかし十六夜は軽けい薄はくな声で続ける。


「その不安、払はらう方法が一つだけあるぜ」


「何？」


「実に簡単な話だ。アンタは〝ノーネーム〟が魔ま王おうを相手に戦えるのかが不安で仕方がない。ならその身で、その力で試せばいい。───どうだい、元・魔王様？」


　スッと立ち上がる。十六夜の意図を理解したレティシアは一瞬啞あ然ぜんとしたが、すぐに哄こう笑しように変わった。弾はじけるような笑い声を上げたレティシアは、涙なみだ目になりながら立ち上がる。


「ふふ………なるほど。それは思いつかなんだ。実に分かりやすい。下手へたな策を弄ろうさず、初めからそうしていればよかったなあ」


「ちょ、ちょっと御二人様？」


「ゲームのルールはどうする？」


「どうせ力試しだ。手て間ま暇ひまかける必要もない。双そう方ほうが共に一いち撃げきずつ撃うち合い、そして受け合う」


「地に足を着けて立っていたものの勝ち。いいね、シンプルイズベストって奴やつ？」


　笑えみを交かわし二人は窓から中庭へ同時に飛び出した。


　開け放たれていた窓は二人を遮さえぎる事無く通す。窓から十間ほど離はなれた中庭で向かい合う二人は、天と地に位置していた。


「へえ？　箱庭の吸きゆう血けつ鬼きは翼つばさが生えてるのか？」


「ああ。翼で飛んでいる訳ではないがな。………制空権を支配されるのは不満か？」


「いいや。ルールにはそんなのなかったしな」


　飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめる十六夜。立ち位置からして十六夜に不利な戦いだが、十六夜は別段それを口にする事もなく構える。レティシアはその態度をまず評価した。


　ギフトゲームにおいて、対戦者は全すべてが未知数であると考えるのは基本である。


　例えば、鳥が自由に空を駆かけることを猿さるが不平不満を漏もらしたところで、ギフトゲームでは空すら飛べない猿が悪いとしか弁のしようがない。未知の相手が見せる新たな一手に、自らの持つギフトで如何いかに対たい抗こうするかを競きそうことこそギフトゲームの真しん髄ずいであり醍だい醐ご味みなのだ。


（なるほど。気構えは十分。あとは実力が伴ともなうか否いなか………！）


　満月を背負うレティシアは微び笑しようと共に黒い翼を広げ、己おのれのギフトカードを取り出した。


　金と紅と黒のコントラストで彩いろどられたギフトカードを見た黒ウサギは蒼そう白はくになって叫ぶ。


「レ、レティシア様!?　そのギフトカードは」


「下がれ黒ウサギ。力試しとはいえ、コレが決けつ闘とうである事に変わり無い」


　ギフトカードが輝かがやき、封ふう印いんされていたギフトが顕けん現げんする。


　光の粒りゆう子しが収束して外がい殻かくを作り、突とつ然ぜん爆ぜたように長なが柄えの武具が現れる。


「互たがいにランスを一打投とう擲てきする。受け手は止められねば敗北。悪いが先手は譲ゆずってもらうぞ」


「好きにしな」


　投擲用に作られたランスを掲げる。


「ふっ───！」


　レティシアは呼吸を整え、翼を大きく広げる。全身を撓しならせた反動で打ち出すと、その衝しよう撃げきで空気中に視し認にんできるほど巨きよ大だいな波は紋もんが広がった。


「ハァア!!!」


　怒ど号ごうと共に放たれた槍やりは瞬またたく間に摩ま擦さつで熱を帯び、一直線に十六夜に落下していく。


　流星の如ごとく大気を揺ゆらして舞まい落ちる槍の先せん端たんを前に、十六夜は牙きばを剝むいて笑い、


「カッ───しゃらくせえ！」
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　殴りつけた。





「「───は………!??」」


　素すっ頓とん狂きような声を上げるレティシアと黒ウサギ。


　しかし此れまた比ひ喩ゆでは無い。他ほかに表現の仕様も無い。鋭えい利りに研とぎ澄すまされ、大気の壁かべを易やす々やす突とつ破ぱする速度で振ふり落とされた槍は、鋭するどい尖せん端たんも巧こう緻ちに細工された柄えも、たった一撃で拉ひしやげて只ただの鉄塊かいと化し、さながら散さん弾だん銃じゆうのように無数の凶きよう器きとなってレティシアに向けられたのだ。


（ま、まずい………！）


　なんと馬ば鹿か馬ば鹿かしい破は壊かい力。これは受けられない。なら避さけなければ。


　しかし思考に体が追いつかない。否、追いついても意味がない。


　鬼き種の純血である彼女なら、たかが銃じゆう弾だん如ごときなら振り払う事もできただろう。しかし第三宇宙速度に匹ひつ敵てきする馬鹿馬鹿しい速度で迫せまる凶きよう弾だんを退ける事など、今の彼女には不可能だった。


（こ………これほどか………！）


　着ちやく弾だんする間ま際ぎわ、苦く笑しようが漏れた。尋じん常じよう外の才能を目まの当たりにしたレティシアは、自分の目測の甘さを恥はじ入る。しかし同時に安あん堵どした。


　これほどの才能ならばあるいは………と、血みどろになって落ちる覚かく悟ごを決めた時、


「レティシア様！」


　鼻先まで迫った鉄塊を、窓から飛び出た黒ウサギが同時に払い落とした。レティシアは驚きよう愕がくしながら黒ウサギを抱だきとめ、翼を畳たたんで落下する。


「く、黒ウサギ！　何を！」


　レティシアが声を上げる。だが決闘を邪じや魔まされた事に対して上げた声ではない。黒ウサギの手に握にぎられていた、レティシアから掠かすめ取ったギフトカードに対する抗こう議ぎの声だった。


　黒ウサギは抗議には乗らず、レティシアのギフトカードを見つめ震ふるえる声で向き直る。


「ギフトネーム・〝純潔の吸血姫ロード・オブ・ヴアンパイア〟………やっぱり、ギフトネームが変わっている。鬼種は残っているものの、神格が残っていない」


「っ………！」


　さっと目を背そむけるレティシア。歩み寄った十六夜は白けたような呆あきれた表情で肩を竦ませた。


「なんだよ。もしかして元・魔ま王おう様のギフトって、吸血鬼のギフトしか残ってねえの？」


「………はい。武具は多少残してありますが、自身に宿る恩恵ギフトは………」


　十六夜は隠かくす素そ振ぶりもなく盛大に舌打ちした。


　そんな弱りきった状態で相手をされた事が不満だったのだろう。


「ハッ。どうりで歯ごたえが無いわけだ。他人に所有されたらギフトまで奪うばわれるのかよ」


「いいえ………魔王がコミュニティから奪ったのは人材であってギフトではありません。武具などの顕現しているギフトと違ちがい、〝恩恵〟とは様々な神仏や精せい霊れいから受けた奇き跡せき、云わば魂たましいの一部。隷れい属ぞくさせた相手から合意なしにギフトを奪う事は出来ません」


　それはつまり、レティシアが自分からギフトを差し出したという事だ。二人の視線をうけて苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で目を逸そらすレティシア。黒ウサギも苦い顔で問う。


「レティシア様は鬼種の純血と神格の両方を備えていたため〝魔王〟と自じ称しようするほどの力を持てたはず。今の貴女あなたはかつての十分の一にも満ちません。どうしてこんなことに………！」


「………それは」


　言葉を口にしようとして呑のみこむ仕草を幾いく度どか繰くり返す。しかし打ち明けるには至らず、口を閉とざしたまま俯うつむいてしまった。十六夜は頭を搔かきながら鬱うつ陶とうしそうに提案する。


「まあ、あれだ。話があるならとりあえず屋や敷しきに戻もどろうぜ」


「………そう、ですね」


　二人は沈ちん鬱うつそうに頷うなずくのだった。





　　　　＊





　───同刻・場所は〝サウザンドアイズ〟二一〇五三八〇外門支店。


　白夜叉は閉店を確かく認にんすると、縁えん側がわを西に渡わたって自室よりもさらに奥に進み、離はなれにある家屋を訪おとずれた。特別な客を迎むかえるための貴き賓ひん室だが、中に居るのは客ではない。


　中に居たのは白夜叉と同じく〝サウザンドアイズ〟の幹部に当たる、亜あ麻ま色いろの髪かみに蛇へび皮の上着を着た線の細い男だった。蛇皮の男は女性二人を侍はべらせて待っていたのだろう。わざと着崩させた花魁おいらん風の着物を着た女性に酌しやくをさせながら、白夜叉にニコリと笑いかけた。


「随ずい分ぶん待たせてくれるね。コミュニティの同士をほっぽり出してまで接客する大事な客で？」


　白夜叉はボリボリと白髪しらがを搔きつつ、吐はき捨てるように言った。


「呵ッ、何が同士か戯たわけ。成り上がり風ふ情ぜいがウチの娘むすめ共を侍らせるとはいい度胸だの！　ほれ、お前達。もうよいから閉店作業に戻るが良い」


「は、はい」


　着き崩くずれしていた女性達は着物を正すと、そそくさと退場する。


「残念。どんな注文でも受け付けるって言うから愉たのしんでたのに。ああいう気品のある大人しい娘って〝ペルセウス〟にはいないからなあ。同じ幹部のよしみで売ってくれない？」


「………私は無礼には決けつ闘とうをもって返すぞ、ルイオス殿どの」


　ゾワ、っと白夜叉の白髪が戦慄わななく。その声こわ音ねには明確な怒ど気きが含ふくまれていた。何よりも同士を大事にする白夜叉にとって〝仲間を金銭で譲ゆずれ〟というのは侮ぶ辱じよく以外の何物でもない。


　ルイオスと呼ばれた男は肩かたを竦すくませておどけた。


「失礼。逆げき鱗りんに触ふれたというなら謝りましょ」


「フン───して、〝ペルセウス〟を継つぐルイオスお坊ぼつちゃんが私に何用だ」


「それは貴女のほうが知っていると思いますがね」


　二人はともに睨にらみあう。ルイオスが訪れたのはいうまでもなくレティシアの事だろう。


　しかしその事が無くとも二人の間には溝みぞがあった。


　白夜叉とルイオスは同じコミュニティではあるものの、直系と傘さん下かではまるで違う。


　本来の〝ペルセウス〟は〝サウザンドアイズ〟の傘下ではなく、ギリシャ神話に存在する一人の騎き士しが発はつ祥しようのコミュニティである。


　遥はるかな昔、天命を終えて星座に召めされたとされていた騎士、ペルセウスが招かれたのが此こ処こ、箱庭の世界なのだ。〝ペルセウス〟というコミュニティの名前は、彼らがその子孫である事を指す。修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭では彼らのように固有の伝説を持つ者達は少なくない。


　それが幾いく星せい霜そうもの時の流れの果て、本来の組織が消しよう滅めつして分ぶん裂れつし、他ほかのコミュニティに保護を求めるのはむしろよくある事だった。


　白夜叉はフン、と鼻を鳴らして愛用の扇おうぎを広げる。


「レティシアの事なら隠す気もないのう。先に双そう女め神がみの旗に泥どろを塗ぬるような真ま似ねをしたのは貴様らだ。一度は開かい催さいを引き受けたギフトゲームを取り下げるなど、本来なら降格ものだぞ」


「ええ、自覚してます。ですからこんな姑息で陰険で小物臭い、何処かの誰かの嫌がらせにも涙なみだを呑んで黙もく々もくと対応してるじゃないですか」


　上司のパワハラはんたーい。と両手を上げ、盛大な皮肉を込めてルイオスは笑う。


　白夜叉はヒクヒクと青筋を立てていたが、安い挑ちよう発はつを安く買うほど馬ば鹿かではない。


　ルイオスは笑って言葉を続けた。


「それに参加予定だった者達にも納なつ得とくしてもらった上での中止です。最低限のマナーは守ったつもりだけどねえ」


「ああ、そうかい」


　どんな手を使ったのか、白夜叉は聞きたくもなかった。


　どうせ聞いたところで今以上に不快な気分になると分かっている。


「しかし肝かん心じんのレティシアだが、もう此処にはおらんぞ。フフン、二手ほど遅おそかったな」


「それぐらい分かってるさ。どうせ行き先の見当はついてますから。所有物の過去ぐらいきっちり把は握あくしてるよ」


　慌あわてる様子の無いルイオスを前に、白夜叉は顔を怪け訝げんそうに歪ゆがませる。


「………ならば何故なぜ、私の元に？　すぐにでも向かって連れ戻もどしに行けばよかろう」


「部下を向かわせてるから、程ほど無なく見つけるでしょうよ」


　茶ちや菓が子しを口に含んで謎なぞの余よ裕ゆうを見せるルイオス。その不気味さに白夜叉は胸むな騒さわぎがした。


　無言で席を立つと、ルイオスは茶菓子を載のせていた皿を扉とびらに投げて遮さえぎる。


　パリン、と割れて散らかった破片を踏ふみ砕くだき、明確な敵意を込めた声で白夜叉は問う。


「小こ僧ぞう。どういうつもりだ？」


「こんな事が二度と起こらないようにしておこう、という僕なりの配はい慮りよだよ。今回の脱だつ走そう劇の原因は、古巣のコミュニティに対する執しゆう着ちやくだ。その執着を断っておかないと取引相手のところで迷めい惑わくかけるかもしれないだろ？」


　白夜叉は胸騒ぎが気のせいではない事を悟さとる。


「まさか貴様………〝ノーネーム〟を襲おそう気か!?」


「襲うなんて失敬な。我らの所持品を盗ぬすみ出した〝ノーネーム〟に天てん誅ちゆうを！───とまあ、名目はこんなところかな？　名無しのコミュがつぶれたところで誰も怒おこったりしないだろ？」


　白夜叉の怒ど声せいを受け流すように肩を竦ませる。目の前の小僧をくびり殺してやりたかったが、今はそれどころではない。戸に手をかけて出ようとするが、戸はビクともしなかった。


「あーちなみに。出入り口は僕がもう細工しちゃったから」


「この、小僧………！　よほど命が惜おしくないらしいな!?」


「あれ、同士を殺しちゃうの？　同士殺しは重罪だぜ？」


「呵ッ、下げ種す一いつ匹ぴき殺したところで誰も気に留めんわ戯け！」


「うわお。確かに〝白き夜の魔ま王おう〟と謳うたわれた白夜叉様が相手じゃ僕も死んじゃうだろうなあ………けど殺される前に、この店一つ無くすくらいはしてみせるぜ？　可愛かわいい部下が粉々に砕かれるのはきっと辛つらいとおもうな？」


　ルイオスは首のチョーカーにぶら下げた金の装そう飾しよくをちらつかせる。この生首のような形をした飾かざりこそ、魔王に匹ひつ敵てきする〝ペルセウス〟最強のギフトだった。


「くっ………」


　白夜叉は歯は嚙がみして睨む。ルイオスは真正面からそれを受け止める。


　膠こう着ちやくした両者はしばしその姿勢を維い持じした後、結局は白夜叉が折れた。


「そうそう、大人しくしとけばお互たがいに痛い思いしなくていい。僕らは同じ双女神の御旗を掲かかげるコミュニティなんだから」


「……………」


「大だい丈じよう夫ぶ、殺しはしないさ。適度に嬲なぶって二度と逆らわないようにするだけだよ」


　ルイオスは蛇へび皮の上着を正し、ニヒャっと端たん正せいな顔を歪めるのだった。





　　　　＊





　中庭から屋や敷しきに戻ろうとする黒ウサギ達三人。異変が起きたのはその時だった。


　顔を上げると同時に遠方から褐かつ色しよくの光が三人に射さし込み、レティシアはハッとして叫さけぶ。


「あの光………ゴーゴンの威い光こう!?　まずい、見つかった！」


　焦しよう燥そうの混じった声と共に、レティシアは光から庇かばうように二人の前に立ち塞ふさがる。


　光の正体を知る黒ウサギは悲痛の叫びを上げて遠方を睨にらんだ。


「ゴーゴンの首を掲げた旗印………!?　だ、駄だ目めです！　避よけてくださいレティシア様！」


　黒ウサギの声も虚むなしく、褐色の光を全身に受けたレティシアは瞬またたく間に石像となって横たわった。更さらに光の射し込んだ方角から、翼つばさの生えた空駆かける靴くつを装着した騎き士し風の男達が大挙して押し寄せてきたのだ。


「いたぞ！　吸きゆう血けつ鬼きは石化させた！　すぐに捕ほ獲かくしろ！」


「例の〝ノーネーム〟もいるようだがどうする!?」


「邪じや魔まするようなら構わん、斬きり捨てろ！」


　空を駆ける騎士達の言葉を聞いた十六夜は不ふ機き嫌げんそうに、尚なお且かつ獰どう猛もうに笑って呟つぶやく。


「まいったな、生まれて初めておまけに扱あつかわれたぜ。手を叩たたいて喜べばいいのか、怒いかりに任せて叩き潰つぶせばいいのか、黒ウサギはどっちだと思う？」


「と、とりあえず本ほん拠きよに逃にげてください！」


　石になったレティシアの事は気にかかるが、今はそれどころではない。


　レティシア自身は〝ペルセウス〟の所有物なのだ。それが主の命も無く出歩いていたのだから庇いようもない。何より〝ペルセウス〟は〝サウザンドアイズ〟の幹部を務めているコミュニティ。万が一もめ事を起こしてはただでは済まない。


　黒ウサギが慌あわてて十六夜を本拠に引っ張り込むと、空の軍団の中から三人が降り立ち、石と化したレティシアを取り囲む。十六夜達は扉の内側から外の様子を窺うかがった。


　騎士風の男達は石になったレティシアを取り囲むと安あん堵どしたように縄なわをかけ始める。


「これでよし………危あやうく取り逃がすところだったな」


「ギフトゲームを中止してまで用意した大口の取引だ。台無しになれば〝サウザンドアイズ〟に我ら〝ペルセウス〟の居場所は無くなっていたぞ」


「それだけじゃない。箱庭の外とはいえ、交こう渉しよう相手は一国規模のコミュニティだ。もしも奪うばわれでもしたら───」


「箱庭の外ですって!?」


　黒ウサギの叫びに、運び出そうとしていた男達の手が止まった。


　邪じや魔ま者ものと認にん識しきしていた〝ノーネーム〟の叫びに、彼らは明らかな敵意を込めて見る。


　しかし黒ウサギは男達の視線など気にも留とめず、走り寄って抗こう議ぎの声を上げた。


「一体どういうことです！　彼らヴァンパイアは───〝箱庭の騎士〟は箱庭の中でしか太陽の光を受けられないのですよ!?　そのヴァンパイアを箱庭の外に連れ出すなんて………！」


「我らの首領が取り決めた交渉。部外者は黙だまっていろ」


　騎士は突つき放すように語り、翼の生えた靴で空を舞まう。


　空にはまだ百に匹敵する軍勢が〝ノーネーム〟の本拠の上に待ち構えていた。


　本来ならば本拠への不当な侵しん入にゆうはコミュニティへの侮ぶ辱じよく行こう為いであり、世せ間けん体てい的にもよろしくない。信しん頼らいが命の商業コミュニティである〝サウザンドアイズ〟ならばこんな暴挙をする事は無いだろう。これは明らかに、黒ウサギ達を〝ノーネーム〟と見下した上での行こう為いだ。


「こ、この………！　これだけ無ぶ遠えん慮りよに無礼を働いておきながら、非礼を詫わびる一言もないのですか!?　それでよく双そう女め神がみの旗を掲げていられるものですね、貴方あなた達は!!!」


　激げき昂こうする黒ウサギを〝ペルセウス〟の男達は鼻で笑った。


「ふん。こんな下層に本拠を構えるコミュニティに礼を尽つくしては、それこそ我らの旗に傷が付くわ。身の程ほどを知れ〝名無し〟が」


「なっ……なんですって………!!!」


　黒ウサギからバチコン！　と、堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつする音がした。レティシアの扱いやコミュニティを侮ぶ辱じよくする行動と発言の数々に、黒ウサギの沸ふつ点てんは一気に振りきれたのだ。


　怒りに震ふるえる黒ウサギを見下す騎士達は、その姿を鼻で笑う。


「フン。戦うというのか？」


「愚おろかな。自軍の旗も守れなかった〝名無し〟など我等の敵ではないぞ」


「恥はじ知しらず共め。我らが御旗の下もとに成敗してやるわ！」


　口々に罵ののしり猛たける騎士達。彼らはゴーゴンの旗印を大きく掲かかげると、陣じん形けいをとるように広がる。しかし壮そう絶ぜつな薄うす笑わらいを浮うかべる黒ウサギのウサ耳に侮ぶ蔑べつの言葉は届かない。


　彼女は騎士達を睨むと、らしくない物ぶつ騒そうな笑え顔がおで罵った。


「ふ、ふふ………いい度胸です。多少は名のあるギフトで武装しているようですが、そんなレプリカを手にして強くなった気でいるのですか？」


「何!?」


　今度は騎士達が怒ど声せいを上げる。黒ウサギは黒髪かみを淡あわい緋ひ色いろに変へん幻げんさせ、高く舞いあがらせて威い嚇かくした。


「ありえない………ええ、ありえないですよ。天真爛らん漫まんにして温おん厚こう篤とく実じつ、献けん身しんの象しよう徴ちようとまで謳うたわれた〝月の兎うさぎ〟をこれほどまで怒おこらせるなんて………！」


　瞬しゆん時じに一帯の空気が重圧に変わった。息を吸う事さえままならないほどの力が敵を襲おそう。百もの空を駆ける騎士達は、黒ウサギの放つ威い圧あつ感かんにたじろいでいた。


　黒ウサギが右みぎ腕うでを掲げると刹せつ那な、空気が裂さけるような甲かん高だかい音が響ひびきわたる。まるで雷らい鳴めいのような爆ばく音おんが周囲一帯を支配し、その右手には閃せん光こうのように輝かがやく槍やりが掲げられている。


　騎士達に動どう揺ようが走った。


「雷鳴と共に現れるギフト………ま、まさかインドラの武具!?　そんな話はルイオス様から聞いていないぞ!!」


「あ、ありえん！　最下層のコミュニティが神格を付ふ与よされた武具を持つはずが………!?」


「本物のはずがない！　どうせ我らと同じレプリカだ！」


　稲いな妻ずまの迸ほとばしる槍を逆手に構えた黒ウサギは、


「その目で真しん贋がんを見み極きわめられないなら───その身で確かめるがいいでしょう！」


　熱膨ぼう張ちようした空気が、雷鳴を轟とどろかせる。同時に、黒ウサギの髪がプリズムを放ち、緋色から蒼あおに染まる。


　インドラの槍を黒ウサギが天に向かって撃うちだそうとすると、それと同時に十六夜が、


「てい」


「フギャ！」


　後ろからウサ耳を力いっぱい引っ張る。すっぽぬけたインドラの槍は雷鳴と共にあさっての方向に飛び、箱庭の天てん井じように着ちやく弾だんする。解放された稲妻と熱量は数kmに亘わたって天幕を照らした。


「お、ち、つ、け、よ！　白夜叉と問題起こしたくないんだろ？　つか俺が我が慢まんしてやっているのに、一人でお楽しみとはどういう了りよう見けんだオイ」


「フギャア!!?　って怒るところそこなんですか!?」


　しかもリズミカルに力いっぱい、何度も引っ張った。


「い、痛い、本当に痛いです十六夜さん！」


　しかも引っ張っただけでなく、十六夜は両耳を根っこから引っ摑つかんで持ち上げたのだ。


「痛い痛い痛い痛い！　い、いい加減にしてください十六夜さん!?　ボケていい場面とそうでない場面をわきまえてください！　今はあの無礼者共に天てん誅ちゆうを」





「もうみんな帰ったぞ」


「え？　って逃にげ足あし速すぎでしょう!?」


　びっくりしながら空を見ると、まるで軍団など初めからいなかったかのような星空が広がっていた。黒ウサギに敵かなわないと判断するや否いなや、すぐさま退たい却きやくしたのだ。


　煙けむりのように突とつ如じよ消えた百もの軍団。しかし黒ウサギの目はごまかされない。


「いえ、違ちがう………あれはまさか、不可視のギフト!?」


「〝ペルセウス〟ってコミュニティが俺の知るモノと同じなら、間ま違ちがいなくそうだろうよ。………しかし、箱庭は広いな。空飛ぶ靴くつや透とう明めいになる兜かぶとが実在してるんだもんな」


　感かん慨がい深く頷うなずく十六夜をキッと睨にらみつける。しかし十六夜はウサ耳を離はなして首を横に振った。


「気持ちは分かるが今はやめとけ。俺はいいけど、〝ノーネーム〟と〝サウザンドアイズ〟が揉もめたら困るんだろ？」


「そっ………それは、そうですが」


「詳くわしい話を聞きたいなら順序を踏ふむもんだ。事情に詳しそうな奴やつが他ほかに居るだろ？」


　はっと思い出す。レティシアを連れてきたのが白夜叉ならば、詳しい事情を知っているかもしれない。


「他の連中も呼んで来い」


「え？　で、でも昼間の事がありますし」


「なら御チビとお嬢じよう様さまだけでもいい。どうもキナ臭くさい。最悪その場でゲームになることだってあり得る。なら頭数はいた方がいいだろ」


　───ま、そうなっても俺一人で十分だけど。


　とは思っても口にしない。十六夜は空気が読める男だった。自じ称しようだが。


　ジンは看病に残ると言い、十六夜、飛鳥、黒ウサギの三人は〝サウザンドアイズ〟二一〇五三八〇外門支店を目指すのだった。












　第六章







　夜も更ふけ、夜空には星が輝かがやいていた。一晩遅おくれの満月が箱庭を照らしている。


　街灯ランプは仄ほのかな輝きで道を照らしているが、周囲から人ひと気けらしいモノは一いつ切さい感じられない。道中、十六夜は足早なまま空を見上げて呟つぶやく。


「こんなにいい星空なのに、出歩いてる奴はほとんどいないな。俺の地元なら金とれるぜ」


　箱庭に来る以前、十六夜は眠ねむらない夜の街で生きてきた。


　眩まばゆいばかりのネオンライトや、昼夜問わず道路を走る車と騒そう音おん。


　歓かん声せいと娯ご楽らく。喧けん騒そうと人波。醜しゆう悪あくな誘ゆう惑わくが蔓延はびこる時代で生きてきた十六夜にとって、人里で見上げる満天の空は新しん鮮せんに感じられたのだ。対照的に、戦後間もない時代から来た久遠飛鳥にとって、この満天の星が見える夜空は疑問の対象である。


「これだけハッキリ満月が出ているのに、星の光が霞かすまないなんておかしくないかしら？」


「箱庭の天幕は星の光を目視しやすいように作られてますから」


「そうなの？　だけどそれ、何か利点があるのかしら？」


　太陽の光から吸きゆう血けつ鬼きなどの種を守るというのは理解できる。しかし星の光を際立たせたところで意味があるとは思えない。黒ウサギは焦あせるような小走りだったが、歩ほ幅はばを緩ゆるめ、


「ああ、それはですね」


「おいおいお嬢様。その質問は無ぶ粋すいだぜ。〝夜に綺き麗れいな星が見れますように〟っていう職人の心意気が分からねえのか？」


「あら、それは素す敵てきな心こころ遣づかいね。とてもロマンがあるわ」


「………。そ、そうですね」


　黒ウサギはあえて否定しなかった。納なつ得とくしたのなら今はそういう事にしておこう。話せば長くなるし、店先までほんの僅わずかだ。


〝サウザンドアイズ〟の門前に着いた三人を迎むかえたのは例の無ぶ愛あい想そうな女性店員だった。


「お待ちしておりました。中でオーナーとルイオス様がお待ちです」


「黒ウサギ達が来る事は承知の上、ということですか？　あれだけの無礼を働いておきながらよくも『お待ちしておりました』なんて言えたものデス」


「………事の詳しよう細さいは聞き及およんでおりません。中でルイオス様からお聞きください」


　定例文にも似た言葉にまた憤ふん慨がいしそうになる黒ウサギだが、店員の彼女に文句を言っても仕方がない。店内に入り、中庭を抜ぬけて離はなれの家屋に黒ウサギ達が向かう。


　中で迎えたルイオスは黒ウサギを見て盛大に歓声を上げた。


「うわお、ウサギじゃん！　うわー実物初めて見た！　噂うわさには聞いていたけど、本当に東側にウサギがいるなんて思わなかった！　つーかミニスカにガーターソックスって随ずい分ぶんエロいな！　ねー君、うちのコミュニティに来いよ。三食首輪付きで毎晩可愛かわいがるぜ？」


　ルイオスは地の性格を隠かくす素そ振ぶりも無く、黒ウサギの全身を舐なめまわすように視姦してはしゃぐ。黒ウサギは嫌けん悪お感かんでさっと脚あしを両手で隠すと、飛鳥も壁かべになるよう前に出た。


「これはまた………分かりやすい外げ道どうね。先に断っておくけど、この美び脚きやくは私達のものよ」


「そうですそうです！　黒ウサギの脚は、って違ちがいますよ飛鳥さん!!」


　突とつ然ぜんの所有宣言に慌あわててツッコミを入れる黒ウサギ。


　そんな二人を見ながら、十六夜は呆あきれながらもため息をつく。


「そうだぜお嬢様。この美脚は既すでに俺のものだ」


「そうですそうですこの脚はもう黙らっしゃいッ!!!」


「よかろう、ならば黒ウサギの脚を言い値で」


「売・り・ま・せ・ん！　あーもう、真面まじ目めなお話をしに来たのですからいい加減にして下さい！　黒ウサギも本気で怒おこりますよ!!」


「馬ば鹿かだな。怒らせてんだよ」


　スパァーン！　とハリセン一いつ閃せん。今日の黒ウサギは短気だった。





　肝かん心じんのルイオスは完全に置いてけぼりを食くらっている。


　四人のやり取りが終わるまで啞あ然ぜんと見つめ、唐とう突とつに笑いだした。


「あっはははははははは！　え、何？　〝ノーネーム〟っていう芸人コミュニティなの君ら。もしそうならまとめて〝ペルセウス〟に来いってマジで。道楽には好きなだけ金をかけるのが性分だからね。生しよう涯がい面めん倒どう見るよ？　勿論、その美脚は僕のベッドで毎夜毎晩好きなだけ開かせてもらうけど」


「お断りでございます。黒ウサギは礼節も知らぬ殿との方がたに肌はだを見せるつもりはありません」


　嫌悪感を吐はき捨てるように言うと、隣となりで十六夜がからかう。


「へえ？　俺はてっきり見せる為ために着てるのかと思ったが？」


「ち、違いますよ！　これは白夜叉様が開かい催さいするゲームの審しん判ぱんをさせてもらう時、この格好を常備すれば賃金を三割増しすると言われて嫌いや々いや………」


「ふぅん？　嫌々そんな服を着せられてたのかよ。………おい白夜叉」


「なんだ小こ僧ぞう」


　キッと白夜叉を睨にらむ十六夜。両者は凄すごんで睨みあうと、同時に右手を掲かかげ、


「超ちようグッジョブ」


「うむ」


　ビシッ！　と親指を立てて意い思し疎そ通つうする二人。一向に話が進まず、ガクリと項うな垂だれてしまった黒ウサギの元に、家屋の外から店員の助たすけ舟ぶねが出される。


「あの………御ご来客の方も増えましたので、よろしければ店内の客間に移りましょうか？　みれば割れた食器の破は片へんも散らかっていますし」


「そ、そうですね」


　一度仕切り直す事になった一同は、〝サウザンドアイズ〟の客室に向かうのだった。





　　　　＊





　座ざ敷しきに招かれた三人は〝サウザンドアイズ〟の幹部二人と向かい合う形で座る。長机の対岸に座るルイオスは舐め回すような視線で黒ウサギを見続けていた。


　黒ウサギは悪お寒かんを感じるも、ルイオスを無視して白夜叉に事情を説明する。


「───〝ペルセウス〟が私達に対する無礼を振ふるったのは以上の内容です。ご理解いただけたでしょうか？」


「う、うむ。〝ペルセウス〟の所有物・ヴァンパイアが身勝手に〝ノーネーム〟の敷しき地ちに踏ふみ込んで荒あらした事。それらを捕ほ獲かくする際における数々の暴挙と暴言。確かに受け取った。謝罪を望むのであれば後日」


「結構です。あれだけの暴挙と無礼の数々、我々の怒いかりはそれだけでは済みません。〝ペルセウス〟に受けた屈くつ辱じよくは両コミュニティの決けつ闘とうをもって決着をつけるべきかと」


　両コミュニティの直接対決。それが黒ウサギの狙ねらいだった。


　レティシアが敷地内で暴れ回ったというのは勿もち論ろんねつ造だ。しかし彼女を取り戻もどすためにはなりふり構っていられる状じよう況きようにはない。使える手段は全すべて使う必要があった。


「〝サウザンドアイズ〟にはその仲ちゆう介かいをお願いしたくて参りました。もし〝ペルセウス〟が拒むようであれば〝主催者権限ホストマスター〟の名の下もとに」


「いやだ」


　唐突にルイオスは言った。


「………はい？」


「いやだ。決闘なんて冗じよう談だんじゃない。それにあの吸きゆう血けつ鬼きが暴れ回ったって証しよう拠こがあるの？」


「それなら彼女の石化を解いてもらえば」


「駄だ目めだね。アイツは一度逃にげ出したんだ。出しゆつ荷かするまで石化は解けない。それに口裏を合わせないとも限らないじゃないか。そうだろ？　元お仲間さん？」


　嫌いや味みったらしく笑うルイオス。筋が通っているだけに言い返せない。


「そもそも、あの吸血鬼が逃げ出した原因はお前達だろ？　実は盗ぬすんだんじゃないの？」


「な、何を言い出すのですかッ！　そんな証拠が一体何ど処こに」


「事実、あの吸血鬼はあんたのところに居たじゃないか」


　ぐっと黙だまりこむ。それを衝つかれては言い返せない。黒ウサギの主張も、ルイオスの主張も、第三者がいないという点では同じなのだ。ルイオスはヘラッと笑って畳たたみ掛かける。


「まあ、どうしても決闘に持ち込みたいというならちゃんと調査しないとね。………もっとも、ちゃんと調査されて一番困るのは全く別の人だろうけど」


「そ、それは………！」


　視線を白夜叉に移す。彼女の名前を出されては黒ウサギとしては手が出せない。この三年間、〝ノーネーム〟を存続出来たのは彼女の支し援えんがあったからだ。


　今回の一件で更さらなる苦労をかけるのは避さけたかった。


「じゃ、さっさと帰ってあの吸血鬼を外に売うり払はらうか。愛あい想そない女って嫌きらいなんだよね、僕。特にアイツは体も殆ほとんどガキだしねえ───だけどほら、あれも見た目は可愛かわいいから。その手の愛好家には堪たまらないだろ？　気の強い女を裸ら体たいのまま鎖くさりで繫つないで組み伏ふせ啼なかす、ってのが好きな奴やつもいるし？　太陽の光っていう天然の牢ろう獄ごくの下、永遠に玩具おもちやにされる美女ってのもエロくない？」


　ルイオスは挑ちよう発はつ半分で商談相手の人物像を口にする。


　案の定、黒ウサギはウサ耳を逆立てて叫さけんだ。


「あ、貴方あなたという人は………！」


「しっかし可哀かわい想そうな奴だよねーアイツも。箱庭から売り払われるだけじゃなく、恥はじ知しらずな仲間の所為せいでギフトまでも魔ま王おうに譲ゆずり渡わたす事になっちゃったんだもの」


「………なんですって？」


　声を上げたのは飛鳥だ。彼女はレティシアの状態を知らなかったから驚おどろきも大きい。


　黒ウサギは声を上げなかったものの、その表情にはハッキリと動どう揺ようが浮うかんでいる。


　ルイオスはそれを見み逃のがさなかった。


「報むくわれない奴だよ。〝恩恵ギフト〟はこの世界で生きていくのに必要不可欠な生命線。魂たましいの一部だ。それを馬ば鹿かで無能な仲間の無む茶ちやを止めるために捨てて、ようやく手に入れた自由も仮かり初そめのもの。他人の所有物っていう極きわめ付けの屈辱に耐たえてまで駆かけ付けたってのに、その仲間はあっさり自分を見捨てやがる！　目を覚ましたこの女は一体どんな気分になるだろうね？」


「………え、な」


　黒ウサギは絶句する。そして見る見るうちに蒼そう白はくに変わっていった。


　同時に幾いくつもの謎なぞが解けた。魔王に奪うばわれていたはずのレティシアがこの東側に居るのも、ギフトカードに記されたネームのランクが暴落していたのも、それが理由だった。


　魂を砕いてまで───レティシアは、黒ウサギ達の元に駆け付けようとしてくれたのだ。


　ルイオスはにこやかに笑うと、蒼白な黒ウサギにスッと右手を差し出す。


「ねえ、黒ウサギさん。このまま彼女を見捨てて帰ったら、コミュニティの同士として義が立たないんじゃないか？」


「………？　どういうことです？」


「取引をしよう。吸血鬼を〝ノーネーム〟に戻してやる。代わりに、僕は君が欲しい。君は生しよう涯がい、僕に隷れい属ぞくするんだ」


「なっ、」


「一種の一ひと目め惚ぼれって奴？　それに〝箱庭の貴族〟という箔はくも惜おしいし」


　再度絶句する黒ウサギ。飛鳥もこれには堪らず長机を叩たたいて怒ど鳴なり声を上げた。


「外げ道どうとは思っていたけど、此こ処こまでとは思わなかったわ！　もう行きましょう黒ウサギ！　こんな奴の話を聞く義理は無いわ！」


「ま、待ってください飛鳥さん！」


　黒ウサギの手を握にぎって出ようとする飛鳥。だが黒ウサギは座ざ敷しきを出ない。


　黒ウサギの瞳ひとみは困こん惑わくしている。この申し出に彼女が悩なやんでいる事は明白だ。


　それに気づいたルイオスは厭いやらしい笑えみで捲まくし立てた。


「ほらほら、君は〝月の兎うさぎ〟だろ？　仲間の為ため、煉れん獄ごくの炎ほのおに焼かれるのが本ほん望もうだろ？　君達にとって自己犠ぎ牲せいって奴は本能だもんなあ？」


「………っ」


「ねえ、どうしたの？　ウサギは義理とか人情とかそういうのが好きなんだろ？　安っぽい命を安っぽい自己犠牲ヨロシクで帝たい釈しやく天てんに売り込んだんだろ!?　箱庭に招かれた理由が献けん身しんなら、種の本能に従って安い喧けん嘩かを安く買っちまうのが筋だよな!?　ホラどうなんだよ黒ウサギ


「黙りなさい！」


　ガチン！　とルイオスの下した顎あごが閉じ、困惑する。見かねた飛鳥の力が原因だ。


「っ………!?……………!!?」


「貴方は不快だわ。そのまま地に頭を伏せてなさい！」


　混乱するように口を押さえたルイオスは体を前のめりに歪ゆがめる。だがしかし、命令に逆らって強ごう引いんに体を起こす。何が起こったのかを理解したルイオスは強引に言葉を紡つむいだ。


「おい、おんな。そんなのが、つうじるのは───格下だけだ、馬鹿が!!」


　激げき怒どしたルイオスが取り出したギフトカードから、光と共に現れる鎌かま。


　振ふり下ろされた刃やいばを庇かばうように受け止めたのは、傍そばに控ひかえていた十六夜だった。


「な、なんだお前………！」


「十六夜様だよ色男。喧嘩なら利子付けても買うぜ？　勿もち論ろんトイチだけどな」


　軽けい薄はくそうに笑うと、握った柄えを蹴けって押し返す。ルイオスは堪らず跳とび退のいた。


　追つい撃げきの為に距きよ離りを取ろうとするルイオス。しかし白夜叉の扇おうぎが鎌を押さえつける。


「ええい、やめんか戯け共！　話し合いで解決出来ぬなら門前に放り出すぞ！」


「………。ちっ。けどその女が先に手を出したんだけどね？」


　尚なおも殺気立つルイオス。黒ウサギが間に入って仲ちゆう裁さいをした。


「ええ、分かってます。これで今日の一件は互たがいに不問という事にしましょう。………後、先ほどの話ですが………少しだけお時間をください」


　黒ウサギの返事に驚く飛鳥は、堪たまらず叫さけんだ。


「ま、待ちなさい黒ウサギ！　貴女あなた、この男の物になってもいいというの!?」


「………仲間に相談する為にも、どうかお時間を」


「オッケーオッケー。こっちの取引ギリギリ日程………一週間だけ待ってあげる」


　にこやかに笑うルイオス。黒ウサギはそれだけ口にして足早に座敷を出た。


　飛鳥はその後ろを追いかける。一人残った十六夜は呆あきれたように肩かたを竦すくませた。


「白夜叉は恵めぐまれてるな。気難しい友人とゲスい部下に挟はさまれるなんてそう経験出来ないぞ」


「全くだの。羨うらやましいなら代わってやるぞ」


「今はいいや。………ところで、〝ペルセウス〟のリーダーってお前か？」


「あぁ？　そうだけど、今さら何聞いてんの？」


　先ほどの事もあり、不ふ機き嫌げんな声を上げるルイオス。


　十六夜はしばしルイオスを見つめた後、落らく胆たんしたようにため息を吐ついて踵きびすを返す。


「───ちょっと待てよ。今のため息はなに？」


「名前負けしすぎ。期待した俺が馬鹿だった。………そういう意味さ」


「はっ。今なら安い喧嘩でも安く買うぜ？」


　鎌を構える。彼とて〝ペルセウス〟を率いている男。数多あまたの修しゆ羅ら神仏を押しのけて五桁けたの外門に本ほん拠きよを構えているのだ。その実力は並の人間とは一線を画す実力がある。先ほどは力負けしたかもしれないが、いざ戦えば自分が勝つと疑っていない。


　十六夜は片眉まゆを上げて見つめ直す。だがやはり興味なさそうに座敷に背を向けた。





　　　　＊





　噴ふん水すい広場を越こえてペリベッド通りについた黒ウサギを、飛鳥は猛もう抗こう議ぎしながら追う。


「どういうつもりなの黒ウサギ！　本気であの男の物になっていいというの!?」


「─────………っ」


　スタスタと足早に歩く黒ウサギの背を声こわ高だかに追いかける。


　飛鳥は鬼き気き迫せまる表情で背中を摑つかみ、釣つり上げた目つきのまま、自分達を召しよう喚かんした招待状を胸に突つき付ける。憤いきどおりを抑おさえないままに、その文面を口にした。


「〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟───そうやって私達を焚たき付けた本人である貴女がコミュニティを離はなれるのは、責任の放ほう棄きに他ほかならないわ！」


「………そんな、つもりは」


「いいえ、噓うそよ！　今の貴女の顔を見れば分かるわ！　貴女は仲間の為ために自分を売うり払はらっても構わないって思っている！　だけどそんな無む駄だなこと、私達が絶対に許さないわ！」


「む、無駄って………どうしてそこまで言われなきゃいけないのですか!!」


　黒ウサギも堪らず叫んだ。ルイオスにせよ、飛鳥にせよ、どうして周りからこんなに責められなければならないのか分からなかった。


　肩で息いきをしながらも、幾いく分ぶん冷静に黒ウサギは反論する。


「コミュニティにとって、仲間は大事です。何物にも勝まさる、コミュニティの宝でございます。ましてや魂たましいを削けずってまでコミュニティの窮きゆう地ちに駆かけ付けたレティシア様を見捨てては、我々の義が立ちません！」


「だけどそれは貴女が身代わりになる事じゃない！　そんなの無意味だわ！」


「仲間の為の犠ぎ牲せいが無意味なはずない！」


「夜中に叫ぶな喧やかましい」


　十六夜に押されてガツン！　と女性二人の頭がヘッドバットする。


　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに二人の意識に星が飛んだ。


「「～～～～～～～～～～っ！」」


「お互いの言い分は理解した。それを踏ふまえて言わせてもらうと、黒ウサギ。お前が悪い」


「ど、どうしてですか!?」


　オデコを押さえながら涙なみだ目で抗こう議ぎする黒ウサギ。十六夜は冷めたような目で責める。


「手紙の一件もそうだけどな。レティシアは〝ノーネーム〟の本拠に来た時、もう覚かく悟ごしていたはずだ。あの目が、お前に助けを求めている目だったか？」


「そ、それは………いえ、助けを求めてないから助けないというのは詭き弁べんでございます！」


「そりゃそうだ。だけど場合による。レティシアがギフトを失った事を黙だまっていたのは、お前に身代わりになって欲しくないからじゃねえのか？」


　ぐっ、と思い出したように言葉を詰つまらせる。


　確かにレティシアは、ギフトを失った事を知られたくない様子だった。


　それはつまり、レティシアの想おもいが黒ウサギ達の重荷になる事を避さけたかったからだ。


「あとお嬢じよう様さまも言い方が悪いな。もっとソフトに自分の気持ちを伝えろよ。


『私、黒ウサギの事が心配で心配で堪らないの！　お願い、私の傍そばに居て！』───とか」


「そ、そんなつもりで引き止めていたわけじゃないわ！」


　だが１／４ぐらいは図星だったのだろう。


　耳まで真っ赤になった飛鳥を見て、黒ウサギはやや気まずそうに頭を下げる。


「も、申し訳ありません。気持ちは嬉うれしいのですが、その、黒ウサギにそういう趣しゆ味みは」


「ここぞとばかりに曲解かしら？　ええ、いいわ受けて立ってさしあげてよこの駄ウサギ！」


　叫びながらウサ耳を摑んで引っ張る。黒ウサギはあられもない悲鳴を上げた。


　女性二人は戯たわむれて少し落ち着いたのか、同時に大きなため息を吐いて呟つぶやいた。


「………心配していたのは本当よ。だって貴女あなた、泣きそうな顔していたもの」


「こ、こちらこそ申し訳ありません。冷静さを失っていました」


　今後どうするにしても、ジンや燿とも話さねばならない。


　三人は一度〝ノーネーム〟の本拠に戻もどる事にするのだった。





　　　　＊





　───それから五日後。


　場所は箱庭第五桁・二六七四五外門。〝サウザンドアイズ〟第八八本拠。


　二六七四五外門は一階層上に住む〝階層支配者フロアマスター〟である白夜叉が任されている外門である。


　その足元には同じ〝サウザンドアイズ〟の傘さん下かである〝ペルセウス〟の本拠がある。しかし、〝ペルセウス〟の本拠である白はく亜あの宮きゆう殿でんを飾かざる旗印は、白い布地の〝ゴーゴンの首〟一本だけだ。紅あかい生き地じに向かい合う双そう女め神がみの紋もんをあしらった旗印は掲かかげられていない。


　黒ウサギ達の一件や他の不ふ祥しよう事じを白夜叉が告発し、〝ペルセウス〟は無期限で〝サウザンドアイズ〟の旗印を仕し舞まうように命じられたのだ。


　白亜の宮殿の最上階にあるテラスから下層を見下ろすルイオスは、傍かたわらに控ひかえる側近に呟く。


「あれから五日。黒ウサギからの再さい交こう渉しようがあると思っていたけど、そんな気配も無し。中々うまくいかないねえ。絶対に〝月の兎うさぎ〟を手に入れられると思ったのに」


「しかしよろしかったのですか？　我ら〝ペルセウス〟が五桁けたの外門に本ほん拠きよを構えられたのも、〝サウザンドアイズ〟の後ろ盾だてあってこそ。その旗を下げろと命令されては………」


「あーうん。最悪の場合は一階層ぐらい下に本拠を移さないとね。ま、大だい丈じよう夫ぶだよ。つーかそれぐらいで丁度いい。親父おやじも死んだし、そもそも僕らが五桁の外門に居続けるって無理があるでしょ。それともアンタがコミュニティを養ってくれんの？」


　側近の男は苦く渋じゆうの色を見せる。ルイオスはこう言うが、五桁の外門に残るのは決して不可能ではない。彼の持つ最強のギフトは、魔ま王おうでさえ油断できない程ほどの力があるのだ。


　ルイオスが指揮を発揮し、コミュニティをまとめ上げたのなら、配下の彼らは〝主催者ホスト〟としてもプレイヤーとしても十二分の成果を上げてみせるだろう。


　しかしルイオスがそんな素そ振ぶりを見せた事は、ただの一度もなかった。


「しっかしいいよねえ、あの黒ウサギ！　ベビーフェイスなのに胸とか脚あしとかすげえエロい体してたし！　献けん身しん的で強きよう靭じんで愛あい嬌きようがあって美人で激エロって何だアレ！　マジで僕好みだ！　コレを機に〝サウザンドアイズ〟を抜ぬけて代わりの看板にしようと思ったけど、人目に晒さらすのもったいないなあ！　組み敷しいて啼なかせたらきっと生しよう涯がい飽あきないよアレ！」


「………はあ」


　側近の男は相あい槌づちと共に深く嘆たん息そくした。彼が積極的に口にするのは女・金・道楽の三つしかない。ルイオスは、俗ぞくな快楽主義を絵にかいたような男だった。


　この五日間は特にそう。よほど黒ウサギが気に入ったのか、夜通しその話ばかり。コミュニティの書類は執しつ務む室に山積みになり、目を通そうともしない。


　自ら招いたコミュニティの危機なのに、全すべて他人ひと任まかせのままでいるつもりなのだ。


（このまま我々が書類を片付けては示しが付かない………此こ処こはやはり自発的に執務につくのを待つか）


　やれやれと首を振ふる。彼らしかいないテラスに女の声が掛かかったのは、その時だった。


「夜分失礼します、ルイオス様」


「誰だれだ!?」


　側近の男は叫さけび声を上げて帯刀していた剣けんを抜く。ふわりとテラスに舞まい降りたのは、〝ノーネーム〟の黒ウサギだった。ルイオスは側近を押しのけて歓かん喜きの声を上げる。


「うわお！　どうしたの急に！　やっぱりウチに来る気になった!?」


「………その一件でお話に参りました。明日、コミュニティの代表者を交えて会談したいと思います。お時間をいただいてもよろしいでしょうか？」


　黒ウサギは沈ちん鬱うつな表情で話す。対照的にルイオスは大はしゃぎしながら両手を広げた。


「オッケーオッケー！　例のヴァンパイアで足りないなら他ほかにも色々とつけるぜ！」


「ルイオス様！　〝箱庭の騎き士し〟についてはもう取引の準備が」


　慌あわてて止めに入る側近の鳩尾みぞおちを蹴けりあげて黙だまらせる。


　黒ウサギは沈鬱な表情のまま一度だけ頷うなずいてテラスを飛び降りた。


　ルイオスは高らかに笑い上げ、両手を広げてクルクル回って歓喜する。


「はは、やったぜクソッタレ！　これでもう〝サウザンドアイズ〟の看板に媚こびを売る必要もない！　ようやく僕にも運が回って来たってわけか！」


　品の欠片かけらもなく狂くるったように天を仰あおいで笑う。


　クルリクルリと回り続ける主を、側近の男はより深い嘆息を漏もらしながら見ていた。


（しかし、まさか黒ウサギが交こう渉しように乗ってくるとは。やはり献身の血筋には抗あらがえなかったということか）


〝サウザンドアイズ〟を抜けるのは手痛いが、〝箱庭の貴族〟を手に入れる事が出来るなら悪くない代だい償しようだ。〝箔はく〟付きのコミュニティになれば、北側の悪あつ鬼き羅ら刹せつ・南側の幻げん獣じゆう達とも対等なゲームを交渉できる。コミュニティとして独立するには、これで良かったのかもしれない。


　ルイオス本人は獰どう猛もうな好色家だが、黒ウサギを玩具おもちやにするのもどうせ一月もあれば飽あきる。


　普ふ通つうの女ならば耐たえきれないだろうが、強靭なウサギなら問題ないだろう。生きてさえいれば看板としてどうとでも使える。


　いっそ従順になるまで徹てつ底てい的に身体からだに仕込めばよいのだ。


　忠実な側近はカラになった主の杯さかずきに酒を注ぎ、山積みの書類を恨うらめしげに見るのだった。












　第七章







　───時間は二日前に遡さかのぼる。黒ウサギはジンに謹きん慎しん処分を受けていた。自室の窓に滴したたる雫しずくを指でなぞりながら、雨の降る箱庭の都市を見る。


（ああ、定期降雨の時期でしたっけ。南側と違ちがって東側は天幕の開放がないですものね）


　人工降雨は一定のスパンで行われる。その時だけ箱庭の天幕は可視状態になり、光学屈くつ折せつで作りだした雨雲を視覚に錯さつ覚かくさせる。


　つまり、有りもしない雨雲を〝ある〟と錯覚させた上で雨を降らせているのだ。


　………ぶっちゃけた話、かなり無む駄だな高等技術である。水が欲しいなら外で雨が降った時に天幕を開けるか、もしくは雨雲の演出なんてせずに水を撒まけばいいだけだ。これほどの奇き跡せきの御技を趣しゆ味み趣しゆ向こうで振るうことが許される懐ふところの広さも、箱庭らしいと言えばらしいのだが。


（まあ、箱庭の機能なんて娯ご楽らくで設置される物が殆ほとんどですし、気にしたら負けかな）


　雨風は風物詩を彩いろどる大事なファクターの一つ。古来天運天災に身を潜ひそめる修しゆ羅ら神仏にとって、雨雲の有う無むというのは意味合いが大きい。


　雷らい雲うんを伴ともなう嵐あらしならば、人はそれを龍りゆうの仕し業わざと崇あがめるだろう。


　しかしお天気雨ならば、何ど処こぞの僻へき地ちで魔ま法ほう使つかいがチーズを作っている、という事になる。


　箱庭の都市にとって八百やお万よろずの神々などまだまだ少ない。星の数ほどいる神仏が作りだしたこの箱庭は、伝承や伝説で溢あふれ返っているのだから。


（そういえばレティシア様は雨が苦手でしたっけ。血の臭においが湿しつ気けと共に立ち籠こめるのは宜よろしくない、とか何とか）


　吸きゆう血けつ鬼きのくせに何を言っているのやら。思い出して黒ウサギは苦く笑しようした。


　憂ゆう鬱うつそうに窓の外を見ていると、コンコンと控ひかえめなノックが響ひびく。


「はーい、鍵かぎもかかってますし中に誰だれもいませんよー」


「………。入っていいという事かしら？」


「そうじゃないかな？」


　声は久遠飛鳥と春日部耀のものだ。しかし『誰もいない』と主張しているのに『入って良し』と判断するのはいかがなものだろう？


「あら、本当に鍵がかかってるわ」


「ん………ホントだ。こじ開ける？」


　ガチャガチャとドアノブを回す二人。黒ウサギは観念したように立ち上がった。


「はいはい、開けます開けます！　御二人はもう少しソフトというか、オブラートにですね」


「いっそ壊こわしたらどう？」


「そうだね」


　バキンッ！


「オブラァァァァァト！」


「「五月蠅うるさい」」


　二人にピシャリと言われて黙る。稀き代たいの問題児相手に木製のドアはあまりに無力だった。


　黒ウサギはウサ耳を垂れさせ、破は壊かいされたドアノブを片手にしくしくと泣いた。





　流した涙なみだもそのままに、自前の湯ゆ沸わかし器でお茶を淹いれる。その間に二人は持ち込んだ布ぬの袋ぶくろを小皿に広げる。中には手作りと思われるお菓か子しが入っていた。


「………まさか御二人が？」


「いいえ。コミュニティの子供達が作ったのよ」


「これを持って『お願いですから、黒ウサギのお姉ちゃんと仲直りしてください！』───って狐きつね耳の女の子や他ほかの年長組の子が」


　三人はなんとも言えない複雑な表情に顔を歪ゆがませる。


　三日前、〝サウザンドアイズ〟での事を話した時。案の定、ジンも耀も黒ウサギを引き止めた。ジンはコミュニティのリーダーとして、耀は新たな友人として引き止めた。


　誰だれに悪気があったわけではない。ただお互たがいにカッとなって言いすぎてしまった。そこに飛鳥も参戦して大事になり、結局、全員頭を冷やすために謹慎という事になったのだ。


　只ただ一人、傍ぼう観かん者に徹てつしていた十六夜は「ちょっくら箱庭で遊んでくる」と言い残したまま一度も帰ってこない。もしかしたら〝ノーネーム〟に愛あい想そを尽つかしたのかもと誰もが思った。


　そんな剣けん呑のんな空気を子供達は察したのだろう。


　自分達に出来る事を、と必死に考えたのがこの小皿のお菓子だった。


「子供って卑ひ怯きようだわ。あんな泣きそうな目でお願いされたら、断れるのは鬼おにか悪あく魔まぐらいよ」


「ダメだよ飛鳥。きっかけをくれたんだからちゃんと仲直りしないと」


　フン、と顔を背そむける飛鳥となだめる耀。


　それを見た黒ウサギも、困ったように笑った。


「そうですね………黒ウサギ達がしっかりしないと、コミュニティのみんなが困りますよね」


「そういうこと。だから貴女あなたには悪いけど、他所よそに行かせるわけにはいかないわ。このコミュニティの中心はジン君でもなければ私達でもない。私達を招き入れ、ずっと一人で支え続けた貴女なのよ、黒ウサギ」


「………はい」


　それはジンにも言われた事だ。今黒ウサギが脱だつ退たいしては、コミュニティが持たないと。


　任された子供達の事。招き入れた十六夜達の事。


　それら全すべてを背負っているのは、他でもない黒ウサギなのだ。


「………飛鳥から聞いた話だけど。黒ウサギのいう〝月の兎うさぎ〟ってあの逸いつ話わの？」


「ＹＥＳ。箱庭の世界のウサギ達は総じて同一の起源をもちます。それが〝月の兎〟でございます」


　───〝月の兎〟。傷ついた老人を救うため、炎ほのおの中に飛び込んで自らを食べるように捧ささげた、仏話の一つ。仏門における自殺は本来、大罪の一つにあげられるが、その兎の行こう為いは自己犠ぎ牲せいの上に成り立つ慈じ悲ひの行為として認められ、帝たい釈しやく天てんに召めされ〝月の兎〟と成る。


　箱庭の兎はその〝月の兎〟から派生した末まつ裔えいなのだ。


「我々〝月の兎〟は箱庭の中枢から力を引き出している為、力を行使した際に髪やウサ耳が影響を受けて色が変わるのですよ。個体差がありますけれどね」


「そうなんだ。三日前の凄すごい雷らい鳴めいとかも、黒ウサギがやったの？」


「はいな。一部のウサギは創始者の眷けん属ぞくの名の下もとに、インドラの武具の使用権限が御ご座ざいます。そんじょそこらの相手には負けませんとも！」


　えっへん、と胸を張ってウサ耳を伸のばす。


「けどギフトゲームの出場制限がある、と」


「………はいな」


　一転して萎しおれるウサ耳。喜き怒ど哀あい楽らくが激しいウサ耳だと、燿達は感心した。


「けど驚おどろいた。〝月の兎〟と言えば万葉集にも載のってるぐらい有名だもの。私の世界じゃちょっとした有名人だよ」


「そ、そうですか」


「うん。───だけど私達は、黒ウサギを炎に飛び込ませるつもりはない。私達三人は………黒ウサギの書いた手紙に招かれたんだもの」


　耀は黒ウサギの手にそっと手を重ねる。その手には例の招待状があった。


〝家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨てて箱庭に来い〟。


　招しよう集しゆうされた三人は皆みな、このフレーズを何より気に入っていた。


　世界に飽あいていた三人を奮い立たせたのは、他でもない黒ウサギの口説き文句なのだ。その彼女が居なくては何の為ために箱庭の世界にきたというのか。


　黒ウサギは決意したような、諦あきらめたような笑え顔がおで答える。


「………はい。無責任な事を言って申し訳ありません。もう大だい丈じよう夫ぶデス」


「そっか。ならそろそろ作戦を考えよう」


「そうね。何か建設的なプランがあるといいんだけど」


　───へ？　と間の抜ぬけた声を上げる黒ウサギ。二人は気にせず続けた。


「やっぱりギフトゲームに出て、手当たり次し第だいにギフトを手に入れていくしかないと思うな」


「ダメよ。時間は残り少ないのだもの。連中が是ぜが非ひでも欲しい物を用意するために、まずは探さぐりを入れるべきだわ。黒ウサギは何か心当たりはない？」


「え？　え？」


　黒ウサギは狼ろう狽ばいする仕草を見せつつも、彼女達が何を口にしているのか理解する。


　つまり飛鳥達は───諦めていないのだ。


　黒ウサギは渡わたせない。だけどレティシアを見捨てる事もしない。


　二人にとって何の面識もないはずのレティシアを救うために、こうして黒ウサギと作戦を練りに来てくれた。その想おもいに黒ウサギは思わず目め頭がしらが熱くなった。


「飛鳥さん、耀さん………本当にありがとうございます」


「お礼は取り戻もどしてからで結構よ。それより今は作戦。連中が黒ウサギ以外の代しろ物もので交こう渉しようにのるか………もしくは、吸きゆう血けつ鬼きの女性を賭としたゲームをしてもいいと思えるような、都合のいいものは無いの？」


「ほ、本当に都合のいいものですね」


　とはいえ今はそれを考えるしかない。黒ウサギは顎あごに手を当てて思考する。


　宝物庫には数々の貴重なギフトが眠ねむっている。宝ほう剣けん・聖せい槍そう・魔ま弓きゆうなど、名立たる武具が揃そろっているが、どれもが使い手を選ぶものばかり。ギリシャ神話に縁ゆかりのあるものもあるが、ルイオスがかつての同士の為に収集活動をする人間には思えない。


　彼ら〝ペルセウス〟が襲しゆう撃げきに来た時。白夜叉の店でルイオスと話をした時。


　それらを鑑かんがみても、ルイオスが望んで交渉に当たるとは思えなかった。


「………ううん、難しいですね。〝ペルセウス〟は組織内の力が極きよく端たんにリーダーに偏かたよったコミュニティです。〝ペルセウス〟を動かすというのはルイオスさんを動かすという事に他ほかなりません。彼は道楽者だと白夜叉様が言っていましたし、彼の趣しゆ向こうが分からない事にはどうにも」


「なら考え方を変えてみよう。ルイオスが主権を持っている状態にも拘かかわらず〝ペルセウス〟が動かざるを得ないような代物ってない？」


　む？　と考え込む黒ウサギ。それなら無い事もない。が、それを手にするには圧あつ倒とう的に時間が足らない。せめて残り数日があればどうにかならない事もないのだが………


「御二人は、ペルセウスのゴーゴン退治を御ご存ぞんじですか？」


「え？」


　黒ウサギの唐とう突とつな質問に二人は驚きながらも、たどたどしく答える。


「ペルセウスは星座の名前しか知らないわ。ゴーゴンは蛇へびの髪かみを持つ化け物だったかしら？」


「はい。そのゴーゴンを暗殺したのが、ペルセウスという騎き士しなのです」


　───ペルセウスによる、ゴーゴン退治の伝説。


　彼はギリシャの神々から四つの〝恩恵ギフト〟を授さずかり、ゴーゴンを退治する旅に出る。


　輝かがやく翼つばさを持つ、ヘルメスの靴くつ。


　神しん霊れいを殺す鎌かま、ハルパー。


　死国の王の兜かぶと、ハデスの兜。


　もう一つ、戦神アテナから授かった盾たてがあるのだが、それは箱庭では失われているらしい。


　それら強大なギフトを授かったペルセウスだが、ゴーゴンには力及およばぬ事を知り、ハデスの兜を用いて不可視となり、ゴーゴンの寝ね首くびを搔かく事に成功する。


　そして皮肉な事に、ゴーゴンの生首は彼の生しよう涯がいを成功へと導く最大のギフトとなるのだ。


「そう。それで、その伝説がどうしたの？」


「力のあるコミュニティは自分達の伝説を誇こ示じするために、伝説を再現したギフトゲームを用意する事があります。彼らは特定の条件を満たしたプレイヤーにのみ、そのギフトゲームへの挑ちよう戦せんを許すのです。自らのもつ伝説と───旗印を賭かけて」


　飛鳥達は合が点てんがいった様に息を呑のんだ。


「旗印………！　そうだわ、それを奪うばえば交渉材料になるかも知れない！」


「はい。ですが、伝説に挑いどむのですから相応の資格が問われます。提示された二つのギフトゲームを乗り越こえ、その証あかしを示さねばなりません。何いずれも厳しい試練です。クリアにどれだけの年月がかかるか………残念ではございますが、黒ウサギ達にそれだけの時間は───」


「邪じや魔まするぞ」


　その時、ドガァン！　と十六夜がドアを蹴けり破った。黒ウサギは驚おどろいて声を上げる。


「い、十六夜さん！　今まで何ど処こに、って破は壊かいせずに入れないのでございますか貴方あなた達は!?」


　最も早はや諦めていたが、開いているドアをわざわざ破壊して入ってくるなど嫌いやがらせでしかない。しかし十六夜は悪びれる事もなく肩かたを竦すくませた。


「だって鍵かぎかかってたし」


「あ、なるほど！　じゃあ黒ウサギの持っているドアノブは一体何なんですこのお馬ば鹿か様!!!」


　ドアノブを力いっぱい投げつける。十六夜はヤハハと笑いながら、脇わきに抱かかえていた大おお風ぶ呂ろ敷しきでドアノブを受け止めた。その大風呂敷を不思議そうな眼めで耀が見る。


「その大風呂敷、何が入ってるの？」


「ゲームの戦利品。見るか？」


　少しだけ広げて春日部耀に覗のぞかせる。すると春日部耀の表情が見る見るうちに変わった。


　元々大人しくて表情の変化の乏とぼしい春日部耀が、今は目を見開いて瞳ひとみを丸くしている。


「─────………これ、どうしたの？」


「だから戦利品だって言ってるだろ」


「？　どうしたの二人とも」


　今度は久遠飛鳥が大風呂敷を覗き込む。初めは大風呂敷の中に何が入っていたのか理解できない様子だった飛鳥も、理解すると同時に小さく噴き出した。


　笑いを堪こらえる様に口元を押さえ、半笑いのまま十六夜に話しかける。


「もしかして………貴方、一人でこれを取りに行っていたの？」


「ああ。時間ギリギリまで集めてた」


「ふふ、なるほど。だけどねぇ十六夜君」


　少しだけむっとした顔で耳を引っ張る。飛鳥はやや不ふ機き嫌げんなフリをして呟つぶやいた。


「こういう面おも白しろい事を企たくらむなら………次からちゃんと一声かける事。いいわね？」


「そりゃ悪かったな。次は声をかけるぜお嬢じよう様さま」


　二人は悪戯いたずらっぽく笑えみを交かわす。まさに問題児といった二人の顔は、新しい遊びを見つけた子供のように輝いていた。


　最後に十六夜は、大風呂敷を黒ウサギの前に突つき出し、


「逆転のカードを持ってきたぜ。これでオマエが〝ペルセウス〟に行く必要はない。後はオマエ次し第だいだ、黒ウサギ」


　ポン、と黒ウサギの膝ひざの上に落とす。だが黒ウサギは中身を確かく認にんしようとしない。


　その瞳は只ただ、自じ慢まんげな十六夜の顔を、信じられないような表情で見つめていた。


「まさか………あの短時間で、本当に？」


「ああ。ま、ゲームそのものよりも時間との戦いが問題だったけどな。間に合ってよかった」


　肩を竦めて軽けい薄はくに笑う十六夜。だが口にするほど楽な戦いではなかったはずだ。


「ありがとう………ございます。これで胸を張って〝ペルセウス〟に戦いを挑めます」


「礼を言われる事じゃねえさ。むしろ、面白いのはここからだからな」


　誰だれの為ためでも無い。そう言って笑う十六夜。だが誰に言われるまでもなく、コミュニティの為に戦ってくれた事に変わりは無い。黒ウサギはそれだけで胸がいっぱいだった。


（コミュニティに来てくれたのが皆みなさんで………黒ウサギは本当によかったと思ってます）


　ぎゅっと大風呂敷を抱だきしめる。中を確かめる必要などない。黒ウサギにはもう中身が何か分かっていた。だから戦利品そのものよりも、彼らの好意の方が何倍も胸に響ひびいた。


　黒ウサギは溢あふれそうな涙なみだを拭ふき、勢い良く立ち上がる。その瞳には何の迷いも見られない。


　三人の顔を見回した黒ウサギは、高らかに宣言する。


「ペルセウスに宣戦布告します。我等の同士・レティシア様を取り返しましょう」





　　　　＊





　───二六七四五外門・〝ペルセウス〟本ほん拠きよ。


　白はく亜あの宮きゆう殿でんの門を叩たたいた〝ノーネーム〟一同を迎むかえ、謁えつ見けんの間で両者は向かい合う。


　交こう渉しようの席に着いたルイオスは終始にやけた顔で黒ウサギに熱い視線を送っていたが、それを無視して黒ウサギは切り出す。


「我々〝ノーネーム〟は、〝ペルセウス〟に決けつ闘とうを申し込みます」


「何？」


　ルイオスの表情が変わる。予想していなかった返答に眉まゆを顰ひそめるが、黒ウサギは続ける。


「決闘の方式は〝ペルセウス〟の所持するゲームの中で最も高難度のもので構いません」


「………はぁ？　何？　そんなつまらない事を言いに来たの？　つーか決闘なんてしないって言ったじゃん」


　ルイオスは拍ひよう子し抜ぬけしたように声を上げた。彼は自分達が戦って負ける事などあり得ないと思っているが、それでも相手は〝箱庭の貴族〟。インドラの武具を所持したウサギがいる以上、うかつにゲームを受けるのは危険でしかない。


　そも、〝名無し〟と対等な決闘をするということそのものが既すでに屈くつ辱じよくなのだ。


　ルイオスは決闘を拒きよ否ひし、手の平で追い払はらう仕草を向ける。


「それが用件ならとっとと帰れよ。あーマジうぜえ。趣しゆ味みじゃねえけど、あの吸きゆう血けつ鬼きで鬱うつ憤ぷんでも晴らそうか。どうせ傷物でも気にしねえような好色家の豚ぶたに売うり払うんだし───」


　───ドサッ、っと黒ウサギは、ルイオスの眼前に巨きよ大だいな大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げる。


　風ふ呂ろ敷しきの中からは〝ゴーゴンの首〟の印がある紅あかと蒼あおの二つの宝玉が転がり出た。


　それを見て傍そばで控ひかえていた〝ペルセウス〟の側近達は眼をひん剝むいて叫さけび声を上げる。


「こ、これは!!?」


「〝ペルセウス〟への挑ちよう戦せん権けんを示すギフト………!?　まさか名無し風ふ情ぜいが、海魔クラーケンとグライアイを打だ倒とうしたというのか!?」


　困こん惑わくする〝ペルセウス〟一同。本来ならば、挑戦権を得たコミュニティが出た場合、本拠に通達が行くのだが、気が付いていなかったらしい。


　しかしそれもそのはず。ここ数日の書類はルイオスの部屋で山積みになっているのだから。


「ああ、あの大タコとババアか。そこそこ面白くはあったけど、あれじゃヘビの方がマシだ」


　首を竦すくませる十六夜。この宝玉は、ペルセウスの伝説に出てくる怪かい物ぶつ達をギフトゲームで打倒することにより得られるギフトだ。


　このゲームは力のない最下層のコミュニティにのみ常時開放されている試練で、ペルセウスの武具のレプリカを与あたえるというもの。様式も調ととのった、立派なギフトゲームである。


〝ペルセウス〟への挑戦権を与えているのは、ペルセウスの伝説を描えがきつつ、下層のコミュニティの向上心を育てる為のものだったが、ルイオスにそんな立派な志は残っていない。


　ルイオスは宝玉を見つめて盛大に舌打ちした。


（ちっ。下層のコミュニティが相手なら楽に戦えると思って放置していたってのに………！）


　二代目以降から設置されたこの制度。無くそうと思っていた矢先にこの事態だ。


　ルイオスの不快感は絶頂に達していた。


「ハッ………いいさ、相手してやるよ。元々このゲームは思いあがったコミュニティに身の程ほどを知らせてやる為のもの。二度と逆らう気が無くなるぐらい徹てつ底てい的に………徹底的に潰してやる」


　華か美びな外がい套とうを翻ひるがえして憤いきどおるルイオス。


　それを睨にらみ、黒ウサギは宣戦布告する。


「我々のコミュニティを踏ふみにじった数々の無礼。最早言葉は不要でしょう。〝ノーネーム〟と〝ペルセウス〟。ギフトゲームにて決着をつけさせていただきます」












　第八章







〝契約書類ギアスロール〟　文面





『ギフトゲーム名　〝FAIRYTALE in PERSEUS〟







　・プレイヤー一覧　逆廻　十六夜


　　　　　　　　　　久遠　飛鳥


　　　　　　　　　　春日部　耀




　・〝ノーネーム〟ゲームマスター　ジン＝ラッセル


　・〝ペルセウス〟ゲームマスター　ルイオス＝ペルセウス







　・クリア条件　ホスト側のゲームマスターを打倒


　・敗北条件　　プレイヤー側のゲームマスターによる降伏。


　　　　　　　　プレイヤー側のゲームマスターの失格。


　　　　　　　　プレイヤー側が上記の勝利条件を満たせなくなった場合。







　・舞台詳細・ルール




　　＊ホスト側のゲームマスターは本拠・白亜の宮殿の最さい奥おうから出てはならない。


　　＊ホスト側の参加者は最奥に入ってはいけない。


　　＊プレイヤー達はホスト側の（ゲームマスターを除く）人間に姿を見られてはいけない。


　　＊姿を見られたプレイヤー達は失格となり、ゲームマスターへの挑戦資格を失う。


　　＊失格となったプレイヤーは挑戦資格を失うだけでゲームを続行する事はできる。







　　宣誓　上記を尊重し、誇りと御旗の下、〝ノーネーム〟はギフトゲームに参加します。




〝ペルセウス〟印』







　　　　＊





〝契約書類〟に承しよう諾だくした直後、五人の視界は間を置かずに光へと呑のまれた。


　次元の歪ゆがみは五人を門前へと追いやり、ギフトゲームへの入口へと誘いざなう。


　門前に立った十六夜達が不意に振ふり返る。白亜の宮殿の周辺は箱庭から切り離はなされ、未知の空域を浮うかぶ宮殿に変へん貌ぼうしていた。此こ処こは最も早はや、箱庭であって箱庭でない場所なのだ。


「姿を見られれば失格、か。つまりペルセウスを暗殺しろってことか？」


　白亜の宮殿を見上げ、胸を躍おどらせるような声こわ音ねで十六夜が呟つぶやく。その呟きにジンが応こたえる。


「それならルイオスも伝説に倣ならって睡すい眠みん中だという事になりますよ。流石さすがにそこまで甘くは無いと思いますが」


「ＹＥＳ。そのルイオスは最奥で待ち構えているはずデス。それにまずは宮殿の攻こう略りやくが先でございます。伝説のペルセウスと違ちがい、黒ウサギ達はハデスのギフトを持っておりません。不可視のギフトを持たない黒ウサギ達には綿密な作戦が必要です」


　黒ウサギが人差し指を立てて説明する。今回のギフトゲームは、ギリシャ神話に出てくるペルセウスの伝説を一部倣ったものだ。


　宮殿内の最奥まで〝主催者ホスト〟側に気づかれず到とう達たつせねば、戦うまでもなく失格となる。


〝契約書類〟に書かれたルールを確かく認にんしながら飛鳥が難しい顔で復唱する。


「見つかった者はゲームマスターへの挑戦資格を失ってしまう。同じく私達のゲームマスター───ジン君が最奥にたどり着けずに失格の場合、プレイヤー側の敗北。なら大きく分けて三つの役割分ぶん担たんが必要になるわ」


　飛鳥の隣となりで耀が頷うなずく。本来ならこのギフトゲームは百人、少なくても十人単位でゲームに挑いどみ、その一ひと握にぎりだけがゲームマスターに辿たどりつけるというもの。


　そんなゲームを、彼らは四人で挑まなければならない。役割分担は必ひつ須すだった。


「うん。まず、ジン君と一いつ緒しよにゲームマスターを倒たおす役割。次に索さく敵てき、見えない敵を感知して撃げき退たいする役割。最後に、失格覚かく悟ごで囮おとりと露つゆ払はらいをする役割」


「春日部は鼻が利きく。耳も眼めもいい。不可視の敵は任せるぜ」


　十六夜の提案に黒ウサギが続く。


「黒ウサギは審しん判ぱんとしてしかゲームに参加することができません。ですからゲームマスターを倒す役割は、十六夜さんにお願いします」


「あら、じゃあ私は囮と露払い役なのかしら？」


　む、っと少し不満そうな声を漏もらす飛鳥。


　だが飛鳥のギフトがルイオスを倒すに至らない事は既すでに知れている事だ。何より飛鳥のギフトは不特定多数を相手にする方がより力を発揮できる。しかしそれが分かっていても不満なものは不満なのだろう。少し拗すねた口ぶりの飛鳥を十六夜がからかった。


「悪いなお嬢じよう様さま。俺も譲ゆずってやりたいのは山々だけど、勝負は勝たなきゃ意味がない。あの野や郎ろうの相手はどう考えても俺が適してる」


「………ふん。いいわ。今回は譲ってあげる。ただし負けたら承知しないから」


　飄ひよう々ひようと肩かたを竦すくめる十六夜。だが黒ウサギはやや神しん妙みような顔で不安を口にする。


「残念ですが、必ず勝てるとは限りません。油断しているうちに倒せねば、非常に厳しい戦いになると思います」


　四人の目が一いつ斉せいに黒ウサギに集中する。飛鳥がやや緊きん張ちようした面おも持もちで問う。


「………あの外げ道どう、それほどまでに強いの？」


「いえ、ルイオスさんご自身の力はさほど。問題は彼が所持しているギフトなのです。もし黒ウサギの推測が外れていなければ、彼のギフトは───」


「隷れい属ぞくさせた元・魔ま王おう様」


「そう、元・魔王の………え？」


　十六夜の補足に黒ウサギは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。


　しかし素知らぬ顔で十六夜は構わず続ける。


「もしペルセウスの神話どおりなら、ゴーゴンの生首がこの世界にあるはずがない。あれは戦神に献けん上じようされているはずだからな。それにもかかわらず、奴やつらは石化のギフトを使っている。───星座として招かれたのが、箱庭の〝ペルセウス〟。ならさしずめ、奴の首にぶら下がっているのは、アルゴルの悪あく魔まってところか？」


「………アルゴルの悪魔？」


　十六夜の話が分からない飛鳥達は顔を見合わせ、小首を傾かしげる。


　しかし黒ウサギだけは驚きよう愕がくしたままで固まっていた。


　彼女だけが、今の答えに帰結することの異常さに気が付いていたからだ。


「十六夜さん………まさか、箱庭の星々の秘密に………？」


　黒ウサギは信じられないものを見る目で首を振りながら問いかける。


「まあな。このまえ星を見上げた時に推測して、ルイオスを見た時にほぼ確信した。後は手が空いた時にアルゴルの星を観測して、答えを固めたってところだ。まあ、機材は白夜叉が貸してくれたし、難なく調べる事が出来たぜ」


　フフンと自じ慢まんげに笑う。黒ウサギは含ふくみ笑いを滲にじませて、十六夜の顔を覗のぞき込んだ。


「もしかして十六夜さんってば、意外に知能派でございます？」


「何を今さら。俺は生きつ粋すいの知能派だぞ。黒ウサギの部屋の扉とびらだって、ドアノブを回さずに開けられただろうが」


「………。いえいえ、そもそもドアノブが付いてませんでしたから。扉だけでしたから」


　黒ウサギが冷静にツッコミを入れる。十六夜も気が付いて補足した。


「あ、そうか。だけどドアノブが付いていても、俺はドアノブを使わず扉を開けられるぞ」


「…………………………………。参考までに、方法をお聞きしても？」


　やや冷ややかな目で黒ウサギが見つめる。


　十六夜はそれに応えるかのようにヤハハと笑って門の前に立ち、


「そんなもん────こうやって開けるに決まってんだろッ！」


　轟ごう音おんと共に、白はく亜あの宮きゆう殿でんの門を蹴けり破るのだった。
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　白亜の宮殿は五階建ての作りとなっている。最さい奥おうが宮殿の最上階にあたり、進むには絶対に階段を通らねばならない。〝主催者ホスト〟側の人間がどれだけ配置されているか分からないが、最低でも一つの階段を確保せねば先には進めない。


　門を蹴り破られた音でゲーム開始を悟さとった〝ペルセウス〟の騎き士し達は、一斉に行動に移る。


「東西の階段を封ふう鎖さしろ！」


「正面の階段を監かん視し出来る位置につけ！」


「相手は四人、捨て駒ごまの数は限られている！　冷静に対処すれば抜ぬかれる事は無い！」


「我等の旗印がかかった戦いだ！　絶対に負けられんぞ！」


　号令と共に一糸乱れぬ動きを見せる〝ペルセウス〟の騎士達。


　本ほん拠きよを舞ぶ台たいにしたゲームは伊達だてではない。地の利は圧あつ倒とう的に彼らにあるのだ。


　ましてや勝利条件は至って簡単。戦うまでもなく、敵を見つけるだけでいい。


　最奥の大広間で玉座に腰こしかけていたルイオスは既に勝ったつもりでいる。その胸中は目の前のゲームではなく、挑ちよう戦せんを許した部下達に対する憤いきどおりで一いつ杯ぱいだった。


（ふん………役に立たない奴ら。〝ノーネーム〟なんかに挑戦を許すなんて）


　どんなに従順でも、そんな無能は自分のコミュニティには必要ない。


　ゲームが終わり次し第だい全員粛しゆく清せいしてやる、と物ぶつ騒そうに呟つぶやく。


　───だがルイオスは知らなかった。自分が敵に回したのが、名立たる英えい傑けつ達にも劣おとらない、世界屈くつ指しの最凶きよう問題児集団だという事を。
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　正面の階段前広間は、飛鳥の奮戦による大混戦となっていた。真正面から挑いどんだ十六夜達を捕とらえに来た騎士達は、飛鳥が持ち出したギフト───水樹によって阻はばまれていたのだ。


「ええい、小こ娘むすめ一人に何を手間取っている！」


「不可視のギフトを持つ者は残りのメンバーを探しに行け！　此こ処こは我々が押さえるぞ！」


　発見された時点で飛鳥はゲームマスターへの挑ちよう戦せん権けんを放ほう棄きしている。彼女の役割はあくまで囮おとり。だが逃にげ回る事など彼女の性しよう分ぶんではない。彼女の持つギフトで同士討うちをさせるのも考えたが、それでは些いささかゲームの華はなに欠ける。だから飛鳥は騎士達が飛鳥を無視できないようにと───白亜の宮殿を破は壊かいすることにしたのだ。


「左右から来るわ！　まとめて吹ふき飛ばしなさい！」


　一いつ喝かつ、水流が騎士達を襲おそう。同時に宮殿の華か美びな装そう飾しよくは水樹の放つ水流で荒あらされ、格式のある名画達は哀あわれにも水すい没ぼつしていた。


　本来のギフトゲームならば本拠の私財は全すべて宝物庫に保管されるのだが、今回は急なゲームでその準備が調ととのっていない。本拠を保護する恩恵ギフトさえ準備不足だ。


　飛鳥はその隙すきを突つき、徹てつ底ていして本拠を荒らし回っている。飛鳥との交戦は不必要な戦せん闘とうだが、騎士達も流石さすがに見み逃のがすわけにはいかなかった。


「ふふ………不可視の人間を除けば、あらかた集まったかしら？」


　飛鳥が周囲を見回す。騎士達は空駆かける靴くつを履はいていたが、水樹の生み出す圧倒的な水量とそれを自在に操あやつる飛鳥に二の足あしを踏ふんでいる。


「い、いかん！　このままでは宮殿の一階が水没してしまうぞ！」


　騎士達の焦あせる声が宮殿内に響ひびく。飛鳥は伸のびる水樹の枝に腰をかけ、水樹に命令する。


「右上方、なぎ払はらいなさい！」


　飛鳥の言葉に支配された水樹は刃は物もののように高圧縮された水を高速発射し、翼つばさの騎士達を撃げき墜ついする。さながらウォーターカッターの様な刃やいばをかいくぐった騎士を、今度は水柱を奔はしらせて撃げき退たいした。ギフトをギフトで支配するという行こう為いを重ね、飛鳥は思う。


（ギフトを支配するためのギフト………か）


　彼女は〝是ぜ〟しか答えない世界が嫌きらいだった。しかしこの箱庭の世界ならば、様々な人間や種族が彼女にそれぞれの色を以もつて是ぜ非ひを応こたえてくれる。


　人を支配する力を無くすことは出来なくても、これ以上増長しないように自制させることは出来ると黒ウサギは保証してくれた。


〝ギフトを支配する〟という選せん択たくは、彼女から色のある世界を二度と奪うばわないための選択でもある。これ以上強力に人間の意思に作用しなければ、友人である十六夜や耀の心を捻じ曲げてしまう事もないだろう。


（だけど………それはそれ。今はこの水樹を操るのが精せい一いつ杯ぱいというのはいただけないわ）


　水樹の幹をそっとなぞる。それに呼応するように樹脈に鼓こ動どうが走る。


　己おのれの才能の使い方を悟ったというのに、飛鳥の顔には不満の色があった。


　大きな不満は、その生来の才能が水樹を操るぐらいが精一杯という、まだまだ殻から付つきのヒヨコ並みにしか力を発揮できていない点だ。彼女が宝物庫のギフトではなく、コミュニティの生命線である水樹を持ち出したのは、水樹しか彼女の命令に従わなかったからだ。


　プライドの高い飛鳥にとって、支配できないというのもまた不満の種なのだ。


（けど今はいいでしょう。だって支配できるのが当然だったんだもの。コレぐらい反発してくれないと張り合いがない。これからは、様々な奇き跡せきを支配できるようになってみせるわ）


　フン、と息を吐はく。それに呼応して水樹は騎士達を襲っていく。彼女の役割は道の確保と囮だ。なら精々大暴れしてやろうと真しん紅くのドレスを靡なびかせ、従順な水樹の上で右みぎ腕うでを掲かかげた。
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　飛鳥と二手に分かれた十六夜達は、飛鳥と対照的に息を殺して状じよう況きようを窺うかがっていた。


　宮きゆう殿でんの柱の陰かげに隠かくれ、耳を澄すまして周囲の気配を探さぐる春日部耀。


　やや間があってピクリと反応を示した耀は全員に目配せし、


「人が来る。皆みんなは隠れて」


　緊きん張ちようした声で警告。如何いかに姿が見えないと言っても、物音や匂においまで消せるものではない。耀の高性能の五感は、不可視のギフトに対たい抗こうする唯ゆい一いつの手段なのだ。


　獣けもののように腰こしを落とした耀は、見えない敵に奇き襲しゆうを仕し掛かけた。


「な、なんだ!?」


　驚きよう愕がくの声。耀はすかさず後頭部を激しく強打する。


　騎き士しは何故なぜ居場所がばれたのか分からずに一いち撃げきで失神した。前のめりに倒たおれ込んだ騎士から兜かぶとが落ちる。すると虚こ空くうから騎士の姿が現れた。その様子を見て耀が察する。


「この兜が不可視のギフトで間ま違ちがいなさそう」


「ホレ、御チビ。お前が被かぶっとけ」


「わっ」


　十六夜が兜を拾い上げてジンの頭にのせる。ジンの姿は瞬またたく間に色を無くして姿を隠す。


〝ノーネーム〟側のゲームマスターであるジンが見つかれば、その場で敗北が決定する。まずは彼の安全を確保するのが最優先だ。


　春日部耀は姿の消えたジンを確かく認にんして二度三度と頷うなずく。


「やっぱり不可視のギフトがゲーム攻こう略りやくの鍵かぎになってる。どんなに気を付けたところで姿を見られる可能性は排はい除じよできないもの。最奥に続く階段に数人も護衛をつければ、どうやってもクリアは出来ない」


「連中が不可視のギフトを使っているのを限定しているのは、安易に奪われないためだろうな。………なら最低でもあと一つ、贅ぜい沢たく言えば二つ欲しいところだが………」


　珍めずらしく言い淀よどむ十六夜。確実に最さい奥おうに進む必要があるのはジン・十六夜の二人だけ。


　耀も入れて三つあれば文句ないのだが、欲よくをかいては仕損じることもある。


「おい、御チビ。作戦変へん更こうだ。俺と春日部で透とう明めいになってる奴やつを叩たたく。ギフトを渡わたせ」


「は、はい」


　ジンが十六夜に手て渡わたす。兜を付ける前に、耀に確認する。


「前ぜん哨しよう戦せんをちまちまやっていても埒らちが明あかない。本命はルイオスだ。春日部には悪いけど」


「気にしなくていい」


　フルフルと頭かぶりを振ふる。派手に動けば不可視の敵も捕とらえられるだろうが、春日部耀も失格となるだろう。だがそんな事にこだわって勝機を落とす事など考えられない。


「悪いな、いいとこ取りみたいで。これでもお嬢じよう様さまや春日部にはソレなりに感謝しているぞ。今回のゲームなんかは、ソロプレイで攻略出来そうにないし」


「だから気にしなくていい。埋うめ合わせは必ずしてもらうから」


　耀は平へい淡たんな声こわ音ねで、取り立てを断言する。


　思わず哄こう笑しようを上げそうになった十六夜だが、今はそんな場合ではない。


「御チビは隠れとけ。死んでも見つかるな」


「はい」


　十六夜の姿が消える。二人は物もの陰かげから飛び出して白はく亜あの宮殿を駆かけ回り始めた。


「いたぞ！　名無しの娘むすめだ！」


「これで敵の残りは三人だ！」


「よし、その娘を捕らえろ！　人ひと質じちにして残りを炙あぶり出せ！」


　耀に襲おそいかかる騎士達。それを姿の見えない十六夜が白亜の宮殿の外まで殴なぐり飛ばす。


「邪じや魔まだ！」


　殴り飛ばされた騎士達は悲鳴を上げながら壁かべを幾いく層も突つき破り、揃そろって第三宇宙速度を維い持じしたまま雲海の向こうまで吹ふき飛ばされた。相も変わらず容よう赦しやのない一撃である。


「どうだ、春日部。分かるか？」


「ううん………飛鳥が暴れている音や、他ほかの音が大きすぎてちょっと………わ!?」


　突とつ然ぜん、前まえ触ぶれなく耀が吹き飛んで壁に叩きつけられる。


　十六夜は即そく座ざに反対方向へ蹴けりを入れるが、何の手て応ごたえもない。


　だがそれよりおかしいのは、春日部耀の五感を以もつてしても接近に気が付けなかったことだ。十六夜にしても、こんな近くに居る人間を感知出来ないのは不自然だ。


　十六夜の脳のう裏りに一つの可能性が浮ふ上じようする。


（まさか………レプリカじゃなく、本物を使っている奴がいるのか………!?）


　そう。姿だけでなく臭しゆう気きや熱量、物音までも消す、完全な気配消失を可能にするギフト。


　ギリシャ神話でペルセウスが受けた恩おん恵けい。死の国の王の力を持つ、神仏でさえ暗殺できる不可視のギフトを託たくされた騎士が、付近で息を潜ひそめているのだ。


（ちっ、コレは面めん倒どうだぞ。何かのはずみで兜が取れたら失格にされる………！）


　耀が襲われた時、十六夜は敵の気配に全く気が付けなかった。気配はおろか初期動作さえ全く気が付けないのだ。


〝姿を見られてはいけない〟のルールがある以上、最も忌き避ひしなければならない敵だろう。


「おい春日部！　一度引くぞ！」


　倒れた春日部耀を抱だき上げる。だが姿の見えない敵は、それを見計らったように十六夜を襲う。姿の見えている耀を抱き上げれば、自然と十六夜の位置を把は握あくできてしまう。巨きよ大だいな鈍どん器きらしいもので横なぎに吹き飛ばされた十六夜は、兜を押さえながら痛つう烈れつに舌打ちした。


「あぶねえなオイ！　兜が取れるところだったぞクソッタレ！　つーかカウンターでも入れてやろうかと思ったのに、ホントに感知出来ねえ。いっそ手当たり次し第だいに殴ってみるか？」


「待って」


　肺を強く打ったのか、ケホっと辛つらそうに咳せき込こんだ声で耀が呼びとめる。かなり重量のある鈍器で叩かれたのだ。意識があるだけでも大したものだが、それでもやはり辛いのだろう。


　だが耀の目は何か攻略法を摑つかんだような色を浮うかべている。


「なんだ？　方法があるのか？」


「うん。だけど聞かれるかもしれない。今は一度逃にげて」


　頷いた十六夜は再度抱きあげる。直後、また背後から鈍器のようなもので殴られたが、蛇じや神の力でさえ傷を負わない十六夜には致命になりようがない。


　上半身を勢いよく回した蹴りで、今度こそ鈍器らしいものを弾はじく。


　不可視の騎き士しの手から落ちた鈍器は人間大の大きさを誇ほこる鉄てつ槌ついだった。あの鉄槌なら十六夜はともかく、ハデスの兜かぶとは壊こわせるだろう。鉄槌を拾った騎士は気配を潜めて十六夜達を狙ねらう。


「回かい廊ろう端はじ、隅すみで待ち構える。行って」


　十六夜は白亜の宮きゆう殿でんの西側の回かい廊ろうを真っ直すぐ進み、指定された位置で足を止め、耀を下ろす。


「次に、私が合図したらそこに攻こう撃げきして」


「別に構わないが、感知出来るのか？」


　コクリと頷く。十六夜は意外そうに表情を変える。


　敵の気配消失は完かん璧ぺきだ。肉を切らせるつもりで反はん撃げきするぐらいしか思いつかなかったが、耀には秘策があるらしい。十六夜はその方法に興味があった。


「いいね。ラッキーパンチを狙うより、真正面から打ち破る方が遥はるかに面おも白しろい」


「私もそう思う。───構えて」


　春日部耀に背を向ける。回廊の隅に身を寄せた以上、敵が襲ってくるのは左右正面の三方向に限られる。十六夜も五感を研とぎ澄すまし、敵を待つ。


　その時、十六夜の耳に耳鳴りの様なものがした。耀には劣おとるものの、常人より遥かに高性能な五感を持つ十六夜だからこそ感じるレベルの音波。


（この音波………なるほど、そういう事か）


　得心がいった様に十六夜は口元に笑えみを浮かべた。





　───不可視の騎士は、ハデスの兜で気配を断っている。神仏を暗殺する為ために造られたこの恩恵は、使用者の熱量・臭気・物音でさえ完全にシャットアウトする。視覚の弱い蛇などが持つ熱量探査器官………ピット器官のようなものでさえ捉とらえることは出来ない。





（───距きよ離り10ｍのところで様子を見てる。大だい丈じよう夫ぶ。感づかれていない）


　しかし、この不可視のギフトには致ち命めい的てきな弱点がある。


　このギフトの本領は透明になるギフトであって、透過するギフトではないのだ。


　例えばイルカや蝙蝠こうもりのように音波を出し、反はん響きようする音波で潜せん水すい艦かんのソナーのように一帯を感知出来れば、この不可視のギフトを打ち破る事が出来る。


（………！　来る！）


　不可視の騎士は勝負に出たのか、左方向から春日部耀に突とつ進しんを仕し掛かける。


　彼らとて〝ペルセウス〟の精せい鋭えい。ましてや伝説のギフトを与あたえられるほどの騎士。恐おそらくこの前ぜん哨しよう戦せんで要となる御ご仁じんなのだろう。


　その一歩は重く、そして速い。一いつ瞬しゆんで二人との距離を縮め、鉄槌を振ふり上げた。


「左方向、今すぐ！」


　春日部耀が叫さけぶ。声に応こたえた十六夜はすかさず拳こぶしを叩たたきこむ。


　拳の先に音は無くとも、鎧よろいを砕くだくような強固な手て応ごたえを感じ、十六夜は虚こ空くうに騎士の存在を感じ取っていた。


「ぐ、ぬぅ………！」


　虚空から漏もれる苦痛の声。十六夜は不可視の騎士に跳とびつき、兜を剝はぐ。


　不可視の騎士はルイオスの傍そばで控ひかえていた側近の男だった。


　十六夜はクルクルと兜を回しながら笑いかける。


「へえ………よく耐たえられたもんだ。加減したとはいっても、空の果てまで飛ばすつもりで殴なぐったんだがな」


「………ふん。ならば、我等の鎧が優すぐれていたのだろう」


　側近の男の言葉は、遠まわしな称しよう賛さんだった。それほど十六夜の拳は重く、苛か烈れつだったのだ。


　数々のゲームに挑いどんだ歴戦の騎士が、たった一いち撃げきで敗北を認めてしまうほどに。


「無む鉄てつ砲ぽうな一撃で負けたのならともかく、ギフトを真正面から打ち破られての敗北だ。───見事。お前達には、ルイオス様に挑むだけの資格がある」


　膝ひざを突き、倒たおれる側近の騎士。十六夜達は不可視のギフトを手に、先を急ぐのだった。





　　　　＊





　二つめの不可視のギフトを手に入れた十六夜とジンは、白はく亜あの宮殿を真っ直ぐ突き進んで最奥、最上階に着く。最奥に天てん井じようはなく、まるで闘とう技ぎ場のように簡素な造りだった。


「十六夜さん、ジン坊ぼっちゃん………！」


　最上階で待っていた黒ウサギは安あん堵どしたように二人の姿を確かめてため息を漏らす。


　眼前に開けた闘技場の上空を見上げると、見下ろす人ひと影かげがあった。


「───ふん。ホントに使えない奴やつら。今回の一件でまとめて粛しゆく清せいしないと」


　空に浮かぶ人影には、確かに翼つばさがあった。


　膝までを覆おおうロングブーツから、光ひかり輝かがやく対ついの翼が。


「まあでも、これでこのコミュニティが誰だれのおかげで存続出来ているのか分かっただろうね。自分達の無能っぷりを省かえりみてもらうにはいい切っ掛かけだったかな」


　バサッと翼が羽ばたく。たった一度の羽ばたきでルイオスは風を追い抜ぬき、落下速度の数十倍の勢いで十六夜達の前に降り立った。


「なにはともあれ、ようこそ白亜の宮きゆう殿でん・最上階へ。ゲームマスターとして相手をしましょう。………あれ、この台詞せりふを言うのってはじめてかも」


　それは全すべて騎き士し達が優ゆう秀しゆうだったからだ。今回のように準備が整わない突とつ然ぜんの決けつ闘とうでさえなければ、ここまで十六夜達の目もく論ろ見み通り事が進む事は無かっただろう。


　十六夜は肩かたを竦すくませて笑った。


「ま、不意を打っての決闘だからな。勘かん弁べんしてやれよ」


「フン。名無し風ふ情ぜいを僕の前に来させた時点で重罪さ」


　ルイオスの翼がもう一度羽ばたく。彼は〝ゴーゴンの首〟の紋もんが入ったギフトカードを取り出し、光と共に燃え盛る炎ほのおの弓を取り出した。
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　そのギフトを見て黒ウサギの顔色が変わった。


「………炎の弓？　ペルセウスの武器で戦うつもりはない、という事でしょうか？」


「当然。空が飛べるのになんで同じ土俵で戦わなきゃいけないのさ」


　小こ馬ば鹿かにするように天へと舞まい上がる。だが戦いの意思はまだ見られない。壁かべの上まで飛び上がったルイオスは、首にかかったチョーカーを外し、付属している装そう飾しよくを掲かかげた。


「メインで戦うのは僕じゃない。僕はゲームマスターだ。僕の敗北はそのまま〝ペルセウス〟の敗北になる。そこまでリスクを負うような決闘じゃないだろ？」


「っ………!!」


　黒ウサギは慢まん心しんしないルイオスに対して焦あせり始めていた。もしも彼女の想像通りならば、ルイオスの持つギフトはギリシャ神話の神々に匹ひつ敵てきするほど凶きよう悪あくなギフトだろう。


　ルイオスの掲げたギフトが光り始める。星の光のようにも見間ま違ちがう光の波は、強弱を付けながら一つ一つ封ふう印いんを解いていく。


　十六夜はとっさに構えた。ジンを背後に庇かばい、いつでも戦えるように臨戦態勢をとる。


　光が一層強くなり、ルイオスは獰どう猛もうな表情で叫んだ。





「目覚めろ───〝アルゴールの魔ま王おう〟!!」





　光は褐かつ色しよくに染まり、三人の視界を染めていく。


　白亜の宮殿に共鳴するかのような甲かん高だかい女の声が響ひびき渡わたった。


「ｒａ………Ｒａ、ＧＥＥＥＥＥＥＹＡＡＡＡＡＡａａａａａａａａ!!!」


　それは最も早はや、人の言語野で理解できる叫びではなかった。


　冒ぼう頭とうこそ謳うたうような声であったが、それさえも中ちゆう枢すうを狂くるわせるほどの不協和音だ。


　現れた女は体中に拘こう束そく具と捕ほ縛ばく用のベルトを巻いており、女性とは思えない乱れた灰色の髪かみを逆立たせて叫さけび続ける。女は両りよう腕うでを拘束するベルトを引き千切り、半身を反らせて更さらなる絶ぜつ叫きようを上げた。黒ウサギは堪たまらずウサ耳を塞ふさぐ。


「ｒａ、ＧＹＡＡＡＡＡａａａａａａａ!!」


「な、なんて絶叫を」


「避よけろ、黒ウサギ!!」


　えっ、と硬こう直ちよくする黒ウサギ。十六夜は黒ウサギとジンを抱だき抱かかえるように跳とび退のいた。


　直後、空から巨きよ大だいな岩塊かいが山のように落下してきたのだ。二度三度、と続く落石を避ける十六夜達を見てルイオスは高らかに嘲あざけった。


「いやあ、飛べない人間って不便だよねえ。落下してくる雲も避けられないんだから」


「く、雲ですって………!?」


　ハッと外に眼めをやる。雲が落下しているのはこの闘技場の上だけではない。


〝アルゴールの魔王〟と呼ばれた女の力は、このギフトゲームに用意された世界全てに対して石化の光を放ったのだ。


　瞬しゆん時じに世界を満たすほどの光を放出した女の名を、黒ウサギは戦せん慄りつとともに口にする。


「星霊れい・アルゴール………！　白夜叉様と同じく、星霊の悪あく魔ま………!!」


　───〝アルゴル〟とはアラビア語でラス・アル・グルを語源とする、〝悪魔の頭〟という意味を持つ星のことだ。同時にペルセウス座で〝ゴーゴンの首〟に位置する恒こう星せいでもある。


　ゴーゴンの魔ま力りよくである石化を備えているのはそういう経けい緯いがあるのだろう。


　一つの星の名を背負う大悪魔。箱庭最強種の一角、〝星霊〟がペルセウスの切り札だった。


「今いま頃ごろは君らのお仲間も部下も全員石になっているだろうさ。ま、無能にはいい体たい罰ばつかな」


　不敵に笑うルイオス。なんの防ぼう御ぎよもしていない黒ウサギや十六夜達が石化せずに済んだのは、彼の遊び心だろう。


　本ほん拠きよを舞ぶ台たいにしたゲームで、ようやく訪おとずれた初めての挑ちよう戦せん者。すぐ終わらせては勿もつ体たいない。


　ルイオスの吐はく軽口よりも、内心の闘とう志しは遥はるかに高まっているのだろう。


　だがそれは十六夜も同じ事。白夜叉のゲームの恥はじを雪すすぐには最高の舞台だった。


「下がってろよ御チビ。守ってやれる余よ裕ゆうはなさそうだ」


　十六夜がジンに振ふり返る。ジンは申し訳なさそうに一歩下がった。


「すいません………本当に、何も出来ず」


「別にいいさ。それより例の件は覚えているか？」


　ジンは慌あわてて頷うなずく。彼らが〝打だ倒とう魔ま王おう〟としてコミュニティの活動を始めるという話。


　十六夜はジンの頭をぐしゃぐしゃとかき混ぜ、内ない緒しよ話ばなしをするように話を続ける。


「目もく論ろ見みが外れたな。レティシアが戻もどってくることで魔王に対たい抗こうするつもりだったんだろ？」


「………はい」


　元・魔王であるレティシアがいれば、それも不可能な話ではなかった。


　だが肝かん心じんの彼女は魂たましいを削けずられ、多くのギフトを失っていたのだ。


「どうする？　例の作戦は止やめておくか？」


　十六夜の声と表情は至って冷静だ。


　責める事も、小こ馬ば鹿かにする事もない声こわ音ねと視線に、ジンはハッキリと首を振った。


「十六夜さん。僕らにはまだ貴方あなたがいます。貴方が本当に魔王に打ち勝てる人材だというなら───この舞台で、僕達にそれを証明して下さい」


　今こそ、逆廻十六夜の真価を見定める。


　ジンの真っ直すぐな瞳ひとみと返事に、十六夜は高らかな哄こう笑しようで返した。


「ＯＫ。よく見てな御チビ」


　最後にぐしゃぐしゃと髪を撫なでてから前に出る。


「さ、それじゃ準備はいいかよゲームマスター」


「ん？　二人でかかってこないのかい？　後ろの子がリーダーなんだろ？」


「おいおい自うぬ惚ぼれるなよ。オマエ如ごとき、うちの坊ぼっちゃんが手を出すまでもねえ」


　十六夜の軽けい薄はくそうな笑いに、ジンはうすら寒い悪意を感じる。どうやら今回の騒そう動どうも広報に使うつもりらしい。しかしルイオスは侮ぶ辱じよくされたと思い、肩かたを震ふるわせて叫んだ。


「───はっ。名無し風ふ情ぜいが、精々後こう悔かいするがいいッ!!」


「ｒａ、ＧＹＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!」


　輝かがやく翼つばさと、傷だらけの灰翼が舞まう。


　ルイオスはアルゴールよりさらに上空に飛び、陰かげに隠かくれながら炎ほのおの弓を引く。


　蛇へびのように蛇だ行こうする軌き跡せきの炎の矢を、十六夜は気合い一いつ喝かつで弾はじき飛ばした。


「喝かッ!!」


　それだけで炎の矢は消し飛んだ。デタラメな肺活量である。


「ちっ、うちの海魔クラーケンを打ち倒たおすだけの実力はあるってことか!!」


　ルイオスは無む駄だを悟さとり、舌打ちして炎の弓を仕し舞まう。代わりにギフトカードから取り出したのは、〝星霊殺し〟のギフトを新たに付ふ与よされた鎌かまのギフト・ハルパー。


　縦じゆう横おう無む尽じんに空を駆かけるルイオス達は挟はさみこむ形で十六夜を追いつめる。


「押さえつけろ、アルゴール!!」


「ＲａＡＡａａａ!!　ＬａＡＡＡＡ!!」


　甲かん高だかい叫び声を上げながら両腕を振り下ろすアルゴール。


　それを受け止めた十六夜は、相手の両手を組み合う様にして握にぎりしめる。


　信じられない事だが、真正面から星霊と力比べをするつもりなのだ。


「ハッ、いいぜいいぜいいなオイ!!　いい感じに盛り上がってきたぞ………！」


「ＲａＡＡａａａＧＹＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!」


　十六夜の手とアルゴールの手が重なる。しかし押し合いになったのは僅わずか一いつ瞬しゆん。


　アルゴールは耐たえきれずに押し切られ、その場でねじ伏ふせられたのだ。


「ＧＹＡＡＡＡＡＡａａａａａａ!!」


「ハハ、どうした元・魔ま王おう様！　今のは本物の悲鳴みたいだぞ！」


　獰どう猛もうな笑え顔がおでねじ伏せ、更さらに腹部を幾いく度ども踏ふみつける。十六夜の足あし踏ぶみはそれだけで闘とう技ぎ場全体に亀き裂れつを発生させ、白はく亜あの宮きゆう殿でんを砕くだくほどの力があった。


　その間、ルイオスは背後に飛びまわって十六夜に襲おそいかかる。


「図に乗るな！」


「テメェがな！」


　ハルパーを片手に疾しつ駆くするルイオスを、下半身を捻ひねった勢いで蹴けりあげる。辛かろうじて柄えで受け止めたルイオスだったが、あまりに重たい一いち撃げきを受け空へと吹ふき飛ばされた。


　防いだにも拘かかわらず嘔おう吐と感がこみ上げるほどの一撃。第三宇宙速度で殴なぐり飛ばされた騎き士し達より更に速い速度で吹き飛ばされたルイオスに、十六夜は跳ちよう躍やくして一瞬で追いつく。


「どうした？　翼があるのに不便そうだな？」


「き、貴様っ………！」


　怒いかりに任せてハルパーを振りかざす。


　だが十六夜は難なく受け止め、今度は地面に向かって投げ飛ばした。ルイオスは闘技場で昏こん倒とうしているアルゴールに重なるように叩たたきつけられたのだ。


「ガッ！」


「Ｇｙａ………！」


　二つの呻うめき声。ルイオスはあまりのデタラメっぷりに、体を起こしながら狼ろう狽ばいして叫さけぶ。


「き………貴様、本当に人間か!?　一体どんなギフトを持っている!?」


　無理もない疑問だろう。〝星霊れい〟を力で捻じ伏せ、天あま駆かけるヘルメスの靴くつより速く走る人間など存在しない。その疑問に応こたえようと、十六夜はギフトカードを取り出す。


「ギフトネーム・〝正体不明コード・アンノウン〟───ん、悪いな。これじゃ分からないか」


　飄ひよう々ひようと肩を竦すくませて笑う。余よ裕ゆうを見せる十六夜の背中を見てジンは慌あわてて叫んだ。


「い、今のうちにトドメを！　石化のギフトを使わせては駄だ目めです！」


　星霊アルゴールの本領は、身体能力と別のところにある。


　世界を石化させるほどの強大な呪のろいの光こそ、彼女の本領なのだ。


　だが自分の力でねじ伏せたいルイオスは、更に正面対決を望んだ。


「アルゴール！　宮殿の悪あく魔ま化を許可する！　奴やつを殺せ！」


「ＲａＡＡａａａ!!　ＬａＡＡＡＡ!!」


　謳うたうような不協和音が世界に響ひびく。途と端たんに白亜の宮殿は黒く染まり、壁かべは生き物のように脈を打つ。宮殿全域にまで広がった黒い染しみから、蛇の形を模した石柱が数多あまたに襲う。


　十六夜は避さけながら思い出したように呟つぶやく。


「ああ、そういえばゴーゴンにはそんなのもあったな」


　ゴーゴンには様々な魔ま獣じゆうを生みだした伝説がある。


　そもそも〝星霊〟とはギフトを与あたえる側の種でもあるのだ。今や白亜の宮殿は魔宮と化している。周囲が見えていないのか、狂きよう気きじみた形相でルイオスは叫んだ。


「もう生きて帰さないッ！　この宮殿はアルゴールの力で生まれた新たな怪かい物ぶつだ！　貴様にはもはや足場一つ許されていない！　貴様らの相手は魔王とその宮殿の怪物そのもの！　このギフトゲームの舞ぶ台たいに、貴様らの逃にげ場ばは無いものと知れッ!!!」


　ルイオスの絶ぜつ叫きようと、魔王の謳うような不協和音。


　それに合わせて変へん幻げんする魔宮は白亜の外がい壁へきを、柱を、蛇だ蠍かつの如ごとき姿に変えて襲い掛かかり、十六夜の体を覆おおう。千の蛇に呑のみ込まれた十六夜は、その中心でボソリと呟いた。





「───……そうかい。つまり、この宮殿ごと壊せばいいんだな？」





「「え？」」


　にべもなく応える。ジンと黒ウサギは、嫌いやな予感がした。


　十六夜は無造作に上げた拳こぶしを、黒く染まった魔宮に向かって振ふり下ろした。


　千の蛇蠍は一いつ斉せいに砕け、十六夜の周囲から霧む散さんする。直後に宮殿全域が震ふるえ、闘技場が崩ほう壊かいし、瓦が礫れきは四階を巻き込んで三階まで落下した。


「わ、わわ！」


「ジン坊ぼっちゃン！」


　崩壊に巻き込まれそうになったジンを黒ウサギが受け止める。翼つばさを持つルイオス達は上空に逃げていたが、その惨さん状じように息を呑んでいた。


　この闘技場は宮殿内と違ちがい、常時防備用の結界が張られている。それこそ山を打ち砕くほどの力がなければ、この最上階を崩ほう落らくさせる事など出来ないはずなのだ。


「……馬ば鹿かな……どういう事なんだ!?　奴の拳は、山河を打ち砕くほどの力があるのか!?」


　上空で怒りとも恐きよう怖ふともいえる叫びを上げるルイオス。


　残った闘技場の足場から見上げる十六夜は、やや不ふ機き嫌げんそうに声をかけた。


「おい、ゲームマスター。これでネタ切れってわけじゃないよな？」


「………っ……！」


　まだ宮殿の怪物は生きている。だがこのまま続けても結果は好転しないだろう。


　ルイオスは屈くつ辱じよくで顔を歪ゆがませた。彼にとって本ほん拠きよでの正式なゲームは、これが初めてだった。それがまさか此こ処こまで一方的に押されるなど、考えてもいなかっただろう。しばし悔くやしそうに表情を歪めていたルイオスは───スッと真顔に戻もどる。そして極きわめ付けに凶きよう悪あくな笑え顔がおを浮うかべ、


「もういい。終わらせろ、アルゴール」


　石化のギフトを解放した。


　星霊・アルゴールは謳うような不協和音と共に、褐かつ色しよくの光を放つ。これこそアルゴールを魔ま王おうに至らしめた根幹。天地に至る全すべてを褐色の光で包み、灰色の星へと変えていく星霊の力。


　褐色の光に包まれた十六夜は、真正面からその瞳ひとみを捉とらえ───





「─────………カッ。ゲームマスターが、今さら狡ずるい事してんじゃねえ!!!」





　褐色の光を、踏みつぶした。


　………比ひ喩ゆは無い。他ほかに表現のしようもない。アルゴールの放つ褐色の光は、逆廻十六夜の一いち撃げきでガラス細工のように砕くだけ散り、影かげも形もなく吹ふき飛んだのだ。


「ば、馬鹿な!?」


　ルイオスが叫ぶ。叫びたくもなるだろう。


　階下から戦せん況きようを見守っていたジンと黒ウサギでさえ叫び声を上げていたのだから。


「せ、〝星霊〟のギフトを無効化───いえ、破は壊かいした!?」


「あり得ません！　あれだけの身体能力を持ちながら、ギフトを破壊するなんて!?」


　白夜叉が〝ありえない〟と結論付けた理由。その二つの恩おん恵けいは、相反するギフトのはずなのだ。先も説明した通り、この神々の箱庭において〝恩恵ギフト〟を無効化するものなどさして珍めずらしくは無い。だが、それは武具などの形で肉体と別に顕けん現げんしている物に限る。


　十六夜は他に〝恩恵〟を持っていない。それはギフトカードを見ても明らかだ。


　なのに天地を砕く恩恵と、恩恵を砕く力が両立している事になってしまう。


　だがそんな魂たましいは、絶対にあり得ないはずなのだ。


「さあ、続けようぜゲームマスター。〝星霊れい〟の力はそんなものじゃないだろ？」


　軽けい薄はくそうに挑ちよう発はつする十六夜。だがルイオスの戦意はほとんど涸かれていた。


〝箱庭の貴族〟はおろか、〝白き夜の魔王〟でさえ知らない出所不明・効果不明・名めい称しよう不明と三さん拍びよう子し揃そろった、正しよう真しん正しよう銘めいの〝正体不明コード・アンノウン〟。


　奇き跡せきを身に宿しながら、奇跡を破壊する矛む盾じゆんしたギフト。


　ルイオスはありえない存在を前に呆ぼう然ぜんとしていた。黒ウサギがため息交じりに割って入る。


「残念ですが、これ以上のものは出てこないと思いますよ？」


「何？」


「アルゴールが拘こう束そく具に繫つながれて現れた時点で察するべきでした。………ルイオス様は、星霊を支配するには未熟すぎるのです」


「っ!?」


　ルイオスの瞳に灼しやく熱ねつの憤ふん怒ぬが宿る。射殺さんばかりの眼光を放つルイオスだが………否定する声は上がらなかった。黒ウサギの言葉が真実だからだろう。


　だがこの惨状を誰だれが予測できた。数多あまたのギフトで身を固め、更さらには世界を石化出来るほど凶悪な星霊を従えたルイオスが〝名無し〟に負けるなど、誰にも予知できまい。


「───ハッ。所しよ詮せんは七光と元・魔王様。長所が破られれば打つ手なしってことか」


　失望したと吐はき捨てる十六夜。これで勝敗は決した。黒ウサギが宣言しようとした、その時───十六夜は、この上なく凶悪な笑みでルイオスを追い立てた。


「ああ、そうだ。もしこのままゲームで負けたら………お前達の旗印。どうなるか分かっているんだろうな？」


「な、何？」


　不意を突つかれたような声を上げるルイオス。それもそうだろう。


　彼らはレティシアを取り戻す為ために旗印を手に入れるのではなかったのか。


「そんなのは後でも出来るだろ？　そんなことより、旗印を盾たてにして即そく座ざにもう一度ゲームを申し込む。───そうだなぁ。次はお前達の名前を戴いただこうか」


　ルイオスの顔から一気に血の気が引いた。


　その時、彼は初めて周囲の惨状に目がいったのだ。砕けた宮きゆう殿でんと、石化した同士達に。


　だが十六夜は一いつ片ぺんの慈じ悲ひもなく凶悪な笑顔のまま尚なおも続ける。


「その二つを手に入れた後〝ペルセウス〟が箱庭で永遠に活動できないように名も、旗印も、徹てつ底ていして貶おとしめ続けてやる。たとえお前達が怒おころうが泣こうが喚わめこうが、コミュニティの存続そのものが出来ないぐらい徹底的に。徹底的にだ。………まあ、それでも必死に縋すがりついちまうのがコミュニティってものらしいけど？　だからこそ貶めがいがあるってもんだよな？」


「や、やめろ………！」


　ここで敗北すれば旗印を奪うばわれる。そうなれば〝ペルセウス〟は決けつ闘とうを断ることは出来ない。ましてやこんな壊かい滅めつした状態で戦うなど不可能だ。


　ルイオスは………今になってようやく気が付く。


　自分達のコミュニティは今まさに、崩ほう壊かいの危機に立っているのだと。


「そうか。嫌いやか。───ならもう方法は一つしかないよな？」


　一転して凶きよう悪あくさを消し、今度はにこやかに笑う十六夜。


　指先で誘さそう様にルイオスを挑発し、


「来いよ、ペルセウス。命いのち懸がけで───俺を楽しませろ」


　獰どう猛もうな快楽主義者が、両手を広げてゲームの続行を促うながす。彼はまだまだ遊び足らなかった。自らが招いた組織の危機に直面したルイオスは、覚かく悟ごを決めて叫さけんだ。


「負けない………負けられない、負けてたまるか!!　奴やつを倒たおすぞ、アルゴオォォォル!!」


　輝かがやく翼つばさと灰色の翼が羽ばたく。コミュニティの為、敗北覚悟で二人は駆かけるのだった。












　エピローグ







　レティシアの受難はむしろそれからだった。


　所有権が〝ノーネーム〟に移ったまでは本当に良かったのだ。〝ペルセウス〟に勝利した五人はレティシアを大広間に運び、石化を解いた途と端たん、問題児三人は口を揃そろえて、





「「「じゃあこれからよろしく、メイドさん」」」





「え？」


「え？」


「………え？」


「え？　じゃないわよ。だって今回のゲームで活かつ躍やくしたのって私達だけじゃない？　貴方あなた達はホントにくっ付いてきただけだったもの」


「うん。私なんて力いっぱい殴なぐられたし。石になったし」


「つーか挑ちよう戦せん権けんを持ってきたの俺だろ。所有権は俺達で等分、３：３：４でもう話は付いた！」


「何を言っちゃってんでございますかこの人達!?」


　もはやツッコミが追いつかないなんてものじゃない。黒ウサギは完全に混乱していた。


　ついでに言えばジンも混乱していた。


　唯ゆい一いつ、当事者であるレティシアだけが冷静だった。


「んっ………ふ、む。そうだな。今回の件で、私は皆みなに恩義を感じている。コミュニティに帰れた事に、この上なく感動している。だが親しき仲にも礼れい儀ぎあり、コミュニティの同士にもそれを忘れてはならない。君達が家政婦をしろというのなら、喜んでやろうじゃないか」


「レ、レティシア様!?」


　黒ウサギの声は今までにないくらい焦あせっていた。まさか尊敬していた先せん輩ぱいをメイドとして扱あつかわなければならないとは………と困こん惑わくしているうちに、飛鳥が嬉き々きとして服を用意し始めた。


「私、ずっと金きん髪ぱつの使用人に憧あこがれていたのよ。私の家の使用人ったらみんな華はなも無い可愛かわいげも無い人達ばかりだったんだもの。これからよろしく、レティシア」


「よろしく………いや、主従なのだから『よろしくお願いします』のほうがいいかな？」


「使い勝手がいいのを使えばいいよ」


「そ、そうか。………いや、そうですか？　んん、そうでございますか？」


「黒ウサギの真ま似ねはやめとけ」


　ヤハハと笑う十六夜。意外と和なごやかな四人を見て、黒ウサギは力なく肩かたを落とすのだった。





　　　　＊





　───〝ペルセウス〟との決闘から三日後の夜。


　子供達を含ふくめた〝ノーネーム〟一同は水樹の貯水池付近に集まっていた。


　その数、一二六人＋一いつ匹ぴき。数字だけを見れば中ちゆう堅けん以上のコミュニティとも呼べるだろう。


「えーそれでは！　新たな同士を迎むかえた〝ノーネーム〟の歓かん迎げい会かいを始めます！」


　ワッと子供達の歓かん声せいが上がる。周囲には運んできた長机の上にささやかながら料理が並んでいる。本当に子供だらけの歓迎会だったが、それでも三人は悪い気はしていなかった。


「だけどどうして屋外の歓迎会なのかしら？」


「うん。私も思った」


「黒ウサギなりに精せい一いつ杯ぱいのサプライズってところじゃねえか？」


　実を言えば、〝ノーネーム〟の財政は想像以上に悪い。あと数日で金かね蔵ぐらが底をつく。


　三人が本格的に活動し始めたとしても、百人を超こえる子供達を支えるのは厳しいかもしれない。ましてやその中で、魔ま王おうとの戦いや仲間達の救出を行わなければならないのだ。


　こうして敷しき地ち内で騒さわぎながらお腹なかいっぱい飲み食いをする、というのもちょっとした贅ぜい沢たくになるほどに。そういった惨さん状じようを知っている飛鳥は、苦く笑しようしながらため息を吐ついた。


「無理しなくていいって言ったのに………馬ば鹿かな子ね」


「そうだね」


　耀も苦笑で返す。二人がそんな風に話していると、黒ウサギが大きな声を上げて注目を促うながす。


「それでは本日の大イベントが始まります！　みなさん、箱庭の天幕に注目してください！」


　十六夜達を含めたコミュニティの全員が、箱庭の天幕に注目する。


　その夜も満天の星空だった。空に輝かがやく星々は今日も燦さん然ぜんと輝きを放っている。


　異変が起きたのは、注目を促してから数秒後の事だった。


「………あっ」


　星を見上げているコミュニティの誰だれかが、声を上げた。


　それから連続して星が流れた。すぐに全員が流星群だと気が付き、口々に歓声を上げる。


　黒ウサギは十六夜達や子供達に聞かせるような口調で語る。


「この流星群を起こしたのは他ほかでもありません。我々の新たな同士、異世界からの三人がこの流星群のきっかけを作ったのです」


「え？」


　子供達の歓声の裏で、十六夜達が驚おどろきの声を上げる。黒ウサギは構わず話を続ける。


「箱庭の世界は天動説のように、全すべてのルールが此こ処こ、箱庭の都市を中心に回っております。先日、同士が倒たおした〝ペルセウス〟のコミュニティは、敗北の為ために〝サウザンドアイズ〟を追放されたのです。そして彼らは、あの星々からも旗を降ろすことになりました」


　十六夜達三人は驚きよう愕がくし、完全に絶句した。


「───……なっ……まさか、あの星空から星座を無くすというの………!?」


　刹せつ那な、一ひと際きわ大きな光が星空を満たした。


　そこにあったはずのペルセウス座は、流星群と共に跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていたのだ。


　ここ数日で様々な奇き跡せきを目まの当たりにした彼らだが、今度の奇跡は規模が違ちがう。


　言葉を失った三人とは裏腹に、黒ウサギは進行を続ける。


「今夜の流星群は〝サウザンドアイズ〟から〝ノーネーム〟への、コミュニティ再出発に対する祝福も兼かねております。星に願いをかけるもよし、皆で観賞するもよし、今日は一いつ杯ぱい騒さわぎましょう♪」


　嬉々として杯さかずきを掲かかげる黒ウサギと子供達。だが三人はそれどころではない。


「星座の存在さえ思うがままにするなんて………ではあの星々の彼方かなたまで、その全てが、箱庭を盛り上げる為の舞ぶ台たい装置という事なの？」


「そういうこと………かな？」


　その絶大ともいえる力を見上げ、二人は茫ぼう然ぜんとしている。


　だが十六夜だけは、流星群を見ながら感かん慨がい深くため息を吐いていた。


「………アルゴルの星が食変光星じゃないところまでは分かったんだがな。まさかこの星空の全てが箱庭の為だけに作られているとは思わなかったぜ………」


　星空を見上げ、先ほどまでペルセウス座が輝いていた場所を見る。


　───アルゴルが悪あく魔まの星として伝承されたのは、変光星であるからだ。連なる連星が重なり合い、光の波長を変える星。それが食変光星であり、アルゴルの魔ま性しようの正体。


　星の位置を自由に遊び、ソラの彼方まで支配するような絶大な何かが、この箱庭にはあるのだ。感動を補ほ充じゆうするように眼めを細めると、元気な声が十六夜を訪ねる。


「ふっふーん。驚きました？」


　黒ウサギがピョンと跳とんで十六夜の元に来る。十六夜は両手を広げて頷うなずいた。


「やられた、とは思ってる。世界の果てといい水平に廻めぐる太陽といい………色々と馬鹿げたものを見たつもりだったが、まだこれだけのショーが残ってたなんてな。おかげ様、いい個人的な目標もできた」


「おや？　なんでございます？」


　コミュニティの目標ではなく、十六夜個人の目標。黒ウサギでなくとも興味があるに違いない。十六夜は消えたペルセウス座の位置を指さし、


「あそこに、俺達の旗を飾かざる。………どうだ？　面おも白しろそうだろ？」


　今度は黒ウサギが絶句する。しかし途と端たんに弾はじけるような笑い声を上げた。


「それは………とてもロマンが御ご座ざいます」


「だろ？」


「はい♪」


　満面の笑え顔がおで返すが、その道のりはまだまだ険しい。奪うばわれた物を全て奪い返し、その上でコミュニティを更さらに盛り上げなければならないのだから。


　だが他ほかの二人も反対はしないだろう。そんな予感が十六夜にはあった。





〝家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨てて箱庭に来い〟


　それだけの対価を支し払はらった彼らの新しい生活は、まだ始まったばかりなのだから。
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　あとがき







　よし、ライトノベル作家になろう！





　………と、思ったのが五年前のとある橋の上でのこと。仕事を辞やめた寒い冬の話。


　けどまさかなれるとは微み塵じんも思っていなかった竜ノ湖太郎です。皆みな様さま初めまして。


　この度たびはなんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　ＹＥＳ！　ウサギが呼びました！』を手にとっていただきありがとうございますが長いので「問題児シリーズ」と略して呼んでやると、泣いて喜ぶかもしれません。


　主にタツノコっぽい両生類とかが泣いて喜びます。





　さて、所定のページ数を大おお幅はばに飛び出してしまった分、予定よりも一回り大きい文庫にしなきゃいけないなどのモロモロの理由で、あとがきに割さけるページ数が四ページもあるとか。


　折角なので受賞までの三年間、受賞してからの二年間をサクセスストーリーっぽく熱く語ってみようかと思ったのですが、それだと四ページも埋うまらないという驚きよう愕がくの事実！


　ですので此こ処こは一つ、イラストと非常に長いタイトルと、問題児達に纏まつわる御お話を。





　まずは皆さんが思っているに違ちがいない共通の疑問から。ええ、表紙とか「ザ・スニーカー」にもドドンッ!!と載のっているアンチクショウ、ショッキングピンクウサギのことでございます。


　………黒ウサギじゃないじゃんッ!!既すでにそんな声が聞こえますが、この一件はあえてスルーしますアーアーアーキコエナイ。


　………三月のスニーカー文庫折り込みチラシの黒ウサギのデザインが違う？　それもスルーです。噓うそです。


　これに関しては主に僕の我わが儘ままというかなんというか（汗）


　イラストを担当していただいた天之有先生には多大なご迷めい惑わくをおかけしました。色々と我が儘を言った末に、やれ色がどうだの、服がどうだの、ガーターじゃなきゃイヤだの、両生類の意見と担当Ｙさんの意見に振ふり回まわされて、最終的に表紙の実にいやらし（ゲフン）非常に愛らしいショッキングピンクウサギに落ち着きました。その過程で生まれたのが折り込みの黒ウサギです。


　もし気になる方はネットとかで探してやってください。


　そしてこの場を借りて、天之先生には多大な感謝を。





　さて、次は非常に長いタイトルについてです。最初、この作品の名前は「ギフトゲーム」となる予定でした。しかしあまりにもシンプル過ぎると担当Ｙさんからまず１ボツ。


　次に「つきうさぎと箱庭魔ま王おう」が折り込みにも載った候補だったのですが、担当Ｙさんからもう一声！　と２ボツ。その後に送った複数の候補の中から選ばれたのが、現在の『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　ＹＥＳ！　ウサギが呼びました！』でした。


　正にダイレクトメールならぬダイレクトタイトル。


　本作を読んだ方なら、この長ったらしいタイトルの意味は明白だと信じてます。


　この物語は問題児が異世界から来て、黒ウサギを弄いじり倒たおす物語なのです。





　そして最後に問題児達。本作の主人公達です。


　何を隠かくそう逆廻十六夜は当初、別作品でヒロインをやってました。


　………コカインでもヘロインでもありません。そう、彼は女の子でしかもヒロインでした。受賞してから二年間もあったので、その間に何作かを担当Ｙさんに見てもらう機会がありましたが、その中でも一ひと際きわ生き生きしていたキャラクターだったので、性別を変えて再登場。


　ああ、でも一回挑ちよう戦せんしてみたかったなあ。純情ビッチ萌もえ。





　次に久遠飛鳥と春日部耀ですが、彼女達についてはそっとふれる程に抑おさえておきます。


　作中にも出てきましたが、問題児達は全員、全く違う時間軸じくから登場しております。


　逆廻十六夜は、初夏の薫かおり漂ただよう五月さつき晴ばれの時期に。


　久遠飛鳥は、蟬せみ時雨しぐれの五月蠅うるさい真夏の時期に。


　春日部耀は、秋しゆう霖りんが過ぎた紅葉もみじ前線の時期に。


　それに伴ともない、彼らがやって来た時代背景は全く別物となっております。もし続刊が出たのならば、其そ処こに注目しながら読んでいただけたら、より楽しんでもらえるのではと思います。





　それでは最後に、この一冊を作るために愛の鞭むちを惜おしまず振るって下さった担当Ｙさん。


　両生類タツノコの我が儘に応こたえて素す敵てきなイラスト描かいて下さった天之有先生。


　色々と励はげまして下さった先せん輩ぱい作家の皆様。


　奨しよう励れい賞・受賞作「イクヴェイジョン」を選考して下さった選考委員の皆様。


　この場を借りて御礼を申し上げます。





　次巻は七月か、もしくは八月か、とにかくその付近の予定です。


　またお会いできる日を楽しみにしております。




竜ノ湖太郎　　
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問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？


ＹＥＳイエス！ウサギが呼よびました！





竜たつノの湖こ太た郎ろう
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